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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　朝の光がステンドグラスから差さし込こみ、教会の床ゆかを色鮮あざやかに照らし出す。

　その様さまはとても綺き麗れいだが、夜よ更ふかしした目には少し痛い。

　しかもそれが、いつもと同じ老司祭の長々と続く説教を聞く時間となれば、もはや苦行でしかない。

　約五百年という歴史を誇ほこるルミナス聖教の総そう本ほん山ざん──グランスター王国にある大聖堂の一いつ角かくで、見習い修道女セルリナ・メイゼルは、大きなあくびを嚙かみ殺ころしながら手にした『聖書』を開いた。

　黒い修道服に身を包み、同色のヴェールからは金色の髪かみが見みえ隠かくれしている。

　好こう奇き心しんに満ちた栗くり色いろの大きな瞳ひとみで、『聖書』の文字を追う。

　だが──

「ぷっ……くくっ……」

　思わず漏もれた笑いに、周囲の視線がセルリナに集中した。

　慌あわててすました顔をして、誤ご魔ま化かすように愛あい想そ笑わらいを送ってみると、同どう僚りようたちは何事もなかったかのように司祭の説教に聞き入り始めた。

（ふぅ、危なかった。『これ』には気づかれてないみたい）

　何しろこの存在が指導官にばれようものなら、懲ちよう罰ばつ房ぼう行きだ。

　セルリナが胸をなでおろした、その時。

　突とつ如じよ、『聖書』が勢いよく上空へと浮ふ上じようしていった。

「へっ……？」

　何が起こったのか理解できず、呆ぼう然ぜんとして固まる。

　目を瞬しばたたかせ、そうっと俯うつむいていた顔を上げると、そこには──よく見知った人物がセルリナの『聖書』を手にし、静かにセルリナを見下ろしていた。

「ひいっ！　シ、シスターグレンダ……」

　凄すごみのある表情でこちらを見下ろすのは、新人たちを指導する五十代半ばの修道女だ。

「礼拝中に挙動不ふ審しんに身体からだを震ふるわせて、一体何をしているのかと思えば……」

　シスターグレンダは、セルリナから取り上げた聖書の内表紙を見て、さらに眉まゆを吊つり上あげた。

「『レディアンナの冒ぼう険けん』……？　シスターセルリナ！　貴女あなたという人は、聖書に見せかけてこのような低てい俗ぞくな本を読んでいたのですか!?」

　悪事の証しよう拠こを突つき付つけられ、セルリナは震えあがって目を泳がせた。

　一体どんな形相をしているのかと思うと恐おそろしくて、上司の顔をまともに見ることができない。

「つ、つい、出来心で……。す、すみませんでした！」

　慌てたセルリナが勢いよく頭を下げると、適当に被かぶっていたヴェールが大きく翻ひるがえり、ぱさりと軽い音を立て、床に落ちた。

　セルリナの蜂はち蜜みつ色いろの髪が、無造作に溢あふれ出でる。

「……あ」

　思わず出てしまった声に、シスターグレンダのみならず、周囲の修道女もまた床へと視線を向けた。

　地に落ちて裏返ったヴェールに、不器用な出来ながらも縫ぬい付つけられたポケット。

　そこからはみ出しているもの──それは、クッキーだ。

「……シスターセルリナ。これは一体どういうことですか？」

　怒いかりを孕はらみ、僅わずかに震える声でそう問われ、セルリナは思わず頭をかいた。

「えーっと、そのう……礼拝中にお腹なかが減ってお腹が鳴ることで、皆みなさんのお祈いのりを妨さまたげてはならないと思いまして、その……空腹対策として……」

「つまり、礼拝堂に菓か子しを持もち込こみ、お腹が空いた時にこっそり食べていた、というわけですか？」

「……はい」

「……」

　顔を引きつらせた上司を前に、最悪の空気を何とか和なごませようと、セルリナはあはは……と薄うすら笑いを浮うかべて見せる。

　しかし、それは逆効果だったようだ。

「シスターセルリナ！　貴女という人はあああああああ！」

　同僚たちが怯おびえた目で見守る中、シスターグレンダの怒ど号ごうが礼拝堂内に響ひびき渡わたった。










[image: ]




　豪ごう華かな馬車に揺ゆられながら、セルリナ・メイゼルは苦く悩のうしていた。

　ふわふわの桃もも色いろのワンピースはウエストがきつく締しめあげられていて苦しいし、丹たん念ねんに編あみ込こまれた蜂はち蜜みつ色いろの髪かみに刺ささったパールの髪かみ飾かざりが頭皮に当たって痛い。

　ろくに化け粧しようをしたこともない顔には、頰ほお紅べにや口紅をしっかりと塗ぬられ、鏡や窓ガラスに映る自分の姿を見るたびに、違い和わ感かんを覚える。

　確かに化け粧しよう映ばえはするらしく、綺き麗れいというよりは可か愛わいらしい部類に入るのだろうが、まるで噓うそで塗り固められた自分を見ているように思えてしまう。

　それもこれも、全ては今隣となりに座すわっている、ついさっき初めて会ったばかりの男性──お見合い相手のためのものなのだと思うと、尚なお更さらに気が滅め入いる。

「セルリナさん！」

　はっと我に返って隣を見ると、脂あぶら汗あせの浮いた恰かつ幅ぷくのいい男性の顔がすぐ近くにあった。

　膝ひざの上に置いていた手に、そっと手を重ねられる。

「ひいっ」

　咄とつ嗟さに振ふり払はらおうとするが、今度はがしっと両手を握にぎられてしまった。

「セルリナさん……こうして僕ぼくらが出会えたのも、運命だと思うんです。僕は我わが妻となる貴女あなたのことを、もっとよく知りたい！」

「へ!?　い、いや、まだ、妻になるとか決まってませんけど……！」

　今にも相手の鼻息がかかりそうで、セルリナは顔をひきつらせた。

（っていうか、何が「ちょっとだけ年上」よ！　どう見ても私より二十歳近く上じゃない！　渡わたされてた、すらっとした絵姿とも似ても似つかないし）

　だが、相手の男性は止まらない。

「ですが、我々の両親はこの縁えん談だんに乗り気です。僕らも、もっとお互たがいのことをよく知るべきだと思うんです！　たとえば、抱だきしめた時の感かん触しよくとか、口づけの味とか！」

「は……はああ!?」

　馬車という密室に二人きり。

　セルリナの両手をしっかりと握りながら、じりじりと身体からだを寄せて来る男性。

　その顔が間近に迫せまり──




「い、い……いやあああああああああ！」




「────はっ……」

　自分の発した声で、目が覚めた。

　夢の世界から現実へといっきに引ひき戻もどされ、朦もう朧ろうとする頭で周囲を見渡せば、ここは馬車といっても豪華な二人乗りの馬車ではなく、道行く人々を乗せる乗り合い馬車の中だ。

　乗り合わせた人々が目を丸くしてこちらを見ていることに気付いて、セルリナは慌あわてて崩くずれていた姿勢を正し、ずれていたヴェールを被かぶり直なおすと、「うぉっほん！」とわざとらしく咳せき込こんで見せた。

（馬車の中で居い眠ねむりなんてしたから、嫌いやなことを思い出しちゃった）

　あれは確か、両親に半ば無理矢理やらされたお見合いでの出来事だ。

　最後は強きよう烈れつな平手打ちを相手にお見み舞まいして終わった記き憶おくがある。

　首から下げたロザリオの位置を直すふりをしながら、修道服によだれが垂れていないかどうかを確かく認にんするうちに、次し第だいに頭がはっきりしてきた。

（そうだった。私はこれから、見知らぬ土地に行かなきゃならないんだった……）

　セルリナは大きなため息をついた。

（はあ……まさか、こんなことになるなんて）

　グランスターの郊こう外がいへ向かう馬車の中から外の景色を覗のぞくと、次第に遠ざかっていく首都ルグランツの情景が見える。

　礼拝中の違い反はん行こう為いによって、弁解の余地がないほどに上司を怒おこらせてしまったセルリナに下された処分──。

　それは、『僻へき地ちの教会での再教育』というものだった。

（修道院は人数も多かったし、こっそり紛まぎれて掃そう除じをさぼったりできたけど、田舎いなかの教会じゃあ超ちよう少人数運営だろうし、そういうこともやりにくいんだろうなあ）

　考えれば考えるほど、うんざりしてしまう。

（これじゃあ、何のために出家したのかわからない……）

　そもそも、セルリナに信しん仰こう心しんは欠片かけらもない。そんなセルリナが、ルミナス聖教に入信した動機──それは、「望まぬお見合いを回かい避ひ」し、「自分のための時間」を確保したいがためだ。

　動機が不純なことは自分でもよくわかっている。

　だが、こうするしかなかったのだ。

　セルリナの両親は町で小さな診しん療りよう所じよを運営する医師だ。

　比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな家庭でぬくぬくと育ってきたわけだが、この安あん泰たい具合が仇あだとなった。

　二人の姉が嫁とついでいく中、堅けん実じつさを求める両親にとっての悩なやみの種がセルリナだった。

　女子力も才能もなく、いつまで経たっても自立しない。日々自室に引きこもって、趣しゆ味みである読書や惰だ眠みんを貪むさぼるばかりの三女。

　そんなセルリナに両親は度たび々たびお見合い話を持ち出してきた。

『お前もいつまでも好きなことばかりしているのは止やめて、そろそろいい相手を見つけて、家庭に入らないとな』

『独り立ちして苦労するよりも、経済力のある人とお見合いをしてよき妻になれば、きっと簡単に幸せになれるわよ』

　──それは、聞き飽あきるほどに繰くり返かえされたフレーズだ。

（父さんと母さんにとって、女の幸せとは裕福な人の妻になること。だから、たとえ私が何らかの仕事を探したとしても、「結けつ婚こんはまだか」って、せっついてきてたでしょうね）

　娘むすめを心配する両親の気持ちはわかるが、残念ながらセルリナは、結婚どころか恋れん愛あいにすら興味がない。

　好きでもない相手に生活の全てをすり合わせながら生きるなんて、拷ごう問もんと一いつ緒しよだ。

　それゆえ、顔を合わせる度にそんな話ばかりをしてくる両親のおせっかいに、心身ともに疲つかれ果はてていた。

　そして更に、不ふ愉ゆ快かいな男性との度たび重かさなるお見合いから、男性というものに対する不信感さえ抱くようになってしまった。

　だからこそ、こう思ったのだ。

「望まない結婚をするくらいなら、神様にでも嫁よめ入いりした方がましよ！」──と。

　修道女になれば、結婚せずにご飯も食べられて、まさに一石二鳥。そう考え至って、見合い相手に平手打ちを食らわせたその足でルミナス聖教の門を叩たたいた。

　とはいうものの、修道女の生活は本来楽なものではない。

　与あたえられた仕事をなんとかこなす傍かたわら、適度にさぼったり上う手まくやりくりして、趣味の時間を捻ねん出しゆつかつ確保してきたのだ。

　修道女は給料というものが存在しないこともあり、本を買うための小遣い稼かせぎとして、合間の時間で造花作成の内職なども請うけ負おっている。

　そんな中、信仰心のないセルリナにとって、祈いのりの時間は「暇ひまな時間」であったため、何とか有効活用できないかと模も索さくした結果が「聖書に見せかけて好きな小説を読む」ことだったわけだ。

（夜よ更ふかしして読書して、翌朝に寝ね坊ぼうして礼拝に遅ち刻こくするよりは、ずっと賢かしこい時間の使い方だと思ったんだけど）

　結果としてそれが裏目に出て、上司の怒いかりを買ってしまった。

（修道院での生活も、ようやく自分なりのペースがつかめて来ていたのに）

　だが今回、セルリナの心を悩ませるのは、その残念感だけではない。

　派は遣けん先さきである、ベルン地方の教会にまつわる、ある噂うわさのせいでもあった。

『ベルンの教会って、すごく厳しいらしいよ。その勤務内容に耐たえ切れなくて、辞やめていく修道女が多いとか』

『なんでも「修道女の流る刑けい地ち」って呼ばれてるみたい。セルリナ、頑がん張ばってね……』

　同期の修道女たちが慰なぐさめ交じりでセルリナにかけてくれた言葉に、セルリナは戦せん慄りつした。

（流刑地って、何よそのネーミング!?　考えただけでも怖こわすぎるんですけど）

　まだ見ぬ異動先を思い、どんよりとした気分で再びため息をついた。

　そうこうしている間に、馬車の幌ほろの隙すき間まから覗く景色にぽつぽつと人家が目に付きはじめた。

（そろそろ目的地ね）

　降車の準備をするべく荷物をまとめていると、鞄かばんの中からハンカチがひらりと落ちてしまった。

　それを、対面に座っていた若い男性が拾い上げ、「どうぞ」と手渡そうとしてくれる。

「あっ……りがとう、ございます」

　セルリナは精せい一いつ杯ぱいのひきつった笑えみを向け、おそるおそる受け取ろうとした──が、その一いつ瞬しゆん、手と手が触ふれ合あってしまった。

「ひいっ！」

　無意識のうちに、叩き落とさんばかりに相手の手を払ってしまったことに気付いて、その直後、セルリナは「す、すいません！」と謝あやまった。

（うう……若い男の人が苦手になっちゃったのも、お見合いの弊へい害がいよね……）

　度重なるお見合いの中、生理的に受け付けない男性に幾いく度ども遭そう遇ぐうしてきた。しつこく迫られたり、過度の接せつ触しよくを求められた結果、同年代から四十代くらいまでの年ねん齢れいの男性がどうにも苦手になってしまった。

　向かい合って会話することくらいは何とかできても、触れ合うことは我が慢まんならない。

　このため、女の園そのである修道女以外の仕事を選せん択たくできなくなった──というのも、出家をした大きな理由の一つだった。

　修道女という立場上、普ふ段だんは女性や老司祭とのやりとりだけで済むが、時には若い男性信者と接する機会もある。特に、地方の人員が少ない教会では、その機会も増えてしまうだろう。

　この男おとこ嫌ぎらいを何とかしなければと思うものの、自然と拒きよ絶ぜつ反応が出てしまうため、そう簡単なことでは直りそうにない。

　セルリナは再び、小さなため息をついた。
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　町外れの小高い丘おかを登った先にそれはあった。

　ベルンの街に到とう着ちやくしてから小一時間。

　町の中心地で乗り合い馬車を降ろされ、セルリナはひたすら歩き続けていた。

　ベルンの街は関所が近く、多くの人々が行ゆき交かう交通の要所であり商業の拠きよ点てんだ。それゆえ、首都ルグランツほどではないが、様々な店が立ち並んでいる。

　そんな物もの珍めずらしさもあり、寄り道してしまったのは事実だ。それにしても、地図に記された目的地は、実際に歩いてみると想像していたよりもずっと遠かった。

（や、やっとついた……。どうしてこんなに不便なところに教会を建てたんだろ）

　教会は町の人々が通いやすい場所にあるというのが一いつ般ぱん的てきだ。だというのに、わざわざ街はずれの丘の上に建てる意味が分からない。

　内心で毒づきながらも石いし畳だたみの道を登りきり、大きく息をついた。

　顔を上げてゆっくりと見上げると、目の前には入念に手入れされた芝しば生ふの庭。その先には朱しゆ色いろの屋根に白の石いし壁かべの建物が目に入った。

　備え付けられた鐘しよう楼ろうの先せん端たんには、そこがルミナス聖教の教会であることを示す聖十字が掲かかげられている。

　まるで童話に出てきそうなどこか可か愛わいらしさのある外装に、セルリナは疲れを忘れて顔をほころばせた。

（小さいけど、思ったより綺麗じゃない）

『修道女の流刑地』とまで呼ばれていた教会だ。いったいどのようなところかと気が気ではなかったのだが、少なくとも見てくれは悪くない。

（となると、流刑地っていう通つう称しようの由来は……もしかして、意地悪な司祭様や修道女がいるとか？　うーん……それも嫌だなあ）

　これくらいの教会であれば、配属されている司祭は一名。よくてそこに修道女が数名在ざい籍せきしている程度だろう。

　そんな環かん境きようで容よう赦しやなく鍛きたえられるとすれば──

　セルリナはぶるりと身を震ふるわせ、げんなりと表情を曇くもらせた。

（だけど、そんなことでめげるくらいなら、そもそも修道女になる道なんて選んでないし。少しの間の我慢よ。何とか乗り切って、堂々と修道院に帰ってやろうじゃないの）

　──すべては、自由気ままに趣味を謳おう歌かするために！

　セルリナは息巻くと、木の扉とびらをぐいと押し開いた。




　教会の中に入ると、ひんやりとした空気が肌はだを打った。

　室内に響ひびき渡わたる讃さん美び歌かが、奮ふん起きしたセルリナの心を急速に穏おだやかにしていく。

（礼拝の真っ最中だったみたいね）

　邪じや魔まにならないよう片かた隅すみに移動する。

　やがて讃美歌の終わりと共にパイプオルガンの音が止むと、よく通る男性の声が堂内に響いた。

「全知全能なる我らがルミナス神よ。御おん身みの光でとこしえに我らの道を導き給たまえ。主よ、我らの祈りを聞き入れたまえ」

　柔やわらかな光に照らされた壇だん上じようの中央に立つ声の主を見て、セルリナは思わず顔をしかめてしまった。

　朗々と祈りの言葉を唱えていたのは、二十代半ばくらいの青年だった。

（よりにもよって、こんな若い人がここの教会の神父なの!?）

　素行の悪い修道女が再教育目的で送られる教会なのだから、さぞ気難しい老神父が居るのだとばかり思っていた。

（ということは、これからしばらく、若い男の人と一緒に仕事しないといけないってことよね？　うう……考えただけでも憂ゆう鬱うつ）
















　げんなりとした表情で、再び神父の方へと目を向ける。

　そして改めてその顔をしげしげと眺ながめてみて、今度は別のことで驚おどろくことになった。

（うわ。よく見てみたら、すごい美形……！）

　銀糸のような髪が差さし込こむ光をきらきらと反射し、切れ長で涼すずやかなアイスブルーの瞳ひとみは理知的な印象を与える。金刺し繡しゆうの入った白の司祭服に身を包んだ姿は神こう々ごうしさすら感じる。

（まるで天使の彫ちよう像ぞうみたいに整った顔立ちね）

　セルリナでさえそんな感想を抱くほどに、目の前の神父は見み目め麗うるわしかった。

　そうこうしている間に時は経ち、ようやく礼拝の終わりを告げる鐘かねの音ねが鳴なり響ひびいた。

　厳げん粛しゆくな空気から解放された子供たちが待っていましたとばかりに飛び出し、続くように大人が出ていく。

（さて、と。神父様にご挨あい拶さつしなくちゃ……）

　男性と面と向かって話さねばならないと思うと気は重いが、そうしなくては何も始まらない。

　セルリナは人々の流れとは逆行して祭さい壇だんへと足を向けた──が、すぐに再び立ち止まることになった。

　祭壇前では先さき程ほどの神父が信者たちに囲まれ、笑え顔がおで応対している。何とも横やりを入れにくい雰ふん囲い気きだ。

　神父はどうやら信者一人一人に対して真しん摯しに接する誠実な人ひと柄がらであるようだ。しかし、このまますべてが終わるのを待っていては日が暮れてしまいかねない。

「あ、あの……っ」

　意を決して声を上げたセルリナへと、周囲の人だかりが一いつ斉せいに視線を集中させた。

　直後、奇き妙みような沈ちん黙もくが流れる。

（……あ、あれ？　何、この妙みような空気……）

　慌てて笑顔を取とり繕つくろってみたが、剣けん吞のんな視線が返ってきた。

　懺ざん悔げの告白であったり、悩みごとの相談だったりと内容は様々であるが、礼拝後に神父との対話を望む信者は多い。

　グランスター大聖堂でもそんな光景はよく目にしていたはずなのだが、神父に横から声をかけたところでこんなに注目されたことはない。

　違和感を覚えて周囲をよくよく見渡してみれば、視界に入るのは女性ばかり。

　しかも、こちらに向けてくる視線の中に、明らかな棘とげを感じる。

（これって……もしかしなくても、単に神父様ファンの女の子集団だったりする!?）

　よく見ると神父の背後にある祭壇に積まれている品々は、可愛らしく包装された手作りのお菓か子しと思おぼしきものばかりだ。

　おそらく、神への供く物もつではなく、ここにいる女性たちからの神父への個人的な贈おくり物ものだろう。

（そりゃあまあ、確かに美形の神父様だけど……私は仕事で来てるっていうのに、挨拶しただけで睨にらまれるなんて御ご免めんよ！）

　速すみやかにその場から退散しようとした、その時だった。

　神父がはたと手を打ち、押おし寄よせる女性たちをかき分けるようにしてセルリナの下へやってきてしまった。

「貴女、もしや、今日こちらにみえると連れん絡らくのあった修道女ですか？」

　逃にげ場ばを失ったセルリナは、慌てて背筋を伸のばした。

「は、はい！　グランスター修道院から派遣されてきました、セルリナ・メイゼルです。本日からこちらでお世話になりますので、ご指導よろしくお願いいたします！」

　緊きん張ちようしてやや嚙かみそうになりながらも何とか言い切ると、神父はふわりと柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮うかべて会え釈しやくした。

「お話は伺うかがっております。私はこのベルン教会の司祭を務めさせていただいております、ライオット・クラインと申します。長旅でお疲れでしょう。早さつ速そく、中を案内しますね。それでは皆みなさん……」

　ちらりとライオットが女性たちを見回すと、それまでセルリナへと視線を向けていた娘たちが再び騒さわぎ出した。

「ええっ！　神父様、もう行ってしまわれるのですか？」

「もっとその素す敵てきなお声をお聞きしたいのに……！」

「せめて私のクッキーを受け取ってください！」

　別れを惜おしむ少女たちが、我先にとライオットへと群がった。

　神父もこれには途と方ほうに暮れたように困こん惑わくした笑みを浮かべている。

（えーっと……修道女としては、こういう場合って、ちょっとは止めたほうがいいのかな？　でも、それも面めん倒どうっていうか、なんだか後が怖い気もするし）

　セルリナもまた輪の中で娘たちにもまれながら、その勢いに戸と惑まどっていると、教会の入り口から声が上がった。

「見苦しいですわよ。ここをどこだと心得ているのですか」

　凜りんとした声がその場に響くと、娘たちはぴたりと動きを止め、一斉に背後を振り返った。

　そこにはきりりとした黒こく曜よう石せきのような瞳と口元のほくろが印象的な、黒髪の美女が立っていた。

　豊満な胸から引き締まった腰こしつきは煽せん情じよう的てきで、やや広がりのある漆しつ黒こくのマーメイドドレスがよく似合う。緻ち密みつな細工が施ほどこされた金のネックレスが、胸から首までを覆おおった黒いレース生き地じに映え、耳元には薔ば薇らを象かたどった深しん紅くのイヤリングが光を浴びて煌きらめいている。

　ゆるく結ゆわれた黒髪は、ダイヤモンドをちりばめた蝶ちようの金細工で彩いろどられ、この女性がいかに豊かな暮らしを送っているかを物語っている。

（うわあ、お金持ちそう！　それに、何だか色っぽい……）

　露ろ出しゆつ度どの極きわめて低い黒のドレス姿であるにもかかわらず、その身体付きから滲にじみ出でる色気に、セルリナは同性とはいえ息を吞んだ。

　そんな女性が真っすぐにライオットの前へと歩を進めるのを、呆あつ気けにとられたように見守る。

「ジュリア様……！」

「も、申し訳ありません。私たちはこれから帰ろうとしていたところで……」

　ジュリアと呼ばれる人物を見た瞬しゆん間かん、あれほど騒いでいた娘たちは急にばつが悪そうに硬こう直ちよくした。

「そう。ならいいのですわ。貴女たちも我が領地の民たみならば、自ら声を上げるより、自然と振り向かれる女性になれるよう、努力なさい。常に気品を保って……ね？」

　ぴしゃりと放たれた一いつ喝かつに、娘たちはまるで潮が引くように慌てて教会を後にした。

　教会の扉が閉じたことを確認し、ジュリアはライオットへと近寄り一礼した。

「お騒がせいたしましたわ」

「いいえ、とんでもありません。……して、ハートレット様。今日はどうなさったのですか？」

　突とつ然ぜん現れた彼かの女じよは、見た目からも神に祈るために来たわけではなさそうだ。

「まあ、クライン神父様。もうお忘れになったの？　豊ほう穣じよう祭さいの打ち合わせのために伺うとお伝えしていましたでしょう？」

　少し咎とがめるようなジュリアの言葉と視線が、ライオットに刺さる。

　ライオットは思い出したようで「ああ」と相あい槌づちは打ったものの、申し訳なさそうにジュリアを見返した。

「そういえばそうでした。……ただ、今日は少し急用が入ってしまいまして」

　ライオットは、ちらりと隣に立つセルリナを見た。

　それに気づき、ジュリアは目を丸くした。

「あら、こちら新しい修道女さんですの？」

「ええ。シスターセルリナです」

　セルリナが慌ててぺこりと頭を下げると、ジュリアはふぅとため息をついて苦く笑しようした。

「なかなか長くいてくださる方がいらっしゃらないとお困りでしたものね。そういうことでしたら仕方ありませんわね」

「ご理解いただきありがとうございます」

「ふふ。いいんですのよ。何なら、今度、わたくしの邸てい宅たくにいらして。そちらで打ち合わせをしましょう」

　手にした扇おうぎで口元を隠かくすと、ジュリアは悠然と微笑んだ。

　ライオットはそれに少しほっとしたような安あん堵どの吐と息いきを落とした。

「また時間が取れればご連絡いたします」

「ではまた。お待ちしていますわ」

　ジュリアは頷うなずくと、踵きびすを返かえして颯さつ爽そうと立ち去って行った。

　一連の出来事を息を吞のんで見守っていたセルリナは、ジュリアを見送るライオットをちらりと見上げた。

「なんだかすごい方ですね。あの方はいったい……？」

　すると、ライオットはセルリナに、にこりと微笑んで言った。

「あの方は、ジュリア・ハートレット様。このベルンの領主である女伯はく爵しやく様ですよ。先代が亡なくなられて、一人ひとり娘むすめだったジュリア様が家か督とくを継ついでいらっしゃるのです。信心深い方で、この教会にも多額のご寄付をしてくださっています」

　それにセルリナは目を丸くした。

「領主様なんですか！　どうりで美しくて貫かん禄ろくもあるわけですね」

「まあ、美しさと土地を治める才能は別物ですけれどもね。ジュリア様はその点、ただの関所でしかなかったベルンを交易都市として活性化させた立て役者だそうです。とても有能な方だと伺っていますよ」

「伺ってるって、神父様はあまりご存じないのですか？」

　セルリナが首を傾かしげると、ライオットは頷いた。

「はい。私も五年前にこの地に赴ふ任にんしたばかりですので、あまりよくは存じ上げないのです」

　ライオットは苦笑しながらも、さてとばかりに手を打った。

「おっと、話がそれてしまいました。すみません。随ずい分ぶんとお待たせしてしまいましたね。それでは教会のご案内と、シスターセルリナにお願いするお仕事のお話をしましょうか」

　改めて面と向かうことになり、セルリナの身体に一瞬緊張が走ったが、何とか笑顔を作って対応する。

「はいっ。……ってそういえば、他の修道女の姿が見えないんですけど、ここって、神父様以外の教会関係者はいないんですか？」

「ええ、私一人です。このような辺境の教会ですからね。時々、貴女のように修道女も来てくださるのですが、何な故ぜか、仕事に就ついてもすぐに辞めていってしまわれるのです」

「そ、そんなに大変な業務なんですか……!?」

「いいえ？　おそらく貴女が修道院で行っていた業務と、大きくは変わらないと思いますよ？　ただ、まあ、この通り人手不足なものですから。私一人ではできることに限りがあります。オルガンの演奏や教会の鐘を鳴らすのも、信者の方にお手伝いいただいているくらいなのです」

　ライオットはため息をつく。

「そんな状じよう況きようですので、シスターセルリナには苦労を掛かけてしまうかもしれません。そう思うと、とても心苦しいのですが……」

　申し訳なさそうに眉まゆを寄せるライオットに、適当に暇さえあれば手を抜ぬこうと考えていた自分が恥はずかしくなる。セルリナは思い切り首を振った。

「そ、そんなことないです！　これも神に与えられた試練だと思って、精いっぱい務めさせていただきます！」

「嬉うれしいお言葉をありがとうございます。シスターセルリナ、頼たよりにしていますね。これからよろしくお願いします」

　ライオットが輝かがやかんばかりの笑顔を向けながら、すっと右手を差し出してきた。

　握あく手しゆを求められている、ということは解わかる。解るのだが、

（あっ、やばい……）

　ここまでは何とか平静を装よそおって応対してきたが、身体が自然と硬直してしまう。

「シスターセルリナ？」

「あっ……その……」

　ここで握り返さなくては失礼にあたるとは思うものの、やはり拒絶反応が出てしまって、身動きが取れない。

　右手を出そうとしたかと思えばすぐに引ひっ込こめたりと挙動不ふ審しんな動きをするセルリナを、ライオットはしばらくの間、首を傾げながら見守っていたが、やがて「ああ」と声を上げた。

「もしや、男性が苦手なのですか？」

「えっ？　そ、それはそのう……」

　まさに図星を言い当てられ、思わず口くち籠ごもってしまったセルリナに、ライオットは優やさしく微笑みかけてくれた。

「これは失礼しました。神に嫁ぐという道を選ぶ修道女の中には、男性が苦手な方もいらっしゃいますからね。無理はしなくていいのですよ。何か気になることがあれば遠えん慮りよなく言ってくださいね」

「あ、ありがとうございます！」

　相手の気持ちをくみ取るだけでなく、配はい慮りよすらしてくれる。そんなライオットに、セルリナは感動してしまった。

（見た目も中身も完かん璧ぺきだなんて、凄すごい神父様だわ！　この人となら、何とかやっていけるかも）

　セルリナは心の中で安堵して、ようやく笑顔を返すことができた。

　こうして、辺境の教会での生活を始めるべく、美しき司祭ライオットに誘いざなわれるように、礼拝堂を後にした。
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　教会の続きにある司祭館の二階の一室をあてがわれたセルリナはさっそく荷に解ほどきをすると、教会の中を案内された。

　そのまま息をつく間もなく礼拝堂と外がい園えんの清せい掃そう、水みず汲くみ、洗せん濯たくを任され、一心不乱に作業していると、気が付けば日も落ちようとする時間となっていた。

　セルリナはふらふらと自室へ戻ると、真っ白なシーツのかかった寝しん台だいへと体をぽふりと投げ出した。

「や、やっと終わった！　来た初日からこれって、確かに『修道女の流刑地』って言われるのも納なつ得とくね。はぁ……先が思いやられる」

　そもそも、五日の長旅を終えてきたばかりなのだ。多少の休息があってもよいのにと、内心で呟つぶやく。

　だが、清せい貧ひんを美徳とする修道院では身の回りのことはすべて自分で行わなければならない。これはグランスター修道院でも同じだったのだが、さすがに、掃除、洗濯、炊すい事じ、庭の整備、礼拝の準備など一人で行わなければならないとなると、複数の修道女が協力しながら仕事を分担していた時に比べて負担は大きい。

（まあ、人手不足な分、厳しい目で監かん視しされたりすることもないのは気楽だけど……でも、内職をする暇がないのは辛つらいなあ）

　ちらりと目を遣やった先には、荷物と一緒に持ってきた、作りかけの造花の束と、まだ手を付けられていない材料がある。

　もともとそんなに器用ではないセルリナは、ちゃんとした造花を作るのに手間取り、失敗作も多い。

　だが幾度も作り続けているうちに、何とかスムーズに作れるようになってきた。

　とはいえ、造花は十本作ってやっと銅貨一枚分くらいだ。本一冊買おうと思うと、五百本くらいは作らなくてはならない。

（何とか空き時間を捻出したいところだけど、どうしたものかなあ）

　そんなことを考えているうちに、腹部がぎゅるると情けない音を鳴らした。

（うう、お腹なかすいた……）

　忙いそがしすぎて空腹すら忘れていたが、よくよく考えてみれば、昼に町に到着して買い食いをして以降、何も口にしていない。

（そういえばそろそろ夕飯の時間だけど、神父様ってお食事どうしてるんだろう？）

　そこまで考えてから、はたと気付く。

（……って、もしかしなくても、私が作らないと駄だ目め!?）

　修道院での食事の下ごしらえは下したっ端ぱの修道女の仕事だったということを思い出し、セルリナは真っ青になって飛び起きると、慌てて部屋を出て、階下の食堂へと走りこんだ。

「遅おそくなってすみません！　神父様、すぐにお夕飯の支し度たくを……！」

　食堂に入って、飛び込んできた匂いに鼻をひくつかせると、何やら煙けむり臭くさい。

（……あれ？）

　まさかライオットがすでに夕飯を作っているのだろうか。

　それはそれでありがたい──いや、そんなことを考えてはいけないのだが。

（でも、お料理の煙とは違ちがうような……）

　首をひねりながら厨ちゆう房ぼうに足を踏ふみ入いれると、ライオットがコップを片手に水を飲んでいた。

　だが、その手──否いな、手の先から何故か煙が上がっている。

　その手にある白い筒つつ状じようの物体。それは、

「た、煙草たばこぉ!?」

　セルリナは思わず、素すっ頓とん狂きような声を漏もらした。

　その声に気づいたライオットは一瞬はっとしたように顔を上げ、煙草らしきものを炊事場へ投げ捨てた。

　そして、それまで通りのにこやかな笑顔を見せて来る。

「これはこれはシスターセルリナ。急にどうしましたか？」

「え？　あ、えーっと……その、お腹が減って……」

　ライオットの優しい笑顔に一瞬ごまかされそうになったが、はっと我に返り、セルリナはおそるおそる口を開いた。

「というか、神父様、今……煙草を吸っておられませんでしたか？」

「煙草ですか？　この神聖な場で、そのようなものを吸うはずがないでしょう？」

「で、でも……」

　ライオットは苦笑するが、彼かれが何かを投げ捨てた方向からは、明らかに煙草特有の燻いぶした渋みのある臭においがしている。

　神聖な神の領域で、喫きつ煙えんするなどもっての外ほかだ。教会関係者が自らを戒いましめるのは勿もち論ろんのこと、信者たちでさえ教会付近での喫煙は自じ粛しゆくしている。そのため、セルリナは修道女になって以来、喫煙者を見かけたことはほとんどない。

　セルリナの疑ぎ惑わくの目が台所に投げ捨てられた吸すい殻がらの方に向いていることに気付いたライオットが、「これはですね……」と何かを言いかけた──が、すぐに小さく舌打ちして、髪をかき上げた。

「……疲れて寝ねたかと思って油断したな」

「し、神父様？」

　まるで開き直ったかのような態度に、セルリナが口をパクパクさせていると、ライオットは肩かたをすくめた。

「まったく、間の悪い女だ」

「……へ？　それってどういう……」

「まあ、どうせ短い付き合いだ。気にするな」

　肩をすくめて、今度は堂々と懐ふところから煙草を取り出すと火をつけた。

「なっ……」

　目の前の出来事に、セルリナは口をあんぐりと開けた。

（あ、あれ？　神父様ってこんな人だった？　天使のように優しい方だったような気がするんだけど!?）

　混乱する思考を何とか落ち着かせ、ライオットを改めて見ると、視線の先にあるのは凍いてつくような氷の瞳。かき上げられた艶つやめく銀の髪を後ろに軽く流し、黒のなめし革がわのロングコートを長身にまとい、黒の長なが靴ぐつを履はいている。

　昼間と打って変わった様相にぶっきらぼうな口調。あまりの落差にセルリナは自分の目を疑いたくなった。

　相変わらず綺麗なのだが、綺麗だからこそ逆に凄みを増すよく切れるナイフのような印象を受ける。

「あの……礼拝の時の神父様と、同一人物……ですよね？」

　呆ぼう然ぜんとするセルリナに対し、ライオットは僅わずかに視線を向けた。

「当たり前だ。他の誰だれかに見えるのか？」

「だ、だって、あまりに態度が違うので……」

「あれは営業用だ」

「ええええっ……!?」

　予想外の真実に、セルリナは思わずよろめいた。

（あの優しさは外っ面だったってこと？　それじゃ、まるで詐さ欺ぎじゃない！）

　そんなセルリナの内心を表情から汲み取ったのか、ライオットは面倒臭そうにちらりとこちらを見やると、煙草を深く吸い、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　ゆらりとした緩かん慢まんな動きに、セルリナは僅かな恐きよう怖ふを覚えて思わず後じさり、壁に背が付いた。

「ひっ……」

　思わず息を吞んで仰あおぎ見みると、ライオットは意地の悪そうな笑みを浮かべてセルリナの背後の壁に手をつく。

（わ、私が男嫌いだってことを解ってやってる……!?）

　盛せい大だいに顔を引きつらせたセルリナを、ライオットは面おも白しろがるように見下ろしながら身をかがめると、セルリナの耳元に顔を寄せて囁ささやいた。

「何か文句があるのか？　ここでは俺おれが法。俺が規則だ。俺がここで何をしようが勝手だ。嫌なら帰ってもいいんだぞ？」

「なっ……げほっ、ごほっ」

　口元を歪めて笑うライオットに、セルリナはふきかけられた煙草の煙にむせ返りながら啞あ然ぜんとした。

　脅きよう迫はくまがいの行動に対する怒りと戸惑いで身が震える。

（まさか、こんな人だったなんて！）

　こんなとんでもない上司の元でやっていけるのだろうか──とも思ったが、今ここで問題を起こすわけにはいかない。

　理り不ふ尽じんだが、この教会を取り仕切っているのはライオットなのだ。

　下へ手たに言い争って、報告を受けた修道院から追い出されるようなことがあれば、家を出てきた意味がない。

　セルリナは脅迫に屈くつする悔くやしさを押おし殺ころし、眉根に皺しわを寄せて答えた。

「……いいえ。神父様がそうおっしゃるのであれば、私はそれに従います」

　すると、ライオットは面白そうに片眉をあげた。

「ほう。従うか。なら、ここで見たこと聞いたことは他言無用だ。変な噂を流されて寄付金がなくなると困る」

「うわあ……。よくもそんな、神の名前を使ってあくどいことができますね」

　平然と言うライオットに、うっかり本音と共に胡う乱ろんげな視線を向けてしまう。

　するとライオットの鋭するどい眼光がセルリナの瞳を射い抜ぬいた。

「……ここでは？」

　怒ど鳴なられたわけではない。低く、むしろ静かにただ一言──。

　それだというのに、縛しばられたように動けない。

「……っ。……なんでもありません」

　ぶるりと戦慄しながらも、絞しぼり出だすように答える。

「わかってるみたいだな」

　ライオットは低く笑うと、セルリナを解放した。

　緊張が解け、思わず体が崩れ落ちそうになるのを、壁に寄りかかって何とか支える。

　ライオットはそんなセルリナを一いち瞥べつし、そのまま扉の方へと歩き出した。
















「俺は出かける。礼拝堂の戸締まりは忘れずにやっておけ」

「え？　こ、こんな時間から、どこへ……？」

　気付けば窓の外の光はすっかり落ち、暗くら闇やみに覆われている。

　頭の中の整理がつかぬまま、かろうじてそう尋たずねると、ライオットがそっけなく言い放った。

「娼しよう館かん」

　セルリナの思考が一瞬停止した。

「しょ、しょうかん……？」

「まあ、そういうことだ。ガキはさっさと寝ろ」

　ぎょっと目を見開いたまま動けないセルリナを尻しり目めに、ライオットは厨房から立ち去っていった。







「な、何だったのよ、もう！」

　バスケットに入れられていた丸パンに切り込みを入れてバターを塗る。氷ひ室むろで冷やされていたハム一切れとレタスをパンにはさみ、牛乳を木のコップになみなみと注ぐ。

　色々あったとはいえ、空腹は誤ご魔ま化かせない。

　厨房に備び蓄ちくされていた食材を勝手に使い、簡単な食事を用意しながら、セルリナは一人、憂うさを晴らすように呟いた。

　外面のいい神父の意外な内面を知ってしまっただけでも驚きよう愕がくだったというのに、脅迫まがいの忠告まで受けるとは──どっと疲れてしまった。

（本当に、とんでもない神父ね……！　少しでも神父様の役に立ちたい──とか思って掃除を頑張った自分が馬ば鹿かみたい！）

　つい先ほどまでは、ライオットの鋭えい利りな刃は物もののような凄みを前にして恐怖を抱いていたが、冷静になって振り返ってみると、あまりにふてぶてしい態度に腹が立ってきた。

（それに……娼館に行くとか言ってたけど、聖職者のくせに、なんて遊び人なの！　信じられない）

　度重なるお見合いから染しみついてしまった男性への不信感も加わり、想像すればするほどセルリナの中のライオットに対する不快感はより一層強くなる。

（これからしばらく、あんな上司と一緒に過ごさないといけないと思うと、うんざりする）

　教会の上層部に不満を申し立てて早々の異動を願い出たいところだが、ライオットは外面だけはいいのだ。セルリナの訴うつたえが信じてもらえるとは思えない。

　そもそも、流刑地とまで呼ばれるこの教会に流されて来たセルリナに、そんな要望を言う権利はない。

（なんとか任期が終わるまでは、ここで頑張らなきゃ……）

　そう思うと、自然と大きなため息が出て来る。

　だが、即そく席せきの食事とはいえ、準備をしているうちに気持ちが落ち着き、先ほどまでの緊張も和やわらいできた。

　ハムを一枚つまみ食いすると、肉の甘あまみと旨うまみが口の中に広がる。

　空腹が少し満たされたことで、どんよりと沈しずんでいた調子も上向きになってきた。

（まあでも、よく考えてみたら、上司が好き勝手してるのに、私ばかりが真ま面じ目めに仕事を頑張るってのもおかしな話だし、私も好き勝手してやればいいんじゃない？）

　たとえば、こうしてつまみ食いしたり、好きな時に好きなだけ本を読んだり、好きなだけ昼ひる寝ねをしたり……そんなことだって、やろうと思えばできる環境だ。

　修道院に居た頃ころのように隠れてこそこそ本を読んだり、夜間にお腹が減ってつまみ食いをしたりなんてことをしなくてもいい。

　内職をする時間も、無理に徹てつ夜やしたりしなくとも、確保しようと思えばできるだろう。

（それに、娼館に出かけてくるって堂々と言われるって……どう考えても私は女扱いされてないってことよね）

　どうやらセルリナはライオットのお眼鏡めがねにはかなわなかったらしい。

　そもそもセルリナの男嫌いは、自分を性的対象として見られることに対する嫌けん悪お感かんからきている。

　つまり、色いろ恋こいを除外できるライオットは、老司祭と同じような存在ではないだろうか？

（それなら、私も神父様を男性扱いしないですむかも）

　ただでさえ横暴な神父相手に、男性嫌いを発動していては身が持たない、ということもある。

（そう考えると、今の状況も意外と悪くないかも？）

　もちろん、ライオットを怒らせないよう、ほどほどに業務をやるというのは大前提だが。

「ようし……こうなったら、自分なりに居い心地ごこちよく過ごしてみせる！　そう思わなきゃ、やっていけないし！」

　周囲に誰もいないのをいいことに、一人、高らかに宣言した。







　でき上がった夕飯を盆ぼんに載のせ、セルリナは自室に向かった。

　修道院時代は寝しん所じよも相部屋だったため、何をするにも肩かた身みが狭せまかったものだが、一人部屋ということは、今から自分の時間を好きに使えるということだ。

　そう思うと、何だか足取りも軽くなってくる。

（今日は色々あって疲れたし、ゆっくり休もうっと。あ、でも、寝る前に、作りかけの造花の仕上げちょっとだけやって──）

　そんなことを考えながら、まもなくたどり着いた自室の扉を開いた。

　──すると……

『キーー！　キキーー！』

　目の前に広がる光景に、セルリナは目を点にして硬直した。

　何者かが、部屋の中で暴れまわっている。

　いや、その小さくて奇き異いな見た目のそれは、人ではない。とはいえ、セルリナの知っている種類の動物でもない。

　甲かん高だかい叫さけび声をあげながらセルリナの寝台で飛とび跳はね、天てん井じようの梁はりに飛びつこうとする黒色の矮わい軀く。その体からは長い尻尾しつぽと蝙蝠こうもりの羽が伸び、禿とく頭とうからは山や羊ぎのような角つのと尖とがった耳が生えている。

　鋭い牙きばや爪つめが生えたそれを見て、セルリナはぱたりと扉を閉めた。

「…………」

　ひとまず、深呼吸する。

（……今、何か、とてつもなく変なものを見た気がする）

　手にした盆を床ゆかに置き、一呼吸置く。

　そして意を決して再び扉を開く。

　目を見開き、眼前で起こっている状況を把は握あくすることに努める。

『キキーー!!』

　奇き声せいを上げながら暴れまわる謎なぞの生物たちは、布ふ団とんやカーテンを切きり裂さき、はたまたセルリナの大事な本を引っ張り出しては放り投げている。

　無法地帯となった部屋で何なん匹びきもの獣けものたちが繰くり広ひろげる惨さん劇げきに、セルリナが出した結論は──

「ら、ら、ら……ライオット神父様あああああああああああ！　わ、わ、私の部屋にいいいい！　なななな何かいるううううううう！」

　腹の底からの叫び声をあげ一気に階段を駆かけ下おりると、ちょうど外へ出かけようとしていたライオットを発見し、追いかける。

　そして必死の形相でライオットのコートの裾すそをつかむと、思い切り引っ張った。

「出た出た出た、出たんですってばああああ！」

「おい、落ち着け！　何が出た」

　顔をしかめたライオットが唸うなるように問いかけてきた。

「えっとその、何ていうか、蝙蝠羽の、角がある、変な尻尾の、小さい……そう、悪あく魔ま！　悪魔っぽいものが私の部屋に出たんですううううう！　私のベッドの上で元気いっぱいに飛び跳ねてるんですよおおおおお」

　混乱する頭でそう伝えるのがやっとのセルリナを少し見つめ、ライオットはそっぽを向くと肩をすくめた。

「ああ。なんだ。悪魔か」

　ぼそりと呟かれた言葉に、セルリナはくわっと憤ふん怒ぬの形相で嚙みついた。

「そうそう悪魔……って、あ、悪魔ですよ!?　神聖なる教会に悪魔が出たんですよ!?　それなのに、なんでそんなに──」

　そこまで叫んでセルリナは、はたとライオットのコートの裾を離はなした。

「どうして、神父様はそんなに冷静なんですか？　まるで、ここに悪魔が出ることを知ってたみたいな……」

「ああ。そうだが、それがどうした？」

　しれっとした表情を浮かべるライオットに、セルリナは呆気にとられた。

　仮にも神父だ。悪魔が人間にとって恐おそるべき存在だということぐらい理解しているだろう。

　それにもかかわらず、忠告すらしなかった。それはすなわち──

「まさか、私にも悪魔を見せて、体ていよく追い返そうと思ってたんじゃあ……」

　セルリナが目を見開いて見上げるのに、ライオットはにやりと笑った。

「なかなか察しがいい。そういうことだ」

「……ということは、私の前に来た修道女たちが、すぐに辞めていった理由って、もしかして……」

　おかしいと思ったのだ。『修道女の流刑地』などと呼ばれる割には、まったくこの教会の詳くわしい噂を聞いたことがない。

　その理由は──他でもない、「この教会に悪魔が出るから」なのではないだろうか。

　悪魔などという存在は、一般的に信じられていない。

　何故なら、この世にはルミナス神の加護があり、悪魔など蔓延はびこっているはずがないからだ。

　だからこそ、修道女たちはそんな事実を触れて回るわけにもいかなかったのではないか。

　ともすれば悪魔を見た衝しよう撃げきのあまり、我を失ってしまった可能性だってある。

（と、とんでもない教会に来ちゃったんだ……！）

　セルリナは血の気が引いていくのを感じた。

　だがそんなセルリナを気にすることもなく、ライオットが再び外へと出かけようとするのを、必死に縋すがり付ついて引き留めた。

「ちょ、ちょっと待ってください！　そういうことだ……じゃありませんよ！　そんなにしれっとしているってことは、対策も知ってらっしゃるんでしょう!?　何とかしてください！」

「なんで俺がそんなことを？　自分の身は自分で守れ」

「そ、そんなあ！　私が悪魔に襲おそわれてもいいって言うんですか!?」

「さっきも言った通り、この教会には悪魔が出る。それぐらいできなければここでは生きていけない。嫌なら荷物をまとめて帰るんだな」

　冷たく見下ろしてくるライオットに、セルリナは恐怖よりも不満が強くなり、むっとして頰ほおを膨ふくらませた。

（それができたら苦労しないってば！）

　もはや、相手が上司だろうがなんだろうが関係ない。

（そっちが追い出す気満々なら、こっちにだって考えがあるんだから……）

　セルリナは挑発するように腕組みをして、ちらりとライオットを流し見た。

「そんなこと言って、私に本当に何かあったら、ルミナス大聖堂から調査官が来ますよ？　そうしたら、神父様の素行もばれて大変なことになっちゃいますけど……それでもいいんですか？」

　嫌みたっぷりにそう言うと、ライオットの眉み間けんに深い皺が刻まれた。

「俺を脅おどそうっていうのか。いい度胸だ。……ですが、幸いにして私は素行のいい司祭ですからね。貴女のおっしゃることを、果たして周囲の人々が信じるでしょうか……」

　途と中ちゆうからがらりと態度を変え、まるで小馬鹿にするかのように苦笑するライオットに、セルリナは怒りに身体を震わせ、拳を握った。

「この変わりよう……！　改めて見ると、凄くむかつく……！」

　すると、ライオットはすっと真顔に戻り、酷こく薄はくな笑みを浮かべて言った。

「どうとでも言え。お前たちみたいな甘い考えの人間を見ると虫むし唾ずが走る」

「甘い考えって……どうしてそんなことが言えるんですか？」

　むっとしてライオットを睨みつけると、ライオットは目を細めて言った。

「ここには何かしらのへまをやらかした奴やつが罰ばつとして送られてくる。どうして俺が、そんな自業自得な奴らの面倒を見なければならない？　やる気も根気もないくせに半はん端ぱな気持ちで入信したなら、さっさと辞めればいい。その後あと押おしをしてやって何が悪い」

　それにセルリナはぎくりと顔をひきつらせた。

　修道院に入った動機が不純なのは、自分が一番よく自覚している。

　それでも──

「……会って間もない貴方あなたに、私の何がわかるんですか？」

「何？」

　ぴくりと片眉を上げてこちらを見たライオットを、セルリナは真正面から見据えた。

「確かに私は、修道院での素行が悪くてここに送られましたけど、でもだからって、修道女としての仕事にやる気がなかったわけじゃありません。信仰心がないことは認めます。でも、自分で選んで修道女になったんです。今いま更さら辞めるつもりもなければ、辞めさせられるわけにもいかないんです！」

　強い口調で言い切ると、セルリナはふんっと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「あなたみたいな冷れい徹てつな神父に頼ろうと思うなんて、間ま違ちがってました」

　くるりと踵を返し、大おお股またで歩き出したセルリナに、ライオットが声をかけてきた。

「おい、どこに行く」

「どこって、悪魔を倒たおしに行くんです！」

　ぴしゃりと言い放って、セルリナは振り返ることなく歩を進めた。







　悪魔が実在するなんて、未いまだに信じられない。

　だがこの目で見てしまっては受け入れるしかなく、そして自身の安あん眠みんを確保するためには、自ら立ち向かって部屋を奪だつ還かんする他ない。

（神父様だって平気な顔をしてこの教会で暮らしているわけだから、悪魔を退治する手段は当然あるはず）

　これまで多くの小説を読んできたが、その中に、悪魔が登場する物語もたくさんあった。

『悪魔は人の恐怖や欲望を糧かてとする。人を惑まどわしてその欲望を満たし、堕だ落らくさせる。そして代だい償しようとして生気を奪うばう』

　ルミナス聖教の聖書にも、悪魔は忌いむべき存在としてこのように記されている。

　真しん偽ぎのほどは定さだかではないが、強い意志と神の加護を宿した聖なる品々があれば、悪魔に打ち勝つことができるらしい。

（強い意志なら、それなりに自信がある。……多分）

　勢い任せの強気であることは否いなめないが、ここは勢いに乗ってしまおう。

（あとは──）

　首から下げた小さな聖十字だけでは心もとない。

　セルリナは礼拝堂へと駆け込むと、銀の燭しよく台だいをひっつかみ、聖盆に張られた聖水を小こ瓶びんに詰つめると自室へ駆け戻った。

（……やるしかない、よね）

　売り言葉に買い言葉でここまで来たが、やはり、恐怖心は拭ぬぐい切れない。

　とはいえ、このまま放置するわけにもいかない──と、意を決して扉に手をかけ、一気に押し開いた。

『キーーーー！』

　突然開いた扉に警けい戒かいしたのか、セルリナに向かって悪魔が枕まくらを投げてきた。

「わっ!?」

　咄嗟にしゃがみこんでそれをかわす。

　慌てて体勢を整えて悪魔の方を見ると、悪魔たちによって滅め茶ちや苦く茶ちやに散らばった、作りかけの造花の残ざん骸がいが目に入った。

「なっ……！　私の稼ぎが……！」

　あと少しで、まとまった小銭が懐に入ったというのに。

（許せない！）

　無む駄だになった労力と、稼ぎで買おうと思っていた本に対する無念から、セルリナの頭に血が上る。

　普段から本ばかり読んで引きこもってきたのだ。運動神経に自信などまったくないが、怒りに任せて足を強く踏み込んだ。

「ええええええい！」

　セルリナは手にした燭台を精一杯振り上げ、寝台の上で飛び跳ねる悪魔へと繰り出す。

　だが、悪魔は俊しゆん敏びんな動きでひょいと飛んで避さける。

「なっ……」

　予想外の動きで隙だらけになったセルリナへ向かって、今度は悪魔が飛びかかってきた。

「こ、来ないで！」

　慌ててポケットから飛び出した小瓶の蓋を取り、聖水を投げつける。

『ギギィィィィーー！』

　聖水を浴びた悪魔の皮ひ膚ふがじゅわっと音を立てて焼けただれ、黒こく煙えんが上がった。

「き、効いた!?　やったあ！」

　思わず手をこぶしを握る。

　だが、危機を察知したのか、残りの悪魔が一斉にセルリナへと視線を向けた。

　セルリナは慌てて再びポケットを探さぐった。聖水瓶を取り出すが、焦あせりからかうまく蓋が開かない。

　そんなことをしている間に、悪魔たちが一斉に襲い掛かってきた。

『キキ、キーーーーィ！』

「来ないでったら！」

　セルリナは小瓶をあきらめ、燭台を必死に振り回す。だが、複数の悪魔たちの動きを目で追うだけでも精いっぱいで、体が付いていかない。

　重い燭台を振り回して腕うでは疲れるし、足ももつれてくる。

　そんな攻こう防ぼうの中、突とつ進しんしてきた悪魔の爪がセルリナの衣服の胸むな元もとを切り裂いた。

「えっ……やっ……」

　慌てて服を押さえるが、その隙を逃のがしてくれるわけがない。

　悪魔は勢いをつけてセルリナめがけて大きく跳ちよう躍やくしてきた。

　セルリナが咄嗟に身構えようとするも、間に合わない。

　迫りくる悪魔に、どうすることもできず、息を吞む。

　耳まで裂けた深紅の口が近く、近く、近く──




「や……やだっ……やだあああああ！　神父様あああああ！」




　思わず、そう叫んでいた。

　その次の瞬間──ふわりと煙草の紫し煙えんが、セルリナの鼻び腔こうをくすぐった。

「だから言っただろうが……クソガキ」

　背後でぼそりと低い声がしたと思った、直後、その場に朗ろう々ろうたる声が響いた。

「万ばん能のうなる神ルミナスよ。その威いを我が身に貸し与え給え。悪あしきものを浄じよう化かせし力を、我が聖せい剣けんへと宿し給え──」

　ひゅっと何か風を切る音と共に、光を帯びた短たん剣けんがセルリナの頰をかすめた。

　短剣はまっすぐに悪魔へと向かい──

『ギィッ！』

　苦しげな奇声を上げて、ぼとりと目の前の悪魔が床に落ち、煙を発して消しよう滅めつした。

　続けて、二匹目、三匹目。

　縦じゆう横おう無む尽じんに光が走るその度に、悪魔たちの蝙蝠のような羽が根元から斬きり裂さかれ、次々に落下し、消えていく。

「う、噓……」

　目の前で起きていることが信じられず、ぽかんと口を開けたまま固まってしまう。

　そこに、荒あらっぽい声が割わり込こんできた。

「邪魔だ。どけ！」

　その声にはっとして後ろを振り向くと、最後の一匹となった悪魔がセルリナに飛びかかってきた。

　だが、セルリナをかばうようにライオットが立ちふさがり、唸るように吠ほえると、手にした剣を一いつ閃せんさせた。

「消えろ、雑ざ魚こが──」

『ギィィィィィィ！』

　つんざくような断だん末まつ魔まとともに、悪魔が消滅した。

「願わくば、その聖なる力で、悪しきものの魂たましいを鎮しずめたまえ」

　ライオットは静かに胸の前で十字を切ると、宿した光が徐じよ々じよに小さくなっていく剣をゆっくりと鞘さやへと納めた。

　目の前にはもう悪魔の姿はなく、荒れ果てた部屋が残るのみだ。

「こ、怖かった……」

　セルリナは今度こそ脱だつ力りよくして、床へとへたり込んだ。

　一息つき、わずかに冷静になると、ふと疑問が浮かび上がってきた。

「あ……あの……助けてくれたんですか？」

　おずおずと尋ねると、ライオットは憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

「『依い頼らい』されたからな」

「……え？　依頼？」

　何のことかわからず、セルリナは首を傾げた。

　すると、ライオットは眉間の皺を深くして、苛いら々いらしたように口を開いた。

「俺を呼んだだろうが」

「え!?」

　そういえば、咄嗟に神父に助けを求めた気がする。

　それを聞かれていたのだと思うと何だか恥ずかしくなって、セルリナは慌てて視線を泳がせた。

「あ、あれはそのう、物の弾はずみというか……。って、神父様、そもそも娼館に行ったんじゃ……」

「あれだけの啖たん呵かを切った奴が何をするつもりか、高みの見物をしてやろうと思ってな」

「はぁっ!?　せ、性格悪いですね」

「だが、その性格の悪さに救われたのはどこのどいつだ」

　嘲笑あざわらいながら言われ、うぐっと言葉を詰まらせた。

（本当に質たちの悪い神父……！　そりゃあ、助けてもらってありがたくはあるけど……）

　内心で毒づいているうちに、昂たかぶっていた気持ちが落ち着いてきた。

　それと同時に、先程目の前で繰り広げられた戦せん闘とうが思い出され、セルリナはライオットを見上げた。

「そういえば……さっき、剣が光ってましたよね？」

　すると、煙草に火をつけようとしていたライオットの手がわずかに止まった。

「今の光は法術。聖ルミナスから授さずかりし祓ふつ魔まの力だ」

「神様の力……？　ほ、本当にそんなものがあるんですか？」

　修道女という立場上、それなりに祈りは捧ささげているし、聖書だって読む。

　だが、神とは人間が勝手に形を作って崇すう拝はいしているだけのものだと思っていた。

　悪魔といい、神の力といい、自身の常識を覆くつがえすことばかり目の当たりにして、頭の整理が追い付かない。

　ぽかんと口を開けたままのセルリナの心情を察したのか、ライオットはにやりと笑った。

「ずいぶんと驚いているようだが、神の力が実在することがそんなに不思議か？　不信心な修道女もいたものだ」

「あっ、あなたに言われたくはありません！」

　相変わらずの嫌みな物言いに、はっと我に返って睨み付けると、ライオットは楽しそうに笑って肩をすくめた。

「よくわかってるじゃないか」

　どうやら信仰心と先ほどの力──神の力はあまり関連性がないらしい。

（神の力を駆く使しし、悪魔を祓はらう──）

　そんな存在の名がセルリナの中にふと思い浮かんだ。

「もしかして……神父様は、『祓魔師エクソシスト』……なんですか？」

「ほう。その名を知ってるか。お前の言う通りだ」

　ライオットが首しゆ肯こうするのに、セルリナは目を見張った。

　祓魔師。それは、神職者の中でも、神の力を借りて悪魔を滅めつする者のことを指す。

　その名めい称しようは聖書の中にも記されており、またある時は活劇小説の中でも読んだことがある。だが、悪魔と同様に、実在するとは思っていなかった。

　おそらく大半の人が、セルリナと同様だろう。

「本当にそんな人が居たなんて……」

「多くの人間がそのことに気付いていないだけで、悪魔は実在する。それを斃たおす人間が居たって、おかしなことじゃないだろう。いや、むしろそういう職種が居るからこそ、お前たちは悪魔の存在に気付かずのうのうと生きて来られたというわけだ。……それとも、お前、この期に及およんで全部夢物語だなんて思っているわけじゃないだろうな？」

「そ、そんなことっ……」

　ない──そう反論しようとしたセルリナの目を、氷のような視線がとらえた。

「お前、殺されるぞ？」

　その一言が突つき刺ささった。

（死──？）

　先ほどは売り言葉に買い言葉で、勢いのまま悪魔退治に臨のぞんだ。

　ライオットの介かい入にゆうによって結果として退治できたが、それがいかに無む謀ぼうなことであったか──。

　今いま頃ごろになって、セルリナの中に恐怖心が湧き上がってきた。

　確かにあの時、無知な自分は死と隣となり合あわせだったのだ。

　急激にそのことを理解し、セルリナは目を見開き、ぶるりと震える肩を押さえた。

「まさかわかってなかっただなんて言わないだろうな？」

「それは……」

　勢い任せだったにしても、確かに甘く見ていた。

　冒ぼう険けん小説の主人公になった気分で、できるような気持ちになっていたのかもしれない。

　セルリナはきゅっと唇くちびるを嚙みしめた。

　ライオットはそんなセルリナを見て、はぁと一つため息をついた。

「恐怖に慄おののいて逃げ出した修道女たちの方が、余よ程ほど現実を見ていたということだ。わかったなら、お前も帰れ。俺はガキのお守りをするつもりはない」

　煙草の火を揉もみ消し、ライオットは扉へと歩いていく。

　その背中を呆然と見つめながら、セルリナはぼんやりと思考を巡めぐらせた。

（……そう。何もかも諦あきらめて、帰ってしまえばいいのかもしれない）

　きっと両親は、修道院での生活が辛かったのか──と、労いたわってくれるだろう。

　そしてこう言うのだろう。

『経済力のある誰かと結婚して、よき妻として平へい穏おんな暮らしをする方が、お前にとっては幸せだよ』──と。

　確かにその方が、今よりもずっと安あん穏のんと生きていけるのかもしれない。

（……でも、本当にそれでいいの？　私は何のために家を出たの？　誰かに依い存ぞんして生きるよりも、自分が本当にやりたいことをやって生きたいって、そう思ったのよね？）

　だからこそ、男嫌いでも自立した生活が送れる修道院に入ることを決めたのだ。

　そのことを思い出して、セルリナは勢いよく顔を上げた。

「帰りません！」

　そう声を上げると、振り返ったライオットは一瞬、珍しいものを見るような目をしたが、すぐに冷たい目つきに戻り、セルリナを見下してきた。

「……なら、勝手に死ね」

　そっけなく言い放つと、ライオットはまるで忠告するかのように言葉を続けた。

「この町はこのとおり悪魔が出る」

（え……？）

「それってどういうことですか？」

　てっきり、この町はずれにある教会付近だけが特例なのかとばかり思っていたが、そうではないらしい。

「世界には『歪ゆがみ』と呼ばれるものがある。悪魔はこの歪みによって生じる空間の綻ほころびを抜けて、異界からやってくる。これは突とつ発ぱつ的てきなもので、どこにできると特定することは難しい。ただ、ベルンではこの教会付近にできやすいらしい」

　こんな辺へん鄙ぴな場所にわざわざ教会を作るからには、さぞかし特とく殊しゆな役割があるのだろう。

　セルリナはもしやと考えて、ライオットを見上げた。

「それって、この教会がその歪みを抑える役割をしてるってことですか？」

　すると、ライオットは片眉を上げて肩をすくめた。

「確かに、古くから歪みのある付近にあえて神聖な教会を配置していたという事例は多い。だが、少なくとも今はうまく機能していないようだ。事実、悪魔は日常的に湧わいて出てきているからな」

　悪魔が出てくるのは今回限りではなく、場所も特定できない。そのため、先程のような立ち回りをいつ何時要求されるのかわからないことをはっきりと告げられ、セルリナは戦慄した。

「そ、そんなあ」

　セルリナはがくりと肩を落とした。

「お前の生死に興味はないが、特にこの五年ほどはきな臭くなってる。まあ、せいぜい気を付けろ」

　突つき放はなすような言葉を残し、ライオットは去っていった。

（気をつけろって言われても……。これからどうしよう？）

　セルリナの不安な胸中を表すように、大おお粒つぶの雨が窓を強く叩き始めた。
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　翌朝。

　セルリナは寝ねぼけ眼まなこをこすりながら、ベルンの繁はん華か街がいを訪おとずれていた。

　昨晩は衝しよう撃げき的てきな出来事が色々あり過ぎた上、夜間は雷らい雨うが続き、ろくに眠ねむれなかった。

　だが、だからといって教会内にこもっているのも落ち着かない。

　教会のお使いがてら商店街を見て回っている中、真っ先にセルリナが食いついたのが、十じゆう字じ架かをモチーフにしたアクセサリから、悪あく魔まが嫌きらうというニンニクまで、多くの縁えん起ぎ物ものや魔ま除よけグッズを取とり扱あつかう、奇き抜ばつな出店だった。

　十字型の鞘さやを持つペーパーナイフや、部屋に貼はっていると運気が上がるという護ご符ふまで、熱心に物色する。

（こういうアイテムを揃そろえておけば、悪魔は部屋に入ってこないかも……！）

　悪魔と真っ向勝負する恐おそろしさは身をもって味わったが、とにもかくにも自室という聖域だけは守りたい。

（そうでもしなきゃ、せっかく好き勝手できるっていうのに、読書や飲食を楽しむどころか、落ち着いて眠ることもできない……！）

「これと、これと……これもください！」

　両手いっぱいに抱かかえた物品を、勘かん定じよう台だいの上にどんと置くと、六十代くらいの店主は驚おどろきながらもにこやかに応対してくれた。

「はいよ。修道女さん、やたら魔除けの品を買ってくれるけど、お使いか何かかい？　大変だねえ」

「え？　ま、まあね！」

　確かに、修道服に身を包み、どこからどう見ても修道女であるセルリナが、こういった品々を購こう入にゆうするとなると、祭事等で使うのかと思われても無理はないだろう。

（まさか、全部自分用とは言えないし）

　悪魔を恐れている修道女など、恰かつ好こうがつかない。

　内心苦く笑しようしながらも、店主の視線からついと目を逸そらしたセルリナは、周囲にも同様の魔除け商品を取り扱った店がいくつかあることに気が付いた。

「……この商店街は、こういう魔除け物が充じゆう実じつしてるのね」

　代金を払はらいながらそう呟つぶやいたセルリナに、店主がそれを勘定しながら頷うなずいた。

「そりゃあまあね。最近色々物ぶつ騒そうだからねえ」

「えっ？」

（それって、神父様が言っていた……）

「えーっとそれはもしかして、悪魔が出る……ってやつ？」

　セルリナがおそるおそる尋たずねると、店主はぷっと噴ふき出だした。

「ん？　ははは、修道女さんも人が悪いねえ。ルミナス神のお膝ひざ元もとで、悪魔なんかが出るわけがないじゃないか」

「えっ？　あっ、そ、そうよね！　勿もち論ろん、冗じよう談だんよ！　あははは……」

　慌あわてて誤ご魔ま化かしたセルリナに、店長は小さく肩かたをすくめて言った。

「……って、まあ、悪魔なんか居るはずはないんだけどね。あれだけ色んなことがあっちゃあ、そう思う人が増えるのも仕方がないよな。お陰かげでこういった商売が成り立つわけだがね。特に昨日みたいな、夜になって天候が荒あれた日は怖こわいよな」

「え？　それはどういう……」

「おっと、悪いね。次のお客さんだ」

　セルリナが聞き返そうとしたが、店主は次にやって来た客の方へと顔を向けてしまった。

（これ以上、深く聞ける雰ふん囲い気きじゃなさそうね）

　買い物が終わっているのに、店の前に長居するのも迷めい惑わくだろう。そう判断して、買った品々を抱え、店を後にするべく振ふり返かえった、次の瞬しゆん間かん。

「わっ！」

　視界の悪さも相まって、ちょうど商店街を歩いていた人物と盛せい大だいにぶつかってしまった。

　購入した品々が道路を転がっていく中、セルリナは目の前の人物に慌てて頭を下げた。

「ご、ごめんなさい！　私ったら……」

　すると、ぶつかった相手──黒いスーツに身を包んだ理知的な雰囲気を持つ白はく髪はつの初老の紳しん士しはにこりと微笑ほほえんだ。

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶですよ。お嬢じようさんこそ、お怪け我がはありませんでしたか？」

　こちらを気き遣づかってくれた上、躊ちゆう躇ちよすることなく道路に膝を突き、転がった購入品を手て際ぎわよく拾い集めてくれる。

　その柔やわらかな物もの腰ごしと、この小さな町では珍めずらしい洗練された身のこなしに驚きながらも、セルリナはハッと我われに返った。

「私は大丈夫です！　……って、ああっ、拾ってもらっちゃってすいません！」

「いえいえ、お怪我がないならば何よりです」

　優やさしく微笑みかけてくれた紳士の穏おだやかな態度に、セルリナは安あん堵どの息を漏もらした。

　──が、

「これは……また、変わったお買い物ですね」

　拾い集めた物をセルリナに渡わたしながら、男性はその品揃えに目を丸くしていた。

　それに気付いて、セルリナは恥はずかしくなって俯うつむいた。

「こ、これは、その……皆みなさんにお配りしようと……」

　口くち籠ごもっていると、男性はセルリナの恰好を見て、納なつ得とくしたように頷いた。

「修道女さんなのですね。確かに最近この町で起きている事件には、不安に思う者も多いでしょうからね……」

「事件？」

　予想外の単語に目を丸くしたセルリナに、男性もまた意外そうな目を向ける。

「おや、ご存じないのですか？」

「え、ええ、そうなんです。最近この町の教会に赴ふ任にんしてきたばかりで……」

「ああ、そういうことでしたか」

　うんうんと優しく頷いてくれる男性の穏やかな態度に、親しみやすさを覚える。

（この人なら話しやすいかも）

　ならば……と、セルリナは意を決して質問を投げかけてみた。

「えっと、もし宜よろしければ、詳くわしく教えていただいてもいいですか？」

「それは……」

　男性はしばし逡しゆん巡じゆんするも、再び口を開いた。

「実は……この町に来たばかりの貴女あなたを不安にさせてしまうかもしれませんが、ここ数年、激しい雷雨の夜に、街で年とし頃ごろの美しい女性が攫さらわれ、その遺体が発見される──という事件が時々起きているのです」

「……え？　誘ゆう拐かい殺人事件ですか？」

「それが……その遺体の周囲に、悪魔が残したとしか考えられない痕こん跡せきがあるために、人々は『悪魔による所業だ』と恐れているのですよ」

「ひ、ひい！」

　まさかそんな物騒な事件が起きていたなんて、初耳だ。

（きっとこれが神父様の言っていた、『きな臭くさい』ことの正体ね）

　思わず真顔になって息を飲んだセルリナを励はげますように、男性が再び笑え顔がおを見せた。

「心配はありませんよ。ルミナス神にちゃんとお祈いのりしていれば、神様が護まもってくださるでしょうから。被ひ害がいにあった女性たちは、夜遊びをするような方が多かったとの噂うわさもありますし」

「えっ？　ま、まあ……そ、そうですねえ。あはは……」

　まさに昨晩、実際に悪魔を見たとも言えず、ただひたすらに愛あい想そ笑わらいを浮うかべるしかなかった。

　するとその時──

「アンドレイ。何をしているの？」

　大通りの方から声がかかった。

　セルリナが声の方向を振り返ると、そこには、見覚えのある女性が護衛らしき男を連れて立っていた。

　豊かな黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的てきなその女性は、鮮あざやかな色合いのドレスや豪ごう華かな装そう飾しよく品ひんで飾かざり立たてた優ゆう雅がな装よそおいだ。

　長い睫まつげに縁ふちどられた艶あでやかな瞳ひとみを、セルリナの隣となりに立つ男性へと向けると、ため息をついた。

「アンドレイ、探しましたわよ。買い物はもう終わって？」

「これはこれは、ジュリアお嬢様。お待たせしてしまい、申し訳ございません」

　アンドレイという名であるらしい男性は、右手を胸に当て、女性に深々と頭を下げた。

（ジュリア……って、そうそう、そんな名前だった。教会の礼拝の時に来ていた人よね）

　ドレスの様相は違ちがえど、印象に残るこの女性を忘れるはずもない。この町の領主だという、ジュリア・ハートレットだ。

　庶しよ民みん的てきな町中で一ひと際きわ存在感を放つジュリアはどうしても人目を惹ひく。

　セルリナも思わずまじまじと見ていると、視線に気づいたジュリアが話しかけて来た。

「あら、貴女は確か……神父様のところに新しくいらっしゃった修道女さんですわね」

「……は、はいっ」

　若じやつ干かんしどろもどろになりながら頷いたセルリナに、ジュリアはくすりと微笑んだ。

「そんなに緊きん張ちようしなくてもいいですわ。それより……アンドレイと何か話をしていたようですけれど？」

　不思議そうにジュリアはアンドレイとセルリナを見比べた。

「あ、アンドレイさんは、さっき、たまたま私がぶつかっちゃって……。私、この町に来たばかりなので、色々と教えていただいてたんです。悪魔の仕し業わざだって言われてる事件が起こっているとか……」

　赴任してきたばかりの修道女と自らの部下が会話していれば、不ふ審しんにも思うだろう。アンドレイの名めい誉よのためにも、セルリナは慌てて弁明した。
















　すると、ジュリアはそれにはっとしたように目を見開いた。

　だが、すぐに美しい眉まゆ根ねに皺しわを寄せて、痛ましげに目を伏ふせた。

「そう……事件について……。情けないことですが、痛ましい出来事が起きているのは事実。自警団に調べさせていますが、事態は芳かんばしくなく、貴女にも心配をかけてしまったようですわね」

　実際に悪魔が事件を起こしている可能性も十分にあるわけだが、そんなことをジュリアに言うわけにもいかない。

　セルリナは慌てて取とり繕つくろった。

「心配なんてそんな！　確かに、怖いですけど……でも、この町に赴任したからには、私でもお役に立てることを精いっぱい頑がん張ばりたいと思います」

　そんな思ってもいないことを力いっぱい答えたセルリナに、ジュリアは表情を和やわらげた。

「ふふ。勇ましいこと。でも……勇気と愚おろかさは紙かみ一ひと重え。あまり出しゃばると身を滅ほろぼしますわよ？　特に、悪魔はあなたのような可か愛わいらしい娘むすめさんが大好物ですもの」

　その瞬間、ジュリアの瞳が怪あやしく光ったような気がして、セルリナは一いつ瞬しゆん「え？」と目と耳を疑った。

　だが、ジュリアは何事もなかったかのように破顔して言った。

「なんでもありませんわ。修道女さんのお気持ちだけはいただいて、後は我わが自警団に任せてくだされば結構ですわ」

「は、はあ……」

　なんだか釈しやく然ぜんとしないが、それ以上問いただすのはやめた。

　ジュリアもこれ以上話すつもりはないのだろう。

「それでは、失礼しますわ。クライン神父様によろしくお伝えください」

　アンドレイを促うながすと、ジュリアは優雅な足取りで歩き出した。

（何だか、物もの凄すごく怖いことを言われたような……）

　ジュリア一行の後ろ姿をぼんやりと見守りながらも、内心もやもやとしてしまう。

　するとそんなセルリナの気持ちに気付いたのか、アンドレイが申し訳なさそうに声をかけて来た。

「あまりお気になさりませぬよう。……ですが、夜道にはくれぐれも気を付けて。それでは失礼いたします」

　アンドレイは丁てい寧ねいに一礼し、そのままジュリアの後を追うように歩き始めた。

　その場に残され、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていたセルリナに、背後の店の主あるじが声をかけてきた。

「あんた、大丈夫かい？」

「え？　ええ。大丈夫よ。凄い貫かん録ろくだったから、ちょっと驚いちゃって……」

「まあ、この町に来たばかりなら、驚くのは無理もないさ。ハートレット様はこの町で一番の金持ちにして権力者だからね。それなのにこうして時々街を視察ついでに、お金を落としていってくれるんだから、ありがたいもんだよ」

　笑みを浮かべる店主に、セルリナは感心したように頷いた。

「あんなに若い女性が領主って、凄いなあ……。街の人たちからも、敬うやまわれてるみたいだし」

　ルグランツに比べれば小さな領地であるとはいえ、女性の身で統治するのはさぞかし重荷であることだろう。

　ジュリアの一団が通ると、町の人々は自然に道を開け、尊敬の眼まな差ざしを送っているように見える。

　すると店長は、少し言いにくそうにして口を開いた。

「確かに若く見えるけど、ああ見えて、結構なお年としなはずなんだよ。先代領主が亡なくなられたのが四十年くらい前で、その時にはもう成人なさっていたはずだから……」

「えっ……そんなお年なの？」

　セルリナが目を丸くすると、店主はジュリアの脇わきへと視線を促した。

「ああ。確か、執しつ事じのアンドレイさんと同じ位なはずだよ」

「ええええ!?」

　アンドレイは、六十代か七十代くらいの年ねん齢れいに見えた。

　一方のジュリアは、しっかりと化け粧しようをしていてわかりにくいが、三十代くらいだとばかり思っていた。

「ほ、本当にあの執事さんと同い年なの？　とても、そうは見えない……！」

「そうだろう？　本当に見習いたいよ」

　驚くのは最もだと言わんばかりに頷きながらも、店主は自分の街の領主を誇ほこらし気に語った。

「まあでも、こうして町を視察に出てこられるようになられたのも、ここ数年なんだけどね。それまではあまりお姿を見かけたことがなかったから、病弱だと噂されていたんだよ。体調がよくなられてからの政務に関するご活かつ躍やくぶりは目を見張るものがあるし、何よりだよ」

「そうなんだ……！」

（美容と健康に対する意識が高いのかしら……。何という女子力……！　凄すぎる！）

　長年この地方を女手一つで治めて来たという経歴だけでなく、その人並みならぬ風ふう貌ぼうもまた、町の人々から称しよう賛さんされ羨せん望ぼうの眼差しを向けられる一因なのかもしれない。

　セルリナは、ジュリアたちが去っていった方角を見つめ、感かん嘆たんのため息を漏らした。

　──その時だった。

「大変だ！　新しい犠ぎ牲せい者しやが出たぞ！」

　突とつ然ぜん聞こえた叫さけび声ごえに、セルリナはぎょっとして、声のした方を振り返った。

「またか……」と顔を曇くもらせた店長が駆かけ付つけてきた男に問いかけた。

「おい。今度は、どこで発見されたんだ……？」

「墓地の方だ。また若い娘だぞ」

「そういえば昨夜もひどく雷かみなりが鳴ってたな……。もしかして、また悪魔の仕業か？」

　情報を運んできた男を取り囲むように、次々と騒ざわめきが広がり、情報が伝わっていく。

（犠牲者……まさか、さっき話にあった事件の──？）

　きょろきょろと周囲を見渡すばかりのセルリナの前を、慌てて現場に駆け付けていく者や、恐きよう怖ふのあまり逃にげ去っていく者もいる。

　それまで明るい賑にぎやかさに包まれていた繁華街がにわかに緊張を帯び始めた。

（このままじゃ、訳わけの分からない間に事件に巻まき込こまれるかも。怖いけど……せめて何が起こってるのか確かく認にんしなきゃ）

　一瞬、先ほどのジュリアの忠告が脳のう裏りをよぎる。

　だが、セルリナは意を決し、人の群れに混ざるようにして事件現場へと走った。
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　セルリナが向かった先──町はずれの共同墓地には、町の人々が群がっていた。

（一体何が起こったの？）

　飛とび跳はねながら人ひと垣がきの向こうを覗のぞき込こむと、その中心で作業をしている人々の中に、見覚えのある顔を見つけた。

（あ……！　あれは、神父様！）

　何な故ぜここに、ライオットが居るのだろう。

　理由は判わからないが、神父が中に入ることができるなら、修道女が立ち入っても怒おこられないだろう。

「ちょ、ちょっとすいません！　関係者です！　中に入れてください！」

　必死に人だかりを搔かき分わけ、中心へと入っていく。

「神父様！」

　ようやく人の群れから抜ぬけ出だし声を上げたセルリナに、ライオットが振り返った。

「シスターセルリナ？　どうしてここへ」

　周囲に人がいるからだろう。ライオットが驚いたような表情を作る。

「うわぁっ！　気持ち悪い！」

　さんざんやりあい、嫌いやみを言われた後だ。本ほん性しようを知るセルリナは一瞬顔を引きつらせた。

　幸いにして周囲は、突然現れた修道女のことなど見向きもしない。

　だが、当のライオットはにこやかな笑顔は崩くずさず、

「……余計なことをしゃべったら、明日はないと思え」

　そんなことをどすの効いた低い声で囁ささやいてくる。

　美形男子のとんでもなく怖い凄みに、思わずこくこくと頷いてしまう。

「そ、そうだ！　神父様！　いったい何が起こったんですか？」

　慌てて本題を切り出すと、ライオットもそれ以上追つい及きゆうする気はないのだろう。

「またも痛ましい事件が起こってしまったのです」

　そっと目を伏せたライオットが指し示した方向に、セルリナは目を向けた。

　爆ばく風ふうを受けたかのようになぎ倒たおされた草木や墓石が並ぶ中心部──そこには、大きな黒い塊かたまりが置かれていた。

　いや、よく目を凝こらしてみると、それは、黒く焼やけ焦こげた人間のようだ。

「ひいっ」

　セルリナは思わず小さな叫びを上げた。

　焼け残った下半身の衣服から、その遺体が女性であることが判る。

　まるで蜘く蛛もが足を広げたような形状の亀き裂れつの中心で倒れ伏している。

「こ、この人……し、死んでる……んですよ、ね？」

「ええ。若い身空でお労いたわしいことです」

　無残な姿となった見知らぬ女性を見下ろしながら、震ふるえる声で絞しぼり出だすように言ったセルリナに、ライオットは眉根を寄せて首を振った。

「シスターセルリナ。顔色が悪いようですが……」

　ライオットがしらじらしく言葉をかけてくるが、それに対して文句を言うゆとりもないほどに、セルリナは動どう揺ようしていた。

「だ、大丈夫……です」

　とはいえ多くの人々の手前、胃からこみあげて来るものを吐はき出だすわけにもいかず、セルリナは数歩下がって遺体から目を逸らし、幾いく度どか深呼吸をして気持ちを落ち着ける。

「……し、神父様はどうしてここに？」

　青ざめながらも気を紛まぎらわせるようにそう問いかけると、ライオットは静かに頷いた。

「私は彼かの女じよの冥めい福ふくを祈るために呼ばれたのですよ」

「で、でも、何もしてなさそうですけど……」

　すぐそばに遺体がある。直視しなくても、そう意識するだけで背筋が寒くなる。

　何もしていないのならば、早く帰らないかとライオットを思わず引っ張りたくなる。

　だが、ライオットはそれに首を振った。

「今はまだ彼女の死因を調べているのです。彼かれが調べてくれているので、そろそろ判明するかと思いますが」

　確かに遺体のそばには状態を調べている若い男性の姿がある。

　ライオットの言葉に応えるかのように、その男性がちらりと顔を上げた。

　年はライオットよりも少し上くらいだろうか。

　白のブラウスに瀟しよう洒しやな柄がらのスカーフを巻き、細身のスラックスに身を包んだその体たい軀くは、屈かがんだ姿勢であってもすらりとした高身長であることがわかる。

　赤茶色の長い髪を後頭部でまとめ、眼鏡めがねをかけたその顔立ちは、耽たん美びという言葉が似合うほどに整っており、その目もとはレンズ越ごしながらもどこか艶なまめかしい印象さえ受ける。

（わ、凄く綺き麗れいな人……）

　男嫌いの拒きよ絶ぜつ反応が出なかったのは、女性と見み紛まがうばかりの美しさと、彼が纏まとう中性的な雰囲気のせいだろう。

　セルリナはこの場の状じよう況きようや気分が悪かったことさえ一瞬忘れ、ライオットとは異なる美しさを持った青年の姿に思わず息を吞のんだ。

「えっと、この人は……？」

　すると、ライオットは微笑んで男性を紹しよう介かいしてくれた。

「あちらはベアトリクス。数年前にこの町にいらっしゃったお医者様なのですよ。残念ながらこの町には他にお医者様がいらっしゃらなくて、検死も彼にお願いしているのです」

「お医者さんなんですか」

（こんな若い人なのに、この町で唯ゆい一いつのお医者さんだなんて、凄いなあ）

　そんな会話をしている間に、ベアトリクスという名の男性は立ち上がり、足についた土ぼこりを払いながら周囲の男たちに言った。

「一通りの検査は終わったわ。詳しく調べたいから、とりあえずあたしの診しん療りよう所じよへ運んでもらえるかしら？」

（んっ？　あ、あたし？　男の人……よね？）

　通りのいい低音の声だが、その口調はどこか女性的で、セルリナは僅わずかに首を傾かしげた。

　だがそんな疑問に考えを巡めぐらせている間にも、目の前では町の男たちによって遺体を運ぶ準備が着々と進められている。

　その様子を見守っているうちに、再び気分が悪くなってきた。

　どことなく青ざめているセルリナの様子に気付いたのか、ライオットが声をかけてきた。

「シスターセルリナ。私たちは今から診療所へ向かいますが、あなたは教会に帰っていただいてもよいのですよ？」

　心配そうな顔をしてこちらを覗き込んでくるが、『邪じや魔まだ。引っ込んでろ』というのが顔にありありと書いてある。

　あからさまなライオットの態度に、セルリナは口元を引きつらせた。

　悔くやしいが、気分が悪いのは事実だ。

（うう……。でもここで帰ったら、一体何が起きてるのかわからないままになっちゃう）

　何より、悪魔が出るかもしれない教会に一人で帰るなど、考えるだけでも怖い。

「い、いえ、一いつ緒しよに行きます。私も教会の関係者ですから……！」

　置いていかれてなるものかとばかりに身を乗り出すセルリナに、ライオットは困ったように息をつくと、「無理はなさらないでくださいね」とだけ言って、布にくるんだ遺体を運んでいく男たちと共に歩き始めた。

　セルリナも慌ててその一団の後ろを追いかけた。
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　ベアトリクスの診療所は共同墓地からそう遠くない場所にあった。

「じゃあ、後は任せたぜ。先生」

「葬そう儀ぎについては遺族からまた連れん絡らくが行くと思いますので、その際は神父様、宜しくお願いします」

　町の男たちは遺体を診しん察さつ台だいに移し、二人に深々と礼をすると立ち去って行った。

　残された三人でそれをにこやかに見送り、扉とびらを閉じた途と端たん──

「……っはぁ～。だるい」

　早々にライオットは懐ふところから煙草たばこを取り出すと火をつけ、待合室のソファにその身を投げ出した。

「あっ！　また、こんなところで……！」

（ベアトリクスさんが見ていたらどうするつもり!?）

　思わずどきりとしてベアトリクスが居る方へと視線を移す。──が、ベアトリクスはそんなライオットを見ても気にした様子はなく、それどころか笑顔さえ浮かべている。

「ちょっと、ライオットちゃん。相変わらずの変わり身ね？」

「ずっとあんなことやってられるか。だるい検死に付き合ってやったんだ。何か出せ」

「気の利きいたものはないけど、何か飲む？」

「酒」

「生憎あいにく、うちには消毒用のアルコールしか置いてないわ。ああ、でも、患かん者じやさんからもらった葡ぶ萄どう酒しゆがあったわね。ちょっと取ってくるわ……って、あら、この子誰だれ？」

　随ずい分ぶんと気安い会話を交かわす二人を前にして啞あ然ぜんとしていると、突とつ如じよ、ベアトリクスに覗き込まれ、セルリナはハッと我に返った。

「あっ、えっと……私、最近ライオット神父のところでお世話になってる、見習い修道女のセルリナと申します。決して怪しい者では……」

　その間にも、ベアトリクスはセルリナを上から下まで品定めをするように見てくる。

　艶めかしくも美しい顔立ちに見つめられていると、どうにもこうにも落ち着かない。

　そんなことを思っていたら、ベアトリクスは肩をすくめて鼻で笑いながら言った。

「あらぁ。これはまたちんちくりんな子が来たのね」

「ち、ちんちくりんんん!?」

　相手は男性でありながらも美女にさえ見えるほどの美しさだ。

　自分など比べ物にならないのかもしれないが、それにしても酷ひどい言われようだ。

（ガキって言われたり、ちんちくりん扱いされたり、この町に来てからろくなことがないわ……！）

　よりにもよってろくでもない人間ばかりに出会ってしまっているのかもしれないが……。

　だが、そんな内心の憤ふん慨がいを押おし殺ころし、セルリナはじろりと睨にらみつけた。

「そ、そういう貴方あなたこそ、何なんですか？　さっきから『ライオットちゃん』って……一体どんな関係なんです？」

　挑いどむようなセルリナを見て、ベアトリクスは少し目を丸くしたが、面おも白しろそうににんまりと口角を上げた。

「あら。あたしとライオットちゃんの関係を聞きたいの？　そうねぇ……大人のいい関係ってところかしら？」

「えっ……ええええっ!?」

　妖よう艶えんな微笑みを浮かべるベアトリクスを、セルリナは驚いて見上げた。

　顔をひきつらせて、背後に寝そべるライオットをくるりと振り返る。

「し、神父様……娼しよう館かんだけでは飽あき足たりず、こんな美形のお医者さんとまでいい関係になっちゃってたんですか!?　なんて節操のない……」

　とんでもない神父の生態に悲鳴にも近い声を上げると、ライオットが唸うなった。

「ベアトリクス。お前……命が惜おしくないらしいな」

「あらやだ。ライオットちゃん、そんなに怒らないでよ。軽い冗談じゃない」

「お前が言うと、冗談に聞こえないから言ってるんだ！」

　悪びれた様子もなくグラスを渡すベアトリクスの調子に巻き込まれるように、ライオットが怒ど声せいを上げた。
















　妙みように艶めかしい医師に、彼と親しいらしいライオット。

　よくよく考えれば、ライオットは素行不良な面を秘密にしているはずだが、ベアトリクスには隠かくしている様子がない。

　ますます二人の関係が分からず混乱していると、ベアトリクスが苦笑して「ごめんなさいね」とセルリナを手招いてくれた。

「改めて自己紹介するわ。あたしはベアトリクス。ライオットちゃんはこの通り血の気が多いし、よく怪我をしてくるから、なにかと懇こん意いにさせてもらってるのよ」

　裏表の激しいライオットが懇意にできる人間がいること自体がそもそも驚きだ。

　もっとも、ベアトリクスが物おじしない性格だからこそ成り立つのかもしれないが、ライオットが素す直なおに医者にかかるとも思えない。

「怪我ってことは……ベアトリクスさんは、ライオット神父のもう一つの仕事について知ってるんですか？」

　遠慮がちに問いかけると、ベアトリクスがちらりとライオットを見やった。

　すると余計なことを言わせないようにするためか、ライオット自ら口を開いた。

「三年ほど前だったか。悪魔に手ひどくやられたことがあってな。道みち端ばたで倒れていたら、たまたま通りかかったこいつに手当てされたのが運の尽きだ」

　葡萄酒をあおりながら憮ぶ然ぜんと言うライオットにベアトリクスが口を尖とがらせた。

「運の尽きって、ひどい言い草ね。結構深手だったから診療所に連れて帰って隅すみ々ずみまで検査しようと思って楽しみにしてたのに、ライオットちゃんったら、思ったよりも早く目を覚ましちゃったから、残念だったわぁ」

　くねくねと身をよじるベアトリクスに、セルリナは苦笑するしかない。

（このお医者さんと付き合うのも、なかなか大変そうね……）

　ライオットへの一いち抹まつの同情心が芽生える。

　セルリナからすれば、ベアトリクスが女性的であるおかげで、若い男性に対する嫌けん悪お感かんを抱いだかずに済んでいるわけだが。

　だが、こんなやり取りも慣れたものなのだろう。ライオットは、はぁと一つため息をついた。

「御ご託たくはそこまでにしておけ。……それより、検死してみてどうだった？」

　すると、ベアトリクスは口元に指を当てて少し考えるようにして言った。

「そうね。後で詳しく調べるけれど、今回も心停止ね。火傷やけどの具合を診みた感じだと、落らく雷らいの影えい響きようによるものだと思うわ。これまで起きた事件と同じ状じよう況きようね」

「となると、今回も悪魔の仕業というわけか」

「あ、悪魔!?　この事件って、町でも噂されてる通り、やっぱり悪魔関連なんですか!?」

　ここでまた、悪魔という単語が飛び出してくるとは思わなかった。

　否定してほしいと内心願うも、その願いはベアトリクスの次の一言で露つゆと消えた。

「もちろん遺体だけを見れば、ただの心臓麻ま痺ひだし、医師としては否定したいところよ。ただ、状況がそう結論付けさせてくれないの。何しろ、毎回遺体の周囲には、悪魔が描えがいたとしか思えない痕跡があるのよ」

「痕跡……？」

　先程は遺体を前に動揺していて、しっかり見てはいなかったが、どこか違い和わ感かんがあった気がする。

「地面に蜘蛛の形をした紋もん様ようができているのよ。自然現象による落雷なら、いつも同じ形状の亀裂が残るなんてありえない。だから、悪魔の仕業って言われてるってわけ」

「そんな……」

　ライオットからも反論がないということは、ベアトリクスと同じ意見なのだろう。

　セルリナは体を強こわ張ばらせた。

　聞けば聞くほど恐ろしい情報しか出てこない。

　啖たん呵かを切ってここに居ると宣言したものの、その気持ちが急速にしぼんでいきそうになる。

　思わず縋すがるようにちらりとライオットを見る。

　だが、ライオットは無情にもセルリナを一いち瞥べつして立ち上がると、短くなった煙草の火を置かれた灰皿で揉み消した。

「俺おれはそろそろ帰る。ベアトリクス。検査が終わったら教会に回してくれ」

「了りよう解かい。今夜中にはそっちに渡すことになると思うわ」

　ベアトリクスは処置に戻もどるべく、遺体の安置されている診察室へと消えていった。

　同じくライオットも診療所を出ていこうとするのを、セルリナは慌てて追いかけた。
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　ライオットの後ろをついて回るようにして教会へ帰ると、すでに日は落ち、あたりは暗くら闇やみに包まれていた。

　司祭館のランプに火を灯ともすと、部屋の中にほんのりと明るさが戻ったが、セルリナの心はざわついていた。

　約束通り、二人が教会に帰ってきた頃ころ合あいでベアトリクスが町の男と共にやってくると、教会の地下にある霊れい安あん室しつに遺体を安置していった。

　来なくてよいと言われたにもかかわらず、無理やりライオットについていった結果、遺体と再度顔を合わせることになり、セルリナはいよいよ落ち着かなくなってきた。

（うううううう……こんな状況で眠れるわけないし、どうしよう!?）

　悪魔が出たり、その被害者である遺体を見たり、こんなに色々あった中で自室に一人で戻れる気がしない。

　そんなセルリナの気持ちとは裏腹に、ライオットがさっさと自室へ引き籠もろうとするのを、セルリナは飛びつくように引き留めた。

「し、神父様ああああ！　ちょ、ちょっと待ってくださいいい！」

　司祭服の袖そでの端はしを強くつかむと、ライオットは嫌そうな顔をして振り向いた。

「お前……さっきからずっと後ろをついて回って、なんなんだ。うっとうしい。さっさと寝ろ！」

　そう頭ごなしに怒ど鳴なられるが、セルリナは必死の形相で首を横に振った。

「そ、そんなの無理ですよおおおお……このままじゃ、眠れないですよ！　また悪魔に襲おそわれるじゃないですか！　私の安あん眠みんを返してください！」

「なら、出て行けと言ってるだろう」

「出て行っても帰る場所がないからこそ、ここに居るんじゃないですか！」

「お前は孤こ児じか？　いや、それでも自分で何とかできる年齢だろう」

「両親はいます！　でも帰れないんです！」

「知るか！　親がいるならとっとと帰れ！　どうしてここにこだわるんだ」

　逆にどうしてそんなに追い出そうとするんだと言ってやりたくなる。

　だが、それをこらえて、やぶれかぶれになりながらもセルリナは言い放った。

「好きでもない人と結けつ婚こんするのが嫌で、家出同然で修道女になったのに、今いま更さらおめおめ帰れるわけないじゃないですか！」

　そう告げたセルリナの言葉に、ライオットは一瞬ぽかんとした表情でセルリナを見つめてきた。

「……は？　寝ね言ごとでも言ってるのか」

　この男でもこんな表情をするのかと思うと同時に、破は天てん荒こうなライオットですら両親と同じ考えなのかと若干落らく胆たんする。

　セルリナはため息を落として言った。

「そんなわけないでしょう！　神父様にはわからないでしょうね。毎日毎日、親と顔を合わせるたびに結婚はまだかって言われたり、見知らぬ男の人の絵姿を押し付けられたり、旦だん那な様に寄より掛かかって安心安あん泰たいな暮らしをすれば人生全てうまくいく……みたいなことを言われたり。やりたいことをやるなんて子供の我わが儘ままだ。男の人に尽くすのが幸せだ。……とか言われる生活なんて」

　つらつらと挙げていけばきりがない。

「そりゃあ、私の趣しゆ味みは読書だったり、昼ひる寝ねだったり、美お味いしいものを食べることだったり……人によっては子供っぽいとか、ただ怠なまけてるだけみたいに見えるかもしれないですけど、それでも私にとっては大切な趣味なんです！　それを捨てなきゃいけない人生なんて、嫌なんです！　だから……家に帰って、親に言われるままに誰かの嫁よめになるなんて、断固としてお断りなんです！」

　次し第だいに表情がげんなりとしていくライオットに、セルリナは鼻息荒く言い放った。

「それに……神父様はもうお気付きでしょうけど、私……男性が苦手なんです。だからこそ、基本的には女性ばかりの職場環かん境きようで、異性交遊も禁止という修道女は、私にぴったりなんです」

「ふん。ろくに男を知りもしないガキが、一丁前に男嫌いを語るとはな」

　ライオットは肩をすくめたが、セルリナは負けじと言葉を続けた。

「お言葉ですが、さっきも言った通り、度たび重かさなるお見合いの中で、それはもう色んな男性と出会ってきましたよ。神父様よりはずっと、個性的な男性を知っているつもりです。男性経験なんてくそくらえって思うくらいには！」

「男嫌いの割には、俺やベアトリクスとは普ふ通つうに話しているようだが？」

「神父様は私のことをまったく女扱いしてないでしょう？　だから、こちらも神父様を男扱いしないことにしたんです。そうすれば、怯おびえることなく正々堂々反論することもできますし……。ベアトリクスさんは……何と言うか、むしろ同性のような安心感があります」

「……なるほどな」

　ライオットは煙草に火をつけると、深く吸すい込こみ、煙けむりを吐き出しながら言った。

「お前の帰れない理由は理解した」

　セルリナは驚いて目を見開いた。

（理解してくれた……!?）

　両親はセルリナが修道院に入った真の理由を、最後まで理解してくれることはないだろう。

（でも、まさかこの偏へん屈くつそうな神父様が理解してくれるなんて……）

　結婚がすべての女性における最善の道であると信じてやまない両親の想おもいは、破天荒な生活を送るライオットにとっても受け入れがたいものなのかもしれない。

　他者に縛しばられない自由な生き方を好むという意味では、自分もライオットも、考え方が近いのでは──？　そう思い、「なら……」と切り出そうとした。

　しかし、その言葉を発する前に、ライオットが口を開いた。

「……だが、ならなおさら自分のことは自分でなんとかしろ」

　堂どう々どう巡めぐりになる話に、セルリナは思わず「このわからずや！」と地じ団だん太だを踏ふみたくなった。

「それができたら苦労しません！　そもそも、どうして神父様は祓魔師エクソシストなのに、事件の犯人だっていう悪魔を追わないんですか？　悪魔を退治してこその祓魔師でしょう？」

　思わず非難めいた口調になってしまうと、ライオットが明らかに不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「どうして俺が慈じ善ぜん事業をしてやらなきゃならないんだ」

「だって、祓魔師って、教会に所属してるんでしょう？　神に仇あだなす悪魔から人々を守るとか、そういう役目があるんじゃないですか？」

　だが、その訴うつたえは無残にも鼻で笑われて吹ふき飛とんだ。

「教会の祓魔師ならな。だが、俺は教会の司祭ではあっても、祓魔師としてははぐれ者だからな。教会は俺が祓魔師であることを知らないし、伝えるつもりもない。祓魔師稼か業ぎようにおける教会の認にん可かも庇ひ護ごもないが、その分、お前たちを助ける義務もない」

「無認可の祓魔師？　それって……もし私が教会にこのことをばらせば、神父様は捕つかまるってことですか？」

「さあどうだろうな。だがその場合は、お前が無事でいられる保障はないがな」

　さらりと怖いことを言うライオットに、セルリナは息を飲む。

「……わかりました。そのことは黙だまっておきます。でも、悪魔が出たってことは上層部に訴えてもいいんですよね？　そうすれば、教会所属の祓魔師が退治しに来てくれるってことでしょう？」

「祓魔師の存在は、教会でも一部──教皇直ちよつ轄かつの人間しか知らないことだ。こんな辺境まで飛ばされてきたような下したっ端ぱのお前が訴えたところで、上層部が聞き入れるとは思えんがな。せいぜい、逃げ出すための口実を叫んでると思われるだけだろうな」

「うう……」

　八はつ方ぽう塞ふさがりになり、ぎりりと唇くちびるを嚙かんで睨みつけるが、ライオットは肩をすくめて受け流す。

「俺は事実を述べているまでだ。ああ、言い忘れていたが、昨日悪魔を倒した分もタダじゃないからな」

　たった今思い出したかのように手を打って微笑む神父に、セルリナはあんぐりと口を開けた。

「なっ……あれもですか!?」

「当然だろう」

「もしあそこで私が助けを呼ばなかったら、どうするつもりだったんですか？」

「己おのれの力を過信し、突つっ走ぱしったお前はそこまでの命だったということだ」

　ライオットは肩をすくめて、煙草をふかしている。

（神父のくせに、なんて冷れい酷こく非道！）

　セルリナは気分が悪くなりながらも、ライオットを睨みつけた。

「目の前で人が死んでも、気にしないってことですか？　今回の事件だって、神父様にとっては、顔見知りの人が被害者になる可能性だってあるんですよ!?」

　何故この男は動こうとしないのか。あまりに非情な態度に、神経を疑いたくなる。

　不信感をあらわにするセルリナを、ライオットは静かに見下ろして言った。

「だからなんだ？　それに見合うだけの見返りもないのに、助ける必要がどこにある？」

「み、見返りって……た、たとえば、『ありがとう』っていう感謝の気持ちとか？」

「軽いな。お前の命は言葉一つで十分なのか」

　そう言われると、確かにそんな言葉だけで命を捨てる自信はない。

「それなら……名誉とか、名声とか……」

「ばかばかしい。誰がいるかそんなもの」

　もっともだ。

（私だって、そんなものはいらないけど……）

　形ではない、大切なものがあるような気がする。だけど、いい言葉が浮かばない。

「不満なら、お前が命を賭として助けてやればいいだろう」

「ええええっ!?」

　とんでもないことを言い出したライオットに、セルリナは絶ぜつ叫きようした。

　ライオットはそんなセルリナの反応を見て、冷めた笑いを漏らした。

「……ほらみろ。お前の今の反応が答えだ」

「あ……」

　セルリナは口を押さえた。

「俺の命はそんなに安くない。その見返りを求めて何が悪い」

　その瞬間、ライオットの主張を理解し、セルリナは絶句した。

　ライオットの言うことは、確かにその通りなのだ。

　祓魔師としての力を持っているとはいえ、悪魔と戦うことは命がけだろう。

　ベアトリクスも、『深手を負っていたところを見つけた』と言っていた。

　今までだって幾度となく、その命を懸かけた仕事をしてきたのだろう。

　命の重みを知るからこそ、どれだけ非情になろうとも、その命を安やす請うけ合あいで投げ出すことはしないのではないか。

（私の言ってたことって、みんなのために死んで──って、そういうことなんだ）

　一方的な要求をしていたことに気付き、今更ながらセルリナは自らを恥じた。

　確かに、無茶な要求をしていたことは理解した。

（でも……だからって、こんな状況のままでいいわけない……。悪魔を倒せる誰かが解決しない限り被害者は増える一方だし、私だってこのまま恐怖におびえながら過ごすなんてごめんよ！）

　──じゃあ、どうしたらいいのだろう。

　自分で悪魔を退治することができないのは痛感した。だが、逃げ帰るのは論外だ。

（神父様と違って何の力もない私に、できることなんて……）

　肩を落としかけた、その時。セルリナの頭で何かがひらめいた。

「神父様！」

「何だ。やっと帰る算段でも付いたか？」

　煙草をふかしていたライオットが笑う。

　セルリナはそれにゆっくりと首を振った。

「神父様は相応の見返り──つまりちゃんとお金を払ったら、祓魔師としての仕事をしてくれるんですよね？」

「まあ、そういうことだな」

「なら……」

　セルリナは真っすぐにライオットを見つめて言った。




「神父様。私に、雇やとわれてください」




「なん……だと？」

　ライオットの手にする煙草から、灰がぽとりと床ゆかに落ちた。

　だがそんなライオットをよそに、セルリナは言葉を続ける。

「依い頼らい内容は、『今回の事件の犯人である悪魔を撃げき退たいすること』です！」

（私ったら、どうしてこんな単純なことが思おもい浮うかばなかったんだろう！）

　ライオットは言っていたではないか。『ただ働きはしない』と。

　それならば、いっそセルリナが雇ってしまえばいいのだ。

　セルリナは自らを奮ふるい立たたせ、胸を張って言いつのった。

「タダじゃないんですから、駄だ目めとは言わせません」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、ライオットはため息とともに口を開いた。

「『撃退』──つまり、追い払うということでいいんだな？　もし『退治』を望む場合は、報ほう酬しゆうは十倍近く増えることになるが」

「うっ。十倍になるのは困るので……追い払う方でお願いします。とりあえず、悪魔がこの近辺からいなくなれば、安全に過ごせるわけですし」

「報酬はどう工面するつもりだ。前金はどうする？」

「それは……その……ツケ……で」

　徐じよ々じよに声が小さくなるセルリナを、ライオットは鼻で笑ってくる。

　お前の覚かく悟ごは所しよ詮せんその程度かと笑われているようで、若干情けない気もするが、財さい布ふの中身が心もとないのは事実だ。

　とはいえ、セルリナだって完全に無計画というわけではない。

（悪魔がらみの事件を見事解決すれば、ルミナス聖教への信しん頼らいは高まるから、この教会へのお布ふ施せも増える。もしかしたら、領主のジュリアさんから感謝されて、お金の工面をしてもらえるかもしれない。それに、解決したのが私のおかげってことになったら、聖女とか言われて有名になっちゃったり？　そうなったら自伝とかを出版して、大おお儲もうけできるかも！）

　もちろん、あくまで無む謀ぼうな計画でしかないわけだが、これは揺ゆれていたセルリナの心を後あと押おししてくれた。

　後に引くどころか、目を輝かがやかせ始めたセルリナを見て、ライオットはため息をつくと静かに言った。

「ツケ……な。俺は高いぞ」

「ちなみに、おいくらくらいなんですか？」

「前金で金貨十枚。その先は仕事内容次第で加算していく形になる」

「う……金貨、十枚……」

（金貨一枚あたり、銀貨百枚分だから、つまり銀貨千枚分……。だいたい一時間働いた時の時給が銀貨一枚……てことは、千時間分!?　造花の内職に換かん算さんすると何本分になるの!?）

　咄とつ嗟さに頭の中であれやこれやと計算を巡らせてしまったが、ここまで話を進めて、今更引き下がるわけにはいかない。

「わ、わかりました。人一人の命です。安くないことは理解していますから」

　それにライオットは少し目を見開くと、にやりと笑った。

「よくわかってるようだな」

「それじゃあ……！」

「ああ。雇われてやる。報酬は本来なら半分前まえ払ばらいだが、成功報酬にしておいてやる」

　セルリナはぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

（やった！）

　これで、何とかこの町でやっていけそうだ。そう安堵し、満を持してセルリナは言った。

「なら、さしあたって、先まずは──私が眠れるまで、扉の前で見張っていてください！」

「……は？」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出したセルリナに、さすがのライオットも啞然と口を開けた。

「何を言い出すかと思えば、ふざけたことを……」

　だがセルリナは、真しん剣けんな眼差しでライオットに詰つめ寄よった。

「ふざけてません！　大おお真ま面じ目めです！　本当は嫌ですけど、安眠のためには苦く渋じゆうの決断なんです！」

「お前……寝ている間に何かされたらとか、そういうのは考えないのか？」

「だって神父様、私のことガキ扱いしてたじゃないですか。ガキ相手に手を出そうとも思わないでしょう？」

　セルリナが本気であることが伝わったのか、それとも説とき伏ふせるのが面めん倒どうになったのかは不明だが、ライオットは観念したかのように舌打ちした。

「……ちっ。面倒くさい奴やつだ。お前の部屋でしばらく見張っててやるから、早く寝ろ！」

　渋々ながらも承諾を得られたことに、セルリナは表情をぱあっと明るくした。

「えっ！　本当ですか!?　やったあ！　あ……じゃあ、寝る前にちょーっとだけ本を読みたいんですけど、その間も待っててもらえます？」

　少しばかり調子に乗ってみたが、それに対してライオットはにっこりと美しい笑えみを浮かべた。

「……俺がいつまでも笑っていると思うなよ？」

「うっ……。は、はーい……」

　その笑みに込められた凄みに恐怖を覚えて、セルリナは顔を引きつらせた。

　ライオットの気が変わらないうちに──と、セルリナはそそくさと自室へと向かった。
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　爽さわやかな朝の日の光と共に、セルリナは目を覚ました。

「ふぁー……よく寝ねた！」

　身を起こし、大きな口を開けてあくびしながら、両手を大きく広げて背筋を伸のばす。

　昨日の寝ね不ぶ足そくを補うように熟じゆく睡すいすることができて、僅わずかに残る眠ねむ気けさえも心地ここち好よい。

　だが、眠ねむりの余よ韻いんを味わうようにぼんやりと窓の外を見つめているうちに、昨晩の出来事が少しずつ蘇よみがえって来た。

（そういえば昨日は、寝付くまで神父様に部屋に居てもらったんだった）

　扉とびらの前に立っていたはずのライオットの姿はすでにない。セルリナが寝入ったのを確かく認にんして、出て行ったのだろう。

　彼かれのお陰かげで安心して眠れたことに感謝しながらも、はたと気付く。

（……よくよく考えれば、物もの凄すごく大だい胆たんな行動をとっちゃった気がする）

　相手は神に仕える身でありながら、平然と娼しよう館かんに通っているような不良神父だ。

　鍵かぎもかけずに無防備な寝ね姿すがたを晒さらすなど、冷静に考えてみれば正気の沙さ汰たとは思えない。

（まあ、そもそもガキ扱あつかいされてるし、何かあるはずもないか……）

　安心はするものの、同時に自分が子供っぽいことを認めているようで、どこか悶もん々もんとする。

（って、私ってば何を悔くやしがってるのよ！　お互たがいに興味がないんだから、ちょうどよかったじゃない！）

　ぶんぶんと首を左右に振ふり、頭の中に浮うかんだ考えを搔かき消けす。

（でもまあ、雇やとった勢いで頼たのんだとはいえ、仮にも上司なわけだし……。何となく、顔を合わせにくいなあ）

　だが、自分の身体は正直だ。

　お腹なかがぎゅるぎゅる……と大きな音を立てて空腹を知らせて来る。

「……お腹減った……。朝ごはん……！」

　どんなに気まずかろうが、部屋に引き籠こもりたい気分だろうが、食欲には勝てない。

　セルリナは寝しん台だいから立ち上がった。







　身だしなみを整えておそるおそる食堂を覗のぞき込こむと、すでにライオットが食しよく卓たくについていた。

　意外にも早起きな彼の生態に驚おどろきながらも、顔を合わせざるをえない不運に内心でため息をつく。

　だが、そんな憂ゆう鬱うつな気分は、料理が放ついい香かおりによって一いつ瞬しゆんにして打ち消された。

（すごくいい匂におい！）

　気まずさはどこへやら。セルリナは勢いよく食堂に入った。

「神父様！　お腹が空すきました！　……じゃなくて、お、おはようございます」

　挨あい拶さつよりも先に口から出てしまった本音に、セルリナは「しまった！」と後こう悔かいしながらも、愛あい想そ笑わらいで取とり繕つくろう。

　だが、振り返ったライオットから向けられたのは、セルリナの予想通り、冷ややかな軽けい蔑べつの眼まな差ざしだ。

（うーん……相変わらず手厳しい）

　苦く笑しようしながらも食卓の上を見ると、ふっくらと焼けた丸パンに、まだ湯気の立つとうもろこしのスープ。皿の上には形のよい目玉焼きやカリカリに焼けたベーコンに、トマトやキノコの蒸むし焼やきが添そえられ、彩いろどりも抜ばつ群ぐんの食事がライオットの前に並んでいる。

（嫌いやな面もあるけど、こんな立派な朝食を作ってくれるなんて、いいところあるじゃない）

「朝食の準備をしてくださったんですね」

　にこやかに笑いかけたセルリナに、ライオットは馬ば鹿かにしたような笑いを浮かべた。

「お前の分なんぞ、作ってるわけないだろう。自分の食事くらい自分で作れ」

「ええっ……そんなぁ。一人分も二人分も一いつ緒しよじゃないですか」

　ばっさりと期待を裏切られ、セルリナはがくりと肩かたを落とした。

（前言撤てつ回かい。そんな甘あまい人じゃなかった。……仕方ない。自分で作ろう）

　しぶしぶながら袖をまくり、食堂内に備え付けられた調理台へと向かう。

　──が、数分後。

　ライオットの食事に対たい抗こうしようと見み栄えを張ったのがまずかったらしい。

　セルリナが腕を奮ふるった結果、調理場は惨さん憺たんたる有あり様さまとなってしまった。

　不注意で落とし、床ゆかに無残に砕くだけ散ちった卵たまごの殻から。フライパンの上では、卵とベーコンであったはずのものが黒い塊かたまりと化してこびりついている。竈かまどの余熱で温めなおすだけだったはずのパンは黒ずみ、焦こげ臭くさい匂いしかしない。

　結果として食べられそうなものが何一つでき上がっていない現状に、セルリナはただ愕がく然ぜんとして、その場に立たち尽つくしていた。

「……お前……一体どうやったらそういうことになるんだ……？」

　背後から、ライオットの呆あきれた声がかかる。激しい騒そう音おんと異い臭しゆうをまき散らしながらのセルリナの料理工程に、さすがのライオットも無視できなかったのだろう。

「うう……。よく考えたら、まともに料理とか、したことがなかったんですもん……」

　途と方ほうに暮れたように涙なみだ目めでそう訴うつたえかけたセルリナに、仏ぶつ頂ちよう面づらのままライオットが大きなため息をついた。

「……どいてろ。俺おれが作る」

「……え？」

　予想外の提案に目を丸くすると、ライオットは面めん倒どう臭くさそうに言った。

「これ以上調理場を荒あらすなと言っている。お前はその間、汚よごした床と調理台を掃そう除じしてろ」

　そう言うが早いか、ライオットは材料を取り出すと、手て際ぎわよく朝食を作り始めた。

　セルリナが床掃除を終える頃ころには、食卓にはライオットが先ほどまで食べていたものと同じ彩り豊かな朝食が並べられていた。

「す、すごい……」

「こんなもの料理のうちにも入らん。さっさと食べろ」

「は、はい！　いただきまーす！」

　瞳ひとみを輝かがやかせながら席につき、早口で食前の祈いのりを唱えると、セルリナは意い気き揚よう々ようと食事へと手を付けた。

　大きな口を開けて、温めなおされた丸パンにバターをたっぷり塗ぬってかぶりつく。

　ふんわりと焼けたパンの甘さに、とろりと溶とけたバターの芳ほう醇じゆんな味わいが重なり、セルリナの口の中に幸せが広がっていく。

「……お、美お味いしいっ！　このパン、どこで買ってきたんですか？」

「うちの竈で焼いてる」

「神父様って、意外と料理得意なんですね……！」

「祓魔師エクソシストの修しゆ行ぎようで旅をしていた頃の炊すい事じ係は俺だったからな」

　セルリナは一瞬目を丸くした。

　煙草たばこをふかしながら書物に目を通しているライオットが、まともな反応をしてくれるとは思っていなかったのもあるが、それ以上に返ってきた答えが意外だった。

（昔……って、子供の頃のこと？　神父様は一体どんな子供だったんだろう。さぞかし小生意気な少年だったんだろうなあ。それに、修行……って、やっぱり厳しいのかな）

　気になることは盛りだくさんだが、それよりも、今のセルリナの脳内の大半を占しめているのは、目の前の美味な朝食だ。

「ああ、幸せ。朝からこんなご飯が食べられるなんて本当に最高！」

「そうか、それはよかったな」

　感かん極きわまってそう漏もらすセルリナに、ライオットがそっけなく言ってくる。

　そんなライオットにセルリナはちらりと視線を向けてぼやいた。

「これで物ぶつ騒そうな事件がなければ、もっと美味しく食べられるのに……」

　だが、それに対する返事はなく、セルリナは少しむっとして続けた。

「神父様。契けい約やくしたんですから、できるだけ早く解決してくださいよ？　私だってか弱い乙女おとめですから、いつ悪あく魔まに狙ねらわれるかわからないわけですし……。美味しいご飯だって心安らかな方が、じっくり味わって食べられると思うんですよね」

　料理を頰ほお張ばりながら一人で話し続けるセルリナの言葉を、ライオットはまともに聞いてはいないようだった。

　──が、ふと、何かに気付いたかのように呟つぶやいた。

「か弱い乙女を悪魔は狙ってくる──か。……なるほど」

「神父様？」

　食事の手を止め、首を傾かしげたセルリナに、ライオットはにこやかな笑え顔がおを向けてきた。

「よし。お前、囮おとりになれ」

「ぶっ!!」

　突とつ然ぜんの提案に、思わず、口の中に残っていたパンを吹ふき出だしそうになる。

「お、お、囮!?　はあああっ!?　何おかしなことを言ってるんですか!?　そ、そんな危険なこと、できるわけないじゃないですか！」

「なあに、大したことじゃない。ちょっとそこらへんで突つっ立たってればいいだけの簡単な仕事だ」

　あっさりと言ってのけるライオットに、セルリナはぶんぶんと首を横に振った。

「何が『大したことじゃない』ですか！　もし本当に襲おそわれて食べられちゃったら、どうするんですか!?」

「俺が付いていて、そんなことさせるか馬鹿」

　自信ありげにそう言われて、セルリナは一瞬ひるんだ。

「で、でも、だからって、一番危険な状じよう況きようにみすみす足を突っ込むなんて、冗じよう談だんじゃないですよ！　悪魔が怖こわいからこそ引きこもっていたいのに！」

　そのために、ライオットに『契約』を持ちかけたというのに、これでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　身を乗り出して反論するセルリナに、ライオットはこれ見よがしに肩をすくめた。

「はぁ……残念だな。囮をやるなら、料金を多少は割り引いてやろうと思ったんだが……」

「……うっ……」

「それに、これはお前の望み通り、事件解決できる一番手っ取り早い方法だと思うんだが、まあ、雇い主がそう言うなら仕方ないな。何か別の方法を考えるか……」

　ライオットの口調には、どこかセルリナを揶や揄ゆするような響ひびきが込こめられている。

　確かに、おびき出すことができれば誰だれにも被ひ害がいを与あたえず事件が解決できるかもしれない。

　契約代金を割り引いてくれるというのも、一体どの程度の話なのかは不明だが、現時点で手持ちが少ないセルリナにとっては、願ってもない申し出だ。

「……本当に守ってくれるんですね？」

　不承不承、ちらりと上うわ目め遣づかいでライオットを見やった。すると──

「ああ。お前は俺が守る。契約者を死なせはしない」

　きっぱりと言い切り、こちらを正面から見つめてくるライオットに、セルリナの心は僅かに動いた。

　今までのライオットの行動を見てどこまで信用してもよいものか、不安は残る。

　だが、心もとない懐ふところ事情を考えると、今のセルリナがとるべき選せん択たく肢しは一つ。

「……………頑がん張ばらせて頂きます」

　セルリナの返事を受けて、ライオットは「決まりだな」と言って立ち上がった。

　そしておもむろに、窓の外の空を見上げて言った。

「この雲の具合だと、また今夜も荒れそうだな。悪魔が現れる条件に合うかも知れん。今日の夜に決行だ。準備しておけ」

　そのまま、ライオットは足早に立ち去っていった。

　食堂に一人残されたセルリナは朝食を再開したが、その手は先さき程ほどまでに比べて妙みように重かった。
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　教会から一時間ほど歩いた森の中。

　鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂しげり、沈しずみゆく夕ゆう陽ひの光も入ってこない。

　いや、今にも嵐あらしがやってきそうな暗雲が立ち込める重苦しい天候の中では、そもそも太陽の光など見えるわけもないのだが。

　ぎゃあぎゃあと鴉からすが騒さわぐ中、セルリナは森の中をうろうろと歩き回っていた。

　といっても、一人でいるわけではない。そばではライオットが地面に何かを描えがいたり、土を掘ほったりと忙いそがしそうだ。

（あああああ！　私ったら、何で引き受けちゃったんだろう。確かに悪魔は倒たおしてほしいけど、それにしたって我ながら何て安直なことを……）

　内心そんなことを思いながら、ひたすら祈りの文言を唱える。

　こんなに熱心に祈ったことは、生まれて初めてかもしれない。

　しばらくそうやって過ごしていると、ようやくライオットも作業が終わったらしい。

「よし、結界はこんなものだろう。天候も予想通りだな。悪魔が好む香こうも炊たいた。あとはお前につられて出てきた悪魔を封ふうじ込こめて殺やるだけだ」

　四方に銀製の楔くさびを打うち込こみ終わったライオットが手て袋ぶくろについた土を払はらい落おとすと、セルリナの元へやってきた。

（この人、ほんとに手慣れてるんだなあ）

　当然のことながら、祓魔師の仕事を見るのは初めてだ。

　物もの珍めずらしさもあってついつい眺ながめてしまったが、その手際のよさや眼差しを見ても、ライオットがこの仕事に真しん剣けんに取り組んでいるのがわかる。

（司祭の時は取り繕ってるからよくわからないけど、祓魔師はやりたくてやってる気がするのは気のせいかな？）

　それが意外だった。

「……神父様はどうして祓魔師稼か業ぎようをしてるんですか？　司祭としてだけでも十分に食べていけますよね？」

　準備がひと段落して煙草をふかし始めたライオットに、セルリナは疑問をぶつけた。

　ライオットは非常に優ゆう秀しゆうで、本来なら司教になれるほどの成績で神学校を卒業したと派は遣けん前にグレンダから聞いていた。

　正直なところ、そうは言っても所しよ詮せん辺境の神父だろうと侮あなどっていた。

　だが、性格はさておき仕事自体は非の打ち所がないということは、この三日だけでも十分よく分かった。

　それゆえに、こんな場所にいる理由や、危険な裏稼業をしている理由が気になった。

「どうしてお前にそれを答えなければならない？」

　憮ぶ然ぜんとした視線をライオットが向けてくるが、セルリナは威い圧あつ感かんに負けずにとどまった。

「契約者として、雇っている人間の素す性じようは気になりますから」

　とっさにそう答えると、ライオットはふんと鼻で笑った。

「普ふ通つう、そういうことは契約する前に確認するものだが……まあいい」

　ライオットもこの待ち時間が、手て持もち無ぶ沙さ汰ただったのかもしれない。深く突っ込むことなく、煙草の煙けむりをくゆらせながら口を開いた。

「俺はもともと孤こ児じで、拾ってくれた師し匠しようがたまたま凄すご腕うでの祓魔師だった。その後を継つぐというわけじゃないが、この稼業が性しように合あってると思った。それだけだ」

　大したことではないというようにライオットは煙草をふかしている。

　彼にとっては自然に受け入れている人生なのかもしれないが、彼の意外な出自を不ぶ躾しつけに聞き出してしまったことに、セルリナは頭を下げた。

「えっと……すいません。こんなこと聞いちゃって」

　だが、ライオットは気にした様子もなく、軽く肩をすくめた。

「別に大したことじゃない。本当のことだ」

「でも……だったら、どうして司祭になろうと思ったんですか？」

　もともと祓魔師の修行をしていたのであれば、その道に限ればよかったのではないだろうか。

「なりたくてなったわけじゃない……」

「え？」

　ぼそりと呟かれた言葉に、セルリナが不思議そうな顔を向けると、ライオットは舌打ちした。

「大した理由じゃない。放ほう浪ろうするのも悪くはないが、教会に所属していれば広い情じよう報ほう網もうが利用できるからな。特に教会は異変に敏びん感かんだ。何かしらの問題があれば、情報が流れるようにできている。それを利用してるだけだ」

「確かに、教会は国中にありますもんね……。でも、そんなに頻ひん繁ぱんにここを空けることなんてできないんじゃ？」

「司祭には研修制度があるからな。他の教会に研修に行くと言えば、場合によっては代理の司祭を派遣してもらえるようになっている」

「本当に職権濫らん用ようしてますね……」

　そんなことを話していると、突然、冷たく強い風が吹きつけ、手元のランプの火が搔き消えた。それまで騒ぎ立てていた鴉たちの声がぴたりと止やみ、森を包つつみ込こむ深い闇やみが、セルリナの恐きよう怖ふ心しんを煽あおる。

「な、何？　急に……」

　明らかにこれまでとは異なる空気に、セルリナは身み震ぶるいをして自らの肩を抱だきしめた。

　ぽつりぽつりと降り始めた雨が肩を濡ぬらす。

　次し第だいに強まっていく雨に打たれながら、セルリナが「傘かさを持ってくるべきだった……」と後悔する中、カッと天が光った。

　直後、轟ごう音おんが響き、セルリナは思わず身を縮めた。

「雷かみなりが……！」

「……頃合いか」

　稲いな光びかりに照らされたライオットの視線が鋭するどさをまし、虚こ空くうの一点を見つめた。

「おい、これを持って、そこを動くな」

　突然、投なげ渡わたされた物を慌あわてて受け取ると、それは聖句が刻まれた銀製のメダルがあしらわれたロザリオだった。

「……は、はい。ぜ、絶対に、危なくなったら、助けてくれるんですよね!?　信じていいんですよね!?」

　歯の根が合わずがちがちと音を立てる。

　それでもなんとか、正方形に楔が穿うがたれた空間の中央に立ち、風雨に負けないように、立ち去っていくライオットに向けて叫さけぶ。

「ごちゃごちゃ言ってないでじっとしてろ！　絶対にその結界の中からは出るなよ」

「そ、そんなあ！」

　セルリナは思わず悲鳴を上げながらも、ロザリオの鎖くさりを手に巻き付け、ぎゅっと握にぎり締しめた。

　その瞬しゆん間かん──。

　あたりは無音となり、雨や風がぴたりと止んだ。

　緊きん張ちようのあまり汗あせが頰を伝う。

　暗雲の中を走る稲光が大地を照らす中、あまりの静けさが不気味さを助長させていた。

　ごくりと喉のどを鳴らして体を固くし、ちらりと横を見る。

　少し離はなれた場所でライオットが体を屈かがめて息をひそめているのが見え、セルリナはわずかに安あん堵どの息を漏らした。

　だが、それも次の瞬間までだった。

　突とつ如じよ、大きな音を立てて、目の前に雷が落ちた。

「きゃあっ」

　思わず耳を塞ふさいで目を閉じたセルリナが、おそるおそる瞼まぶたを上げると──それまで何もなかったはずの地面に、紫し電でんを発して禍まが々まがしく輝く紋もん様ようが浮かび上がっていた。

「こ、これは……!?」

「悪魔が出入りするための、異界の門だ。……来るぞ！」

　紋様の上に紫し暗あん色しよくの光柱が立つと同時に、奇き妙みような存在が姿を現した。

　セルリナの三倍はあろうかという蛙かえるの身体からだから、まるで蜘く蛛ものような足が何本も生えた、黒い異形。その頭上には電流が走っている。

　その数、三匹びき。

『ギギ……ギ……キーーーー!!』

　耳をつんざかんばかりの金切り声が静せい寂じやくの中に響き渡った。

「……この姿。やはり、予想通りの《雷らい魔ま》ヴァールの眷けん族ぞくか」

　ライオットの声が聞こえたが、恐怖に顔をひきつらせたセルリナには、それどころではなかった。

　三匹の悪魔はセルリナの姿を認めると、その身に雷らい光こうをまとわせながら、ゆっくりと近づいて来た。

「い、いやああ！」

　思わず後あと退じさりするが、結界から出るなと言われている以上、本ほん腰ごしを上げて逃にげるわけにもいかない。

　どうしたものかと慌てふためいていると、悪魔の一匹と目があった。

　そのぎょろりとした真まっ赤かな目が怪あやしく光り、頭上の雷らい電でんが煌きらめく。

　次の瞬間。一筋の雷らい撃げきが、セルリナに襲い掛かった。

「きゃあああああああ！」

　無む我が夢む中ちゆうで後方に飛び、間かん一いつ髪ぱつ避さける。

　だが、それまでセルリナが居た場所は、落らく雷らいによって、大きくえぐられていた。

（あわわわわ……あと少し遅おそかったら……）

　黒焦げの焼しよう死し体たいを思い出し、セルリナは震えた。

　足元に生えていた草木は焼しよう失しつし、石や土すらもがどろりと融とけ、焼け焦げた匂いが漂ただよっている。跡あと地ちに残るひび割れたような痕こん跡せきは、町中で起きた事件の際に見た蜘蛛の形状とそっくりだ。

　恐怖のあまり腰こしを抜ぬかしそうになるが、悠ゆう長ちようにしている暇ひまはなかった。

　悪魔たちは長い足を巧たくみに操あやつり、怒ど濤とうの勢いでセルリナに向かって突とつ進しんしてくる。

「ひ……ひいいいいいい！」

（どど、どうしようどうしよう!?）

　もはや指の先一本動かすこともできず、目の前の恐怖から目をそらすこともできない。

　ただ、喉の奥おくからひきつるような声が漏れた。

　一気に間を詰つめられ、毛むくじゃらの長い蜘蛛足が眼前に迫せまった──その時。

「我、万ばん能のうなる神ルミナスの名の下に願う。善き者を救い、悪あしき者を浄じよう化かせし聖域を与えたまえ──！」

　聖句を唱えるライオットの声が響き渡ると同時に、ライオットが楔を打った四角形の空間を囲むように、白い光が立った。

『ギイイイアアアアーーーーー！』

　セルリナの目の前の悪魔たちが、苦し気に叫び出す。その身体を包んでいた雷光が、明らかに弱まっていく。

　どうやら悪魔を弱体化する結界のようだ。

「かかったな」

　聖せい剣けんを引き抜いたライオットが物もの陰かげから飛び出し、敵へと斬きりかかる。

　伏ふく兵へいの出現に、悪魔たちは『グォオオオオオ』と声を上げながらも態勢を整え直し、応戦しようとする。

　だがライオットはそれを許さず、手前の一匹の足を薙なぎ払はらった。

　足を失って倒れ伏した悪魔の頭上に、聖剣を突き立て、止とどめを刺さす。

　その様子を見て怒いかり狂くるって、背後から体当たりを繰くり出だしてきた二匹目の攻こう撃げきを、振り返ることなく避けると、再び抜いた聖剣を軽かろやかに振るって、相手の足を斬り払っていく。

　悪魔は雷撃を落としながら、残った足を使ってライオットに向かう。

　振るわれる足の風圧は鋭く、斬ざん撃げきとなってライオットを襲う。

　だが、ライオットは巧みにそれを避けながら、一本、また一本と足を斬り落としていく。

（す、すごい……）

　恐おそろしい光景にもかかわらず、ライオットの動きは鮮あざやかで無む駄だがない。

　思わず心の中でため息を漏らしていると、結界にとらわれていたはずの残る一匹が目に留まった。

　三匹目の悪魔はずるずると身体を引きずりながら結界を出て、真っ赤な瞳でライオットを捉とらえると、頭上で再び蓄ちく電でんを始める。

（あれは……さっきの雷……！）

　セルリナは咄とつ嗟さに近くに落ちていた石を拾うと、悪魔へと思い切り投げつけた。

　石は悪魔の頭に見事命中し、雷が霧む散さんした。

　すると悪魔は標的をセルリナへと変えるべく、ゆっくりとこちらに向き直った。

　思わず息を吞のむ。

　だが、考えるよりも先に動いてしまった結果だ。今いま更さら後悔しても始まらない。

　セルリナはぐっと歯を食いしばり、きっと悪魔の赤い目を睨にらみつけた。

「……こ、来ないで。それ以上近付いたら、このロザリオが火を噴ふくわよ！」

　怒いかりの矛ほこ先さきを向けられ、セルリナは及および腰ごしながらもライオットから渡されたロザリオをずいと悪魔へと突き出した。

　実際にロザリオにどんな効果があるのかなんてわからない。勿もち論ろん、口から出まかせだ。

（でも、時間を稼かせげばきっと……）

『キイイーーーー！』

　案の定、悪魔は挑ちよう発はつに乗り、足を振り上げた。

「ーーっ……神父様ぁーーっ」

　その叫びと同時に、手にしたロザリオから閃せん光こうが放たれ、悪魔がひるむ。

　次の瞬間、悪魔の背中から白く輝く刀身が深く突き刺され、悪魔の動きが止まった。

　そして──

「悪しき者の魂たましいを、滅めつせよ──！」

　ライオットが聖句を高らかに唱え、三匹の悪魔の遺い骸がいは砂さ塵じんとなって消えていった。

　気が付けば激しい雨風も止み、その場には濡れそぼった二人と、戦せん闘とうの末に荒れた地面だけが残った。

「お、終わった……の？」

　静寂が戻もどり、緊張と疲ひ労ろうで朦もう朧ろうとしながら肩で息をしていると、剣を腰の鞘さやにしまったライオットが静かに煙草とランタンに火をつけた。

「ああ。恐らくこれで全部のはずだ……」

　ライオットの声に周囲を見渡せば、悪魔は影かげも形もなくなっている。

（やっつけたんだ……）

　そう思った瞬間、全身の力が抜けたセルリナは大地へとへたり込んだ。

「こ、怖かったああああ……」

　何とか気力だけで立たせていた足腰は、すでに限界だったようだ。

　惚ほうけたように自らの無事に安堵していると、ライオットが草を踏ふみながら歩み寄ってきた。

（むっ……また、これぐらいのことでとかなんとか、嫌みを言われるのかな？）

　警けい戒かいして身構えたが、セルリナの頭上に大きく温かい何かが軽く触ふれた。

「へっぽこの割には悪くない動きだった」

（え……？　今……頭をなでられた？）

　目の前でそっけなく煙草を吸っている男と先ほどの感かん触しよくがつながらず、セルリナは目を瞬かせた。

（あれ？　私……男の人に触さわられたのに、嫌じゃなかった……？）

　そんな自分にも吃驚びつくりだが、それ以上に驚いたことがあった。

「あ、あの、神父様……今……」

「ああ、そういえば男おとこ嫌ぎらいだったか。触られたくなかったか？」

「あ、いえ、そうじゃなくて。そのう、神父様……もしかして、褒ほめてくれたんですか？」

　見上げると、ライオットはにやりと口元を上げた。

「なんだ。けなしてほしかったのか？」

「ち、違ちがいますけどっ！　でも、何だか……嬉うれしくて。今まで、人に褒められたことなんて、あまりなかったので……。姉さん二人に比べて特技もなくて、小さい頃からけなされてばかりだったし……」

　セルリナは自じ嘲ちよう気味に笑った。

　自分がみじめだと感じたことはなかった。

　だが、あえて見ないようにしてきていたのも事実だ。

　美しい姉、勉強ができる姉。食卓を囲みながら、常に姉二人を褒めたたえる両親。

　そんな時、セルリナは決まって「お姉ちゃん、凄いね」と、笑っていた。

　姉とは違って取とり柄えもないのだから仕方ない。

　そう思っていた。だけど──

「今までがどうかは知らんが、今日のお前の行動はそれなりに評価できる」

　ライオットの言葉に、セルリナは泣きそうになりながら笑った。

（はじめて、人に認めてもらえた……）

　しかもその相手が、ぶっきらぼうで横柄なライオットだから、尚なお更さらその発言に重みを感じる。

　その事実が嬉しくて、胸が熱くなって、セルリナは思わず深くお辞じ儀ぎしていた。

「ありがとうございます……！」

「ふん……帰るぞ」

　ライオットはそう言って煙草の火を消すと、セルリナに背を向けた。

　もう、「帰れ」とは言わないライオットに、セルリナはわずかに微笑ほほえんだ。

　慌てて追いかけるべく立ち上がろうとしたのだが──

（う……）
















　気持ちの面で浮ふ上じようしても、緊張から解放された体はついてきてくれていないようだった。

「す、すいません。腰が抜けて立てないです……」

　せっかく褒めてもらえたというのに、こんなことを言うのは情けないが、こんなところに置いて行かれては困る。

（あああ、私の馬鹿……！）

　案の定、微び妙みような表情をして、ライオットが振り返った。

「……ちっ。前言撤回するぞ。まったく」

　しぶしぶといった表情ながらも、驚いたことにライオットは戻ってきてくれた。

　そして、セルリナに手を差し伸べた次の瞬間、腰から抱かかえられたセルリナはライオットの肩に担かつぎ上あげられていた。

「わあっ！　し、神父様!?」

　酒さか樽だるを運ぶような担ぎ方をされ、セルリナは思わずじたばたと体をよじった。

「おい、暴れるな！　お前が腰なんか抜かすから、この俺が親切にも背負ってやってるってのに」

「だ、だからって、こんな担ぎ方嫌ですよ！」

　人ひと気けのない森だとはいえ、万が一、人に見られたら何と思われるか。恥はずかしくて、明日から買い物にも出かけられたものじゃない。

　顔を真っ赤に染めてそう抗こう議ぎすると、ライオットは鼻で笑って返してきた。

「そう思うなら、別の抱き方をしたいと思わせる女になるんだな」

「別の抱き方って……お姫様抱っことか？」

「……そんな抱き方が好みなのか。夢見がちなガキらしい」

「どうせ私は子供ですよ！　そう言うなら、ちゃんと子供には優やさしくしてください」

「文句の多い奴やつだ……」

　そう言いながらも、ライオットはセルリナを前向きに背負いなおしてくれた。

（なんだろう……。この背中、凄く安心する。変なの……。男の人に触られるだけで嫌だったはずなのに、神父様なら、嫌じゃない……）

　自分の中に訪おとずれた小さな変化に戸と惑まどいながらも、広く温かい背中に身を預けているうちに、疲つかれと安堵から、セルリナはいつの間にか眠ってしまっていた。
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　昨晩の雷らい雨うが噓うそのように、今朝は太陽の光が窓から差さし込こむ好天だ。

　早朝から始まる礼拝の準備をしているであろうライオットを手伝うべく、セルリナは自室で身だしなみを整えていた。

　昨晩はライオットに背負われたまま寝ね入いってしまい、教会についたところで一度起こされたものの、自室に戻もどって濡ぬれた服を着き替かえるのがやっとで、礼を言うこともなくそのまま本格的に寝入ってしまった。

　だがそのお陰かげでしっかりと熟じゆく睡すいでき、今朝は寝ね坊ぼうすることもなく心地ここち好よい目覚めとなった。

（悪あく魔まもいなくなったし、今日からは安心して過ごせる！）

　恐おそろしい戦いではあったが、それによって無事に脅きよう威いとなる悪魔を一いつ掃そうできたのだと思うと、より一層朝の空気がすがすがしく感じられる。

（まあ、その分、これからは神父様への支し払はらいを何とか考えていかなきゃならないわけだけど……）

　それもまた億おつ劫くうであることは確かだが、昨日あれだけの経験を乗のり越こえた自分なら、どんな仕事でも前向きにやっていける気がする。

（昨日は神父様に触さわられても拒きよ絶ぜつ反応が出なかったし……というか、むしろ安心して寝ちゃうほどだったし、私の男おとこ嫌ぎらいも緩かん和わされたのかもしれない。もしそうなら、内職だけじゃなくて、商店街で何かしらのアルバイトを探してみるのもいいかも……）

　今後のことをあれやこれやと模も索さくしながら廊ろう下かを歩いていると、前方から荷物を抱かかえて歩いてくるライオットに遭そう遇ぐうした。

　どうやら、祭さい壇だんの敷しき布ふを洗って来たようだ。

「おはようございます！」と声をかけながら、その荷物を半分受け取る。

「神父様、昨日はすいませんでした。気が抜ぬけて寝ちゃって……」

　すると、ライオットは憮ぶ然ぜんとした目を向けて来た。

「随ずい分ぶんぐっすりと寝ていたな。人に運ばせておいていい身分じゃないか」

「し、仕方ないじゃないですか。すごく緊きん張ちようして、疲つかれたんですから、それぐらい許してください」

「ほう。なら、契けい約やく金きんを少なくしてやる話はなしにしていいんだな？」

「だだ、駄だ目めですよ！　なら、ここで寝てしまった分は、今日のお仕事できっちり返します」

　やる気十分！　と言わんばかりに、ライオットが持っていた残りの荷物を奪うばい、礼拝堂へと歩き出す。

　それを見て、ライオットはくつくつと笑った。

「お前もなかなか俺おれとの付き合い方がわかってきたようで何よりだ」

「そりゃ、あれだけあれこれ嫌いやなことを言われたら学習もします。昨日だって、神父様のお陰で囮おとりなんていうとんでもない経験をさせてもらいましたから、度胸だってついてきてますし」

　頰ほおを膨ふくらませていると、ライオットは笑うのを止やめ、ふと、何かを考え込むようにして、顔をしかめた。

「……神父様？　どうかしましたか？」

「……いや、ちょっと、な。妙みように手ごたえがなかったのが気になっただけだ……」

　ライオットの表情が少し曇くもった。

（手ごたえがなかった？　あんな悪魔が来たのに？）

　百ひやく戦せん錬れん磨まと思われるライオットのことだ。何か感じることもあるのだろう。

　とはいえ、人を殺傷する能力を十分持った悪魔だったことは確かだ。

「神父様にとってはそうかもしれませんけど、私からすればとんでもない強敵でしたよ」

「まあ、それは確かにそうだな」

　セルリナの意見に頷うなずくと、ライオットもまた礼拝の準備へと戻っていった。







　礼拝堂に響ひびく讃さん美び歌か。ライオットのよく通る説教の声。それらを、ベルンに来たばかりの時とはまた違ちがった心持ちで聞きながら、今日の礼拝も無事に終しゆう了りようした。

　礼拝堂内の片付けを一人開始しながら、ちらりと目を遣やる先では、ライオットがいつものように女性信者たちによって囲まれている。

　その中には、ジュリアの姿も見える。

（相変わらずの人気だなあ。本当の顔を知ってしまってる私からすれば、皆みんな騙だまされててご愁しゆう傷しようさま……としか思わないけど）

　ライオットの眩まぶしい笑え顔がおををげんなりと見つめながら歩いていると、前方から来た誰だれかに思いっきりぶつかってしまった。

「わっ、すいません！　よそ見をしていて……」

　慌あわてて向き直って謝あやまると、相手は初めて見る若い男性信者だった。

（うっ……）

　思わず体を硬こう直ちよくさせたセルリナに構うことなく、礼拝には不釣り合いな派手な色合いのベストを着た男性は、長い金きん髪ぱつをさらりと流しながらウインクしてきた。

「いや、別にいいんだよ。むしろ、君に話しかけたくて来ただけだから」

「……はい？」

　言葉の意味が解わからず、怪け訝げんそうな顔をするセルリナに、男性は前のめりに話しかけて来た。

「君、新しい修道女さんだよね？　礼拝中もずっと気になってたんだ。こうやって改めて見ると、やっぱり可か愛わいいねえ。年はいくつ？　どこ出身？」

「え？　あ？　はあ？」

　ずずいと迫せまってくる男性に、セルリナが思わず後あと退じさりすると、

「そう警けい戒かいしないで、少しは話を聞いてよ。信者の話を聞くのも、修道女の仕事だろう？」

　男性は距きよ離りを詰つめると、セルリナの手を握にぎって来た。

（ひ、ひいいいいいいい！）

　久しぶりに全身に走った嫌けん悪お感かんに、セルリナの背筋が凍こおり付つく。

（やっぱり、男嫌い……全然直ってないじゃない！）

　となると、どうして昨晩は大だい丈じよう夫ぶだったのか──という疑問が湧わいたが、今はそれどころじゃない。

　思いっきり手を振ふり払はらって突つき飛とばしたいが、相手は信者だ。修道女として、その対応はどうだろうか。

　けれど、このままの状じよう況きようでは声が震ふるえて、ろくに喋しやべることもできない。

（だ、誰か助けてえええ……！）

　心の中で叫さけんだ、その時。

「お止めなさい。修道女さんが困っているでしょう」

　落ち着いた低い声がかかってきて、咄とつ嗟さに振り返ると、そこには、見覚えのある初老の紳しん士しが立っていた。

（確か、町で会った……）

「ア、アンドレイさん……！」

　アンドレイは厳しい表情で、無礼な男性信者の手をセルリナから離させた。

「何だよ。俺はただ、修道女さんからありがたい説法を聞くために……」

「一部始終を見ておりましたが、貴方あなたが聞いていたのは個人情報でしょう？　ルミナス神の前で、不ふ謹きん慎しんですよ」

「……ちっ」

　男性はつまらなそうに舌打ちすると、諦あきらめたのかそのまま踵きびすを返して去っていった。

「あ、ありがとうございました！」

「いえ、むしろ、この町の若者がご迷めい惑わくをおかけしたようで、申し訳ありません」

「そんな、アンドレイさんのせいじゃないですよ！」

　深々と頭を下げるアンドレイに、セルリナは慌てて首を横に振った。

「本当なら、もっとさらっと受け流せばいいだけなんですけど、私、実は若い男性が苦手で……。急に触られたから驚おどろいちゃって、どうしようもなくなっていたので、本当に助かりました」

　するとアンドレイは一いつ瞬しゆん驚くも、すぐに気き遣づかうような顔をした。

「それはお気の毒に……。若い身空で修道女になられたのも、それが原因ですか？」

「そうなんです。とはいえ、こうして男性信者さんと話す機会もあるわけですから、直さないとなあとは思うんですけど……」

　セルリナはあはは……と苦笑いしてみせた。

　こちらの心に寄より添そうような優やさしい瞳ひとみのアンドレイに、先ほどまで凍り付いていた心がすっかりあたたかくなる。

「……って、すいません、こんな余計な話をしちゃって。アンドレイさんを見てると、亡なくなった祖父を思い出しちゃって、ついお喋りになっちゃって……」

　そこまで言って、セルリナははっと口を押さえた。

（って、おじいちゃん扱あつかいって、それはそれで失礼なんじゃあ!?）

「ああっ、さっきから失礼なことばかりすいません……」

　慌てて訂てい正せいしようとするが、それよりも前に、アンドレイが優しく語りかけてきた。

「いえ、そのように思って頂けるなら、私も嬉うれしいです。何でも気軽に相談してください」

　そしてにこりと微笑ほほえむと、セルリナを労いたわるような落ち着いた声こわ音ねで言った。

「男性が苦手とのことですが……確かに、いつかは直したほうがよいのかもしれませんが、だからといって無理をする必要はないと思いますよ。無理をすればしただけ、より一層男性と接することが辛つらくなってしまうかもしれません。焦あせることなく、ゆっくりと、男性に慣れていけばいいのではないでしょうか」

「アンドレイさん……」

　親身な言葉を受けて、セルリナの胸が熱くなった。

　すると、アンドレイは相変わらず女性信者に囲まれているライオットの方をちらりと見た。

「それに、ちょうど、ここの神父様も若い男性ですし。ご一いつ緒しよにお仕事をなさるのも、よい経験になるのではないでしょうか」

　それを聞いて、セルリナはうーんと考え込んだ。

（そういえば、神父様には触られても嫌悪感は湧いてこないんだった。ここ数日一緒に過ごしてたから？　いや、単に、クソガキ扱いされてるし、こちらも男性として見てないのもあるけど。何にしても確かに、こうやって少しずつでも慣れていけば、改善していけるのかも……）

　セルリナは力強く頷き、微笑んだ。

「そうですね……！　アンドレイさん、ありがとうございました」

「いえ。少しでもお役に立てたなら光栄です」

　アンドレイはどこか安あん堵どしたような、穏おだやかな笑えみを向けてくれる。

　それを見ていると、こちらまでほっこりしてくる。

　そのことに感謝して、セルリナはぺこりと一礼した。

「お時間頂いちゃってすいませんでした……！　そういえばアンドレイさんは、今日もジュリアさんの付き添いでいらっしゃったんですか？」

「はい。そろそろクライン神父様とのお話も終わられるでしょうから、ジュリア様と共に帰ろうと思います」

　アンドレイもまた一礼して、踵を返して歩き出そうとした。

　──その時だった。

「神父様ーー！　大変だーー！」

　突とつ然ぜん響いた声に、セルリナを含ふくめ、礼拝堂の中にいた人々の視線が一いつ斉せいに集まる。

　教会の戸口には中年の男が青ざめた顔をして立っていた。

「し、神父様、今すぐ来てください！」

「いったいどうなさったのですか？」

　一目散にライオットの元にやってきた男に、ライオットが心配そうに首を傾かしげると声をかけた。

　すると、男は息を荒あららげながら言った。

「町で、また、新しい被ひ害がい者しやが出たんです！　今回も若い女性が殺されたみたいです！」

　必死の形相でそんなことを言う男の言葉に、ざわめきが広がる。

「新しい被害者!?　そんなまさか……！」

　思わずセルリナは目を見開いた。

（犯人の悪魔は、昨日倒たおしたはず……！　なのに、どうして!?）

　まさか、死にそうな思いで戦った悪魔は、事件の犯人ではなかったのだろうか？

　疑問が巡めぐり、ライオットの方を見る。

　だが、ライオットはわずかに表情を曇らせるも静かに口を開いた。

「また被害者ですか……？」

　最後に何かを呟つぶやいたようだったが、それは聞き取ることができなかった。だが──。

（そういえば、神父様は手ごたえがないって言ってた……。もしかしたら、そのことで何か思い当る節があるのかもしれない）

　セルリナが表情を強こわ張ばらせていると、ライオットを取り囲んでいた少女たちの中に動どう揺ようの声が上がり始めた。

「また、若い女性が殺されたんですって！　どうしましょう……」

「怖こわいわ……！　私たちも殺されてしまうのかしら……」

　怯おびえる少女たちが口々に不安を訴うつたえる中、

「皆さん、落ち着きなさい」

　ジュリアの凜りんとした声が響いた。

「貴女あなたがたはわたくしの大切な民たみ。わたくしが自警団と共に、必ず守ります。だから、安心なさい」

　強く言い切ったジュリアの言葉に、それまで騒ざわめいていた少女たちの表情が和やわらいだ。

（さすがはジュリアさん……。美しいだけじゃなくて、頼たよれる領主ってすごいなあ……）

　ジュリアのカリスマ性を目の当たりにして感心していると、

「事情はわかりました。とりあえず、現場へ向かいましょう。皆さんは、気を付けて帰ってくださいね」

　ライオットが少女たちを見送った後、出かける準備にとりかかろうとする。

　それに、セルリナもまた慌てて行動を起こした。

「わ、私も行きます！」

　怖いだのなんだのという気持ちは薄うすれていた。

　ただ、この事件を解決したい。その一心だった。







　町の男によると、女性の遺体は歓かん楽らく街がい付近の路地裏で発見されたという。

　ライオットやセルリナ、そしてジュリアとアンドレイもまた急いで駆けつけると、先日に比べると人の集まりはややまばら……というよりも、ほとんど人がいない。

「あれ？　この間は事件現場にすごくたくさんの人がいたのに、今日は少ないですね」

　意外に思って声をかけると、ジュリアは僅わずかに微笑みながら、どこか言いにくそうにした。

「ここは歓楽街ですから……ベルンは敬けい虔けんな信者が多いので、出入りする人も少ないのですわ」

　ルミナス聖教では戒かい律りつで賭と博ばくや婚こん姻いん者以外と関係を持つことは禁じられている。そんなこともあって、酒場や商店がたくさん集まる繁はん華か街がいとは別に、賭博場や娼しよう館かんは人目につかない場所にひっそりと固まっている。

（そっか……歓楽街といえば、夜に賑にぎわうものだしね。こんな朝から人がいるわけないか）

　この常識はずれな神父が近くにいるせいで、うっかりそのことを忘れていた。

　セルリナが隣となりに胡う乱ろんな視線をちらりと向けると、ライオットは極ごく上じようの微笑みを浮うかべて言った。

「シスターセルリナ。普ふ段だんの私たちにとっては確かに縁えん遠どおい場所ではありますが、ルミナス神はすべての人々に平等に光を与あたえているのです。さあ、哀あわれな魂たましいが彷徨さまよわぬよう、祈いのりを捧ささげましょう」

　きらきらとしたオーラを発しながら、欠片かけらほどにも思っていないような言葉を平然と言ってのけるライオットを、セルリナ以外の人々は崇あがめるように拝む。

（相変わらずのエセ神父っぷりね。ここまで来るといっそ清すが々すがしい）

　死んだ魚のような目で二人のやり取りを見ていると、事件現場に立っていた瀟しよう洒しやな柄がらのストールがひときわ目立つ人物──ベアトリクスが振り返った。

「あらぁ、ライオットちゃん。遅おそかったわね。まさかジュリア様まで一緒だなんて吃驚びつくりだわ」

「ちょうど礼拝にいらっしゃっていたので、ご一緒させてもらいました」

　ベアトリクスが微笑みを浮かべてライオットを招き寄せると、それまでベアトリクスと会話していた町の男たちはぺこりとお辞じ儀ぎをして退散していった。

「先生、もう遺体の方は？」

「ええ。大体確かく認にんはしたし、ついさっき診しん療りよう所じよに運んでもらっちゃったわ」

　ベアトリクスがそう言うと、セルリナたちをここまで連れてきてくれた男はバツが悪そうに頭を抱えた。

「面めん目ぼくない。もう少し早くにお連れできれば……。ジュリア様も、わざわざお越こしくださったのに」

「いいえ。知らせてくれてありがとう。案内、感謝しますわ」

「その通りです。この地に残る魂の冥めい福ふくを祈ると共に、悲しみを祓はらうことも必要でしょう。私はもうしばらく、祈りを捧げてから遺体の元に参ります」

　ジュリアに続いてライオットもまたにこりと微笑むと、男は恐きよう縮しゆくしたように頭を下げて帰路についた。

「ふぅ……」

　男を見送りながら、ジュリアが一つため息をついた。

　どことなく顔色が青ざめて見えるのは、この凄せい惨さんな事件が起きた場面だからだろうか。

　気き丈じようなジュリアでも、さすがに堪こたえるものがあるのかもしれない。

　そんな彼かの女じよの様子に気づいたのか、ベアトリクスがジュリアの傍そばに近づいてきた。

「ジュリア様、随分とお疲れみたいね。心なしか顔色も悪そうだけど、大丈夫？」

　ベアトリクスが心配そうに顔を覗のぞき込こむと、ジュリアはわずかに顔を強張らせて苦笑した。

「このところ忙いそがしくて、少し疲れてしまったのかもしれませんわね」

　領主ともなれば、犯人捜そう索さくに加え、事後処理も含めた仕事に忙ぼう殺さつされているのだろう。

　ちらりと事件現場に視線を向けるジュリアに、ベアトリクスも「ああ」と頷いた。

「少しお薬の量を調整してみる？　服用頻ひん度どを上げる必要があるかもしれないけど」

　小首を傾げるベアトリクスに、ジュリアは一瞬ためらうように視線を外してから、ゆっくりと頷いた。

「……そう……ですわね。構いませんわ」

「了りよう解かい。それじゃ、今度またお宅たくに伺うかがうわね」

　にこりと微笑んだベアトリクスに、ジュリアは「よろしく頼みますわね」と言葉を返した。

　そして、ライオットの方を振り返ると、先さき程ほどの疲れを見せることなく、笑みを浮かべて優ゆう雅がに一礼した。

「それではクライン神父様。わたくしは被害者の遺族の方の慰い問もんに行って参りますわ」

「ええ、ジュリア様もお疲れ様でした」

「クライン神父様こそ、どうぞご無理のないように。それではごきげんよう」

　ジュリアとアンドレイが去ってしまうと、さらに人ひと気けが少なくなった路地裏には寒々しい空気が漂ただよった。

「ジュリア様、どこかお悪いんですか？」

　隣に立つベアトリクスを見上げると、ベアトリクスは少し困った顔をした。

「どこかというよりは、年齢的な要因もあるのよね。なかなか疲労が回復しないみたいよ」

　あまりに若い見た目なのでうっかりするが、そう言えば、ジュリアはすでに六十歳は超こえていたのだった。

「どんなに美容と健康に気をつかっていても、無理を続けていれば、若い時みたいにはいかないものよ。あたしも気をつけなくちゃ」

　ベアトリクスが顔をしかめていると、すでに奥に移動していたライオットがベアトリクスを呼んだ。

　ライオットとベアトリクスが話し込み始めると、一人取り残されたような気分になり、なんだか落ち着かない。

　気を紛まぎらわせるようにして、セルリナは事件現場を見渡した。

　現場はひどく荒あれており、路地の石いし壁かべは削けずられ、窓ガラスは割れて吹き飛んでいる。

　まるで局所的な嵐あらしが起こったかのような光景に、セルリナは絶句した。

（やっぱり、悪魔の仕し業わざみたいね……）

　昨日の今日であるため信じたくなかったが、この光景を見ては納なつ得とくせざるをえない。

（私は、悪魔に襲おそわれても、神父様が傍にいてくれたから助かったけど……普ふ通つうの人間一人じゃあ、太た刀ち打うちできないわよね……）

　セルリナは傷いたましい気持ちで、大きくえぐられた石いし畳だたみから延びるひび割れをそっと撫なでた。

（……こんな一いち撃げきを受けたらひとたまりも……って、あれ？）

　何かが頭に引ひっ掛かかった。

「あの……神父様」

　引っ掛かりが気持ち悪く、整理をしたくてライオットに声をかけた。

「今取り込み中だ。ちょっと後にしろ。……それで、ベアトリクス。被害者はどんな様子だったんだ？」

　ぴしゃりと言われてセルリナが口をつぐむと、ライオットは真しん剣けんな表情でベアトリクスに問いかけた。

「実際の死因は心停止。あとは裂れつ傷しようと火傷やけど。体の三分の二に重度の火傷を負ってたわ。かろうじて顔はわかる程度だったから、この付近にいた子にとりあえず身元確認したら、『銀ぎん狼ろう亭てい』の……確か、イザベラとかいう子だって」

　ベアトリクスの言葉にライオットがわずかに目を見開いた。

「神父様、どうかしました？」

　不思議に思って声をかけると、ライオットは肩かたをすくめて言った。

「いや。大したことじゃない。死んだのが知り合いだったというだけだ」

「ちょ……えええ!?　大したことあるじゃないですか！　その、なんていうか……お悔くやみ申し上げますというか……」

　セルリナが口元に手を当て、おろおろしていると、ライオットがため息を落とした。

「顔を知ってるだけの人間をいちいち悔やんでいたらきりがないだろう。行きつけの店にそんな奴やつがいたってだけだ」

「だからって、そんな薄はく情じような……」

「死を悼いたんでそいつが帰ってくるわけじゃない」

　神父にあるまじき発言に、セルリナはがっくりと肩を落とした。

「そりゃあまあ、そうなんですけど……」

（言い方とか、気持ちの問題ってあると思うんだけど）

　だが、そんなことをライオットに言っても一いつ蹴しゆうされるだけだろう。

　案の定、ライオットはもはや興味を失ったようで、困ったように苦く笑しようしているベアトリクスに声をかけた。

「それで、イザベラはどれぐらい前に殺された？」

「そうね。遺体の状況から推察するに、大体十時間前ってところかしら？」

　事務的にライオットが尋たずねると、ベアトリクスがちらりと懐かい中ちゆう時ど計けいを見て答えた。

　十時間前と言えば、ちょうどセルリナたちが悪魔と対たい峙じしていた時間だ。

　同様のことをライオットも思ったのだろう。

「ちっ……てことは、やっぱり昨晩の奴やつらは別件か」

　面めん倒どう臭くさげに舌打ちしたライオットに、ベアトリクスが眉まゆをひそめる。

「ちょっと、昨晩……って、一体何をしてたわけ？」

「セルリナを囮に使って、悪魔をおびき寄せて退治しただけだ」

　まったく悪びれずに答えるライオットに、ベアトリクスの目が大きく見開かれた。

「ちょ、ちょっと、ライオットちゃん。素人しろうとの女の子になんて無茶してるのよ」

「無茶も何も、こいつが事件を解決しろと言ってきた依い頼らい主ぬしだ。俺だけだったらそもそも関わらん」

「なるほど。今まで人が殺されても全く見向きもしなかったのに、急にあれこれ聞いてきていきなりどうしたのかと思ったら、そういうことだったのね。それにしても、相変わらず容よう赦しやがないんだから……。貴女も苦労するわね」

　憐あわれむような視線を向けられ、セルリナは深く頷くが、怖いだけの体験だったわけではないのでよしとする。

「それにしても、雷らい魔まの仕業と踏ふんでおびき寄せて殲せん滅めつしたが……見当はずれだったとはな。とんだ無む駄だ骨ぼねだったな」

「仕方ありませんよ。少なくとも昨日の雷魔による犠ぎ牲せいは防げたわけですし」

　しかめ面つらになって煙草たばこに火をつけるライオットを、セルリナは宥なだめた。

「でも、調査は振り出しに戻っちゃったわけですけど……神父様、何かあてはあるんですか？」

　ライオットは煙草の煙けむりをくゆらせながら、何かを考えているようだ。

「さてな……。調べるとすれば、被害者が事件にどうやって遭遇したか……ぐらいだが」

「あ。そうか。悪魔に殺されたとはいえ、誰かがその現場を見ているかもしれませんしね！」

「まあ、その線は限りなく薄いがな。悪魔は力を蓄たくわえるごとに賢かしこくなる。ある程度力をつけた奴ならどこかへ連れ去って、そこでじっくりと恐きよう怖ふを植え付けて楽しみながら殺すぐらいの知ち恵えはあるだろう」

　恐怖、絶望、憎ぞう悪お、欲望──そういった人間の負の感情は、悪魔にとっての絶好の餌えさだという。

　セルリナの部屋に現れた悪魔には知恵があるようには思えなかったが、きっと、悪魔の中でも最弱の部類に属するのだろう。

（私一人じゃあ、あんな低級悪魔にすら歯が立たなかったのに）

　あれに知恵がついたらと考えるとぞっとした。

　セルリナが息を吞のむのを見て、考えていることを察したのだろう。

　ライオットはふんと鼻で笑った。

「これぐらいのことで怖おじ気けづいてるのか？　だが、もっと頭のいい奴になると、人間と見み紛まがうような姿になって、何食わぬ顔で街中に紛れ込んでいることもある」

「ええ!?　それじゃあ、いつ襲われてもおかしくないってことですか？」

　頷くライオットに、セルリナは思わずぶるりと身を震わせた。

　想像以上にこの事件を解決するのは甘あまくないことのようだ。

（悪魔が餌として若い娘むすめを求めているなら、本当にいつ誰がどこで襲われてもおかしくないんだ）

　悪魔を見つけ出すのは至難の業わざで、この事件を解決しようと思えば悪魔が好みそうな場所に片かた端はしから人を配置するぐらいしか手立てが思い浮かばない。

　そもそも、これだけの規模で人が死んでいるのだ。ジュリアが自警団を使って、それぐらいのことはすでにやっているだろう。

　だけど──

（ちょっと待って。もしかしたら考え方がそもそも間ま違ちがっているかもしれない……？）

　先ほど感じた引っ掛かりを思い出し、セルリナの心臓がどくんと跳はねた。

「あ、あのっ……そういえば、私、ちょっと気になることがあって」

　反射的に口を開いていた。

「なんだ？」

　唐とう突とつに上がったセルリナの声を訝いぶかしむように、ライオットが首を傾げた。

　思わず背筋をぴんと伸のばしたものの、続ける言葉に自信がない。

　セルリナは少し迷って言い澱よどんだ後、控ひかえめに言葉を紡つむいだ。

「えっと……そもそも、この事件って、本当に悪魔が起こしたものなんでしょうか？」

「どういうこと？　それって、私の検死まで否定してるわけ？」

　ベアトリクスの柳りゆう眉びにわずかに皺しわが寄るのを見て、セルリナは慌てて首を横に振った。

「い、いえ。そういうわけじゃないんです。ただ……事件現場を見てたら、私が悪魔の囮になった時に受けた悪魔の印象と随分違うな……って感じただけなんです」

「どういうことだ？」

「その……神父様は、何の当てもなく昨夜の悪魔をおびき寄せたわけじゃないですよね？」

　それにライオットは煙草の煙をゆっくりと噴ふき出だして答えた。

「これまでの遺体の特とく徴ちようにあった火傷や裂傷。そして雷雨の日に出現することから、おそらく雷らい撃げきと嵐の力を操あやつる《雷魔》ヴァールによって生み出された眷けん属ぞくの悪魔だと想定していた。……とはいえ、当ては外れたようだがな」

「眷属って、たくさんいるんですか？」

「そうだな。悪魔の種類や高位悪魔の格にもよるし、逆にまったく眷属を持たない奴もいるが。悪魔は気まぐれだからな」

「ちなみに、眷属っていうからには、主である高位悪魔の影えい響きようは受けるものなんですか？」

「当然、属性が同じになるから、基本的には攻こう撃げきの手段や傾けい向こうが似に通かよる……って、さっきから、お前は一体何が知りたいんだ？」

　訝いぶかし気げな視線を向けてくるライオットに、セルリナは深く頷いた。

「これで知りたいことは全部です。私は神父様のように悪魔のことは知りませんから、悪魔についての『当たり前』が分からない。だからこそ、私が感じた違い和わ感かんが本物かどうかを確かめたかったんです」

「違和感？」

「はい。神父様、そしてベアトリクスさん。ここを見てください」

　セルリナは路地裏の大きくえぐれた石畳の傷きず跡あとへと視線を促した。

　大きく穿うがたれた一点の穴を中心に放射線状に広がるひび割れ。

「私が違和感を覚えたのは、この部分です」

「なぁに？　まるで悪魔が爪つめを振るって付けたような傷よね。いつ見ても気味が悪いわ」

　ベアトリクスが若じやつ干かん顔を青ざめさせた。

「続いてこちらを見てください」

　セルリナは壁へき面めんをたどり、窓の木き枠わくを指し示した。

「やだ。窓ガラスが残ってないじゃない。ここって空き家なのかしら？　誰も怪け我が人にんがいないといいんだけど……」

「そんなことが起こっていれば、今いま頃ごろ、お前は診療所で傷の手当てをしてるだろうよ」

　ライオットの揶や揄ゆに、ベアトリクスは「それもそうね」と肩をすくめた。

「それで、この木枠がどうした？」

　ライオットの問いに、セルリナは言葉を続けた。

「神父様、昨日、私を襲った悪魔の攻撃を覚えていますか？」

「雷の直ちよく撃げきを受けてお前が丸まる焦こげになりそうだった方か？　それとも、悪魔の足の大おお鉈なたで斬きり裂さかれそうだった方か？」

　平然とそんなことを言うライオットを、ベアトリクスがぎょっとして見やるが、当の本人はどこ吹ふく風だ。

　それにセルリナは苦笑した。

「いや、もう、思い出したくもないくらいの経験なんですけど……その、前者の方です。あの時の雷撃……神父様も見ていた通り、岩をも溶とかすあの威い力りよく……」

　説明しているうちに、ライオットが目を見開いたことに気付いた。

「神父様も気付かれましたか」

　隣で訳が分からないベアトリクスが、セルリナとライオットを見比べている。

「悪魔の仕業にしては、威力が弱すぎる……ということか？」

　渋しぶい顔をしたライオットが呟くのに、セルリナは深く頷いた。

「おっしゃる通りです。これが悪魔の仕業であるなら、この石畳は溶けているはず。この窓の木枠なんて残っているはずがないんです。つまり、この事件は──」

　セルリナは少し口くち籠ごもると、スカートをぎゅっと摑つかんで言った。




「悪魔の仕業に見せかけた、人間の仕業なんじゃないかって思うんです」




　これまでの仮説を覆くつがえし、たくさんの人が亡くなった事件を人間が引き起こしたなどと言い切れるほど、セルリナに知識があるわけではない。

　それでも、もし、今までの調査が見当違いだったとしたら、犯人はいつまでたっても捕つかまらないことになる。

（悪魔知識のプロである神父様の見当が外れていたのなら、別の視点から物事を考えてみる必要があるはず）

　そう考えた結果の、提案だった。

　ライオットの表情は読みにくいが、ベアトリクスは渋い表情をしている。

　遺体の状況を誰よりも知る彼かれもまた、悪魔が犯人だと信じていたのだ。そうそう簡単に考えを覆してくれるわけはない。

「セルリナちゃんの言うことはわかるんだけど……。でも、人間がつけるにはちょっと大がかりすぎる傷だと思わない？　この石畳にしてもかなり抉えぐれてるわよ？　人間一人の力であっさりつくものじゃないわ」

「それは……」

　確かに、溶けてはいないまでも、石畳はかなり深く抉れている。

　こんなものの痕こん跡せきを人じん為い的てきにつけようとすれば、相当大きな音が響くだろうし、何より、一人でやっていてはいつ完成するかわからない。

（いくら人気の少ない場所だとはいえ、こんなものを準備してたら、すぐにばれるだろうし）

　ということは、短時間でこの傷跡を作り上げる必要がある。

　果たしてそんなことが人間にできるのか──？

「あたしは悪魔のことなんて全然わからないけど、力のある悪魔なんだったら、機転を利きかせて力を弱く操作することぐらい簡単なんじゃないの？」

「でも、そんな配はい慮りよをする理由なんて、悪魔にはないような……」

「どうかしらね？　だって、悪魔にしてみれば、ここっていい餌場なわけじゃない？　細く長くご飯を食べたいって思ってるのかもしれないわよ？」

　言われれば言われるほど、どんどん自信がなくなってくる。

　セルリナは回答に窮きゆうして隣を見やると、ライオットは煙草の煙を吐はいて静かに言った。

「そういえば……いつも激しい雷雨があった翌日に遺体が発見されているな」

「神父様……？」

「俺としては、雷を操るヴァールの眷属が出現するときの次元の歪ゆがみから生じる余波かと思っていたんだが……考え方によっては、この天候は人間が何かをするにしても利用できるだろう。雷の音は、都合の悪い騒そう音おんを搔かき消けすには打って付けだからな」

　ライオットの意外な言葉に、セルリナは目を丸くした。

「それって……神父様も、人間による犯行の可能性もあるって思ってらっしゃるんですか？」

　おそるおそる聞くと、ライオットは肩をすくめた。

「可能性の一つとしてはな。ひとまず俺としては、その話に乗ってやってもいい。この件に関しては、お前が依頼主だ。お前が思う通りにやってみろ」

「えっ！　ほ、本当ですか？　まさかそんな風に神父様が考えてくれる日が来るなんて」

　まさかライオットが自分の言を受け入れてくれるとは思ってもおらず、セルリナは思わず声を上ずらせた。

　ライオットは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、ちらりとセルリナを見ると言った。

「別にお前の勘かんを信じてるとか、そういうわけじゃない。ただまあ、たまには別の面から物事を見てみるのも悪くはないと思っただけだ」

　そうはいっても、大きく的が外れている場合、この慎しん重ちような神父が反対しないわけがない。

　ライオットがセルリナの意見に耳を傾かたむけ、そして受け入れてくれたことは、セルリナにとっては大きなことだった。

（何だろう……すごく、嬉しい）

　これまで、自分の考えが誰かにまともに受け止められたことなどなく、自らもまたその状況に慣れてしまっていた。

　与えられた空間で、自分の居場所を何とか保ちながら、ただなんとなく生きてきた。

　やりがいを感じる仕事も見つけられず、自ら前向きな行動を起こしたこともなかった。

　状況を変えるために家を飛び出して、修道女という道を選んだが、それもまた沢たく山さん居る修道女の中の一人になったに過ぎず、意見を主張する機会などなかった。

　誰にも指図されることなく、気ままに生活したい──確かに、それはセルリナの願いだったし、それは今も変わらない。

（でも、私の本当の願いって、それだけだったの？）

　本当は、もっと声を大にして意見を言いたかった。

　自分自身の想おもいを、誰かに受け入れて欲ほしかった。

　そうすることで、本当の意味での「自分の居場所」を見つけたかった。

（私、今……はじめて自分の足で立っているような気がする）

　──そう、感じた。

「神父様……ありがとうございます……！」

　思わず心の底から出て来た言葉に、ライオットは面食らったような顔をした。

「何がどうなってお礼れいを言われたのかさっぱりわからんが」

「いいんです。私が嬉しくなっただけですから、気にしないでください」

「……わけのわからんことを言う奴だ」

　ライオットは何ともいえない表情を浮かべながら、新しい煙草を取り出した。

「とりあえず、可能性を考えるにしても、まだ問題は多いだろう」

　同意するようにベアトリクスが隣で頷いている。

　確かに、先程ベアトリクスから提示された疑問が解決されたわけではない。

「うーん。人間が一人で短時間にこんな痕跡が残せるか……」

　再び、壁に目を向ける。

　遺体があった場所を中心に広がる、放射線状のひび割れ。その傷は大なり小なりと様々だ。

　だが、冷静に見てみると、大きく抉れているものはそう多くないようだ。

　確かに一人の力では難しいかもしれない。

（ちょっと待って。変な固定観念があったから、余計にわかりにくくなっていたのかも？）

　気分が前向きになれたことで、思考は驚くほど澄すみ渡わたっていた。

　だからこそ、真っすぐにベアトリクスとライオットを見た。

「それって、裏を返せば、複数ならできるわけですよね？」

「……その可能性はあるだろうな」

「だけど、もし複数犯だったとしても、相当な人数が必要じゃないかしら。この町ぐるみで人殺しなんて、そんな馬ば鹿かなことは言わないでよ？」

　どこまでが冗じよう談だんなのかはわからないが、ベアトリクスがくぎを刺さしてきたのに対して、セルリナは苦笑した。

「さすがにそこまで人手はいらないと思います。そうですね。十人もいれば一気に終わる作業なんじゃないでしょうか。それなりの準備と道具が必要かもしれませんが……」

　それを聞いていたライオットが、ふむ、と小さく頷いた。

「なら、どんな集団がどんな目的で娘を襲ったか……ベアトリクス」

　ライオットの意を汲くんで、ベアトリクスが答えた。

「外傷はあるけれども、性的な嫌がらせをされた形けい跡せきはないわ。つまり、そういう目的ではないことは確かね」

「他に遺体に何か特徴はなかったのか？」

「そうは言うけど、女の子たちみんな顔も髪かみの色も全部違うし……」

　ベアトリクスはううんと考え込んでから、「ああ、そういえば」と思い出したように言葉を続けた。

「そういえば、焦げちゃっていてわかりにくかったんだけど……今までの子みんな頸けい動どう脈みやくのあたりに傷があったわ」

「頸動脈？」

　ベアトリクスが自らの首筋を指し示して言った。

「悪魔が血でもすすったのかと思っていたけど、もしそうじゃないとしたら、一体何のためかしら」

　セルリナが首を傾げると、ベアトリクスは困ったように肩をすくめる。

　実際見てもいないものの目的を問われても困るということなのだろう。

「いずれにしても、同様の事件が繰くり返かえされてる以上、犯人はまた新たな獲え物ものを狙ねらってくる可能性がある……。もし犯人が人間なら、何かしらのきっかけや準備のための動きがあるはず。とりあえずは、事件の前に何か予兆がなかったか、過去の被害者を知る人に聞き込みをするぐらいしかできないかも……」

　なかなかに地道な作業になりそうだが、何もしないよりはいいはずだ。

　セルリナは小さくため息をつくと、ライオットを見やった。

「差し当たって神父様、今回の被害者の方とお知り合いなんですよね？　その方の勤め先に連れて行ってください」

　ライオットは軽く片眉を上げた。

「ふむ……やや特とく殊しゆな場所だが……。まあ、依頼主の要請とあっては断れんな」

　何やら含みのある言葉が気にかかった。だが、行ってみなければわからない。

「なら、早さつ速そく今夜行ってみるか」

「はい！」

　セルリナはライオットに約束を取り付けて、教会への帰路へとついた。
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　そこは古めかしい洋館だった。

　広々とした玄げん関かん口ぐちから続く通路にはふかふかの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、壁に掛けられた絵画はセルリナも知る有名画家の手によるもので、田舎いなか町まちと思えない瀟洒な雰ふん囲い気きだ。

　通された広間には猫ねこ脚あしのソファが設しつらえられ、体の線を強調したドレスを着た女性たちが、何人かの羽は振ぶりのよさそうな男性とワインを片手に談だん笑しようしていた。

　鼻び腔こうをくすぐるのは、甘ったるくも淫いん靡びな香かおりで、匂においを嗅かいでいるだけでもぼんやりとしてくる。

　そんな中、腕うでを絡からませた幾いく人にんかの男女が、紗しや幕まくが幾いく重えにも降ろされた奥おくの部屋へと入っていく様子が、ここがどのような場所であるかを知らしめていた。

　セルリナとライオットもまた、そんな紗幕の降ろされた個室に案内されたのだが──

「あのー……、神……じゃない、ライオット……さん」

　セルリナは静かに正面に腰こしかけるライオットへと声をかけた。

　ライオットいわく、基本的には裏うら稼か業ぎようの顔の時に「神父様」と呼んではいけないらしいので、セルリナもそれに合わせて、言われたことには従うことにする。

　それはともかく、目の前のライオットは鬱うつ々うつとした表情のセルリナを気にすることなく、グラスを傾けている。

「なんだ？」

「なぜ、私はここにいるのでしょう？」

「お望み通り、イザベラが務めていた『銀狼亭』という『娼館』に連れてきたが……不服だったか？」

「……不服っていうか、そういう問題じゃなくてですね……」

　思い返せば、歓楽街で事件が起こったのだから、被害者は当然そういった場所に勤めていた女性だという可能性は、想像しようと思えばできたはず。

　実際、ライオットにも「ちょっと特殊な場所だ」と言われてはいた。

　だからセルリナも、修道服ではなく、こっそりとお忍しのびで教会を抜け出すときにでも使おうと思っていた私服を着用してきた。

　だが、そんなことよりも何よりも──

「さっきから、いったい何をしてるんですかあああ！」

　ライオットの傍に侍はべるのは、美しく化け粧しようを施ほどこし、艶なまめかしい衣い装しように身を包んだ、セルリナよりいくつか年上に見える二人の若い女性だ。

　ライオットにお酒を勧すすめてはしなだれかかり、ことあるごとに口づけを求めたりとなんとも楽しそうだ。

　ライオットもまたそれに応えるように杯さかずきを傾ける姿に、セルリナは愕がく然ぜんとした。

　挙あげ句くの果てには、悪びれた様子もなく酒をあおっている。

「何って、ここはこういう場所だろうが」

「それは確かにそうかもしれませんけど、そうじゃなくってですね……！　今は遊びに来ているわけじゃないっていうか……。っていうか、町の人には本ほん性しようを隠かくしてるんじゃなかったんですか!?」

「ここでは、店側も客側も、互たがいの素す性じようを探さぐり合わないし、他言無用のルールがある。気にするな」

「そ、そういうものなんですか……」

　セルリナが口籠もる目の前で、女性がライオットの首に腕を回そうとしていて、何とも目のやり場に困る。

　若干頰を赤らめながら、セルリナは視線を自らの膝ひざへと移す。

「こんなことぐらいで動揺してるのか。まだまだガキの証しよう拠こだな」

「べ、別に動揺なんてしてません！　ただ、ライオットさんの無節操っぷりに呆あきれてるだけです。こんなに侍らせて、お気に入りのお相手が見たら、泣いちゃうんじゃないですか？」

　頰を膨らませてそっぽを向きながらそう言うと、ライオットの傍に侍る二人がくすくすと笑った。

　すると、セルリナの隣に腰かけている、この店の女将おかみだという年配の女性もくすりと微笑んでグラスを傾けた。

「可愛いねえ。あんたを見てると、あたしたちも純じゆん粋すいに嫉しつ妬としたりした時代があったなあって、なつかしく思い出すよ」

（……へ？）

　一瞬、言われたことの意味が分からなかった。

　ライオットがここで楽しんでいることを指し摘てきしただけで、何な故ぜそんな解かい釈しやくになったのかさっぱりわからない。

（嫉妬って……もしかして、私が神父様を好きだとか、そんなこと思われてる!?）

　そう気付いて、恥はずかしさと混乱でセルリナは思わず立ち上がった。

「ちょっ……！　嫉妬なんてしてません！　ていうか、嫉妬するわけがないんです！　わ、私が言いたいのは、そういうのじゃなくて……！」

「はいはい。若い子はみんなそう言うんだよ。だけど安心しな。あたしたちはあくまで仕事。時々、客に想いを寄せちまう子ももちろんいるけど、まあ、娼しよう婦ふと客の恋こいなんて、まともには実らないことの方が多いからね」

　女将に賛同するように、娘二人もうんうんと深く頷いた。

「女将さんの言う通り。実らない恋はしないっていうのが、このお店の掟おきて。その点、ライオット様は変に気を持たせたり誰か一人に執しゆう着ちやくしたりしないから、こっちも割り切ってお付き合いができるの」

「そういうわけだから、安心して頑がん張ばりな。お嬢じようちゃん」

　女将らしい女性はにこりと笑うと、セルリナの肩をぽんと叩たたいた。

「ち……違うんですってば！　安心って……私、別に、ライオットさんとそういう関係なわけじゃあ……って、ライオットさん、ちょっとは否定してくださいよ！」

　ちらりと真正面を見やると、ライオットは酒をぐいと一息に飲み干して一言。

「俺はこんなやかましくて青臭いガキは好みじゃない」

「そうそう……って、ちょっと！　さりげなく失礼なこと盛もり込こまないでくださいよ。もっと、ただの依頼人だとか何とか、言いようがあるでしょう！」

　相変わらずのそっけない態度に、セルリナは涙なみだ目めになる。

「いろいろ注文の多い奴だ。お前が何を思ったかは知らんが、ここに来る目的は主に情報収集と商談だ。そのついでに、こいつらの遊びにも付き合ってやってるだけだ」

　そう言って懐ふところから煙草を取り出すと、左隣に腰かける女性がさっと火をつける。

　その動作はあまりに自然で手慣れてはいるものの、よく見ていると確かにライオットから接せつ触しよくを求めることはない。

　セルリナはそれを見て少しほっと胸を撫で下ろした。

（……って、私ってば何をほっとしてるの!?　神父様がどこの誰と何をしていようが関係ないじゃない！）

　セルリナは自らにそう言い聞かせ、前に置かれたグラスを摑むと、そこに注がれていたジュースを一気に流ながし込こんだ。

　だが、どこかすっきりとしない胸の内に、セルリナは顔をしかめた。

　そんなセルリナの様子をちらりと見て、ライオットがふぅと煙草の煙を吐き出しながら、周囲の娘たちに向けて口を開いた。

「遊びと言えば……イザベラは残念だったな……」

　突とつ如じよ切り出された話題に、娘たちはさっと表情を一変させ顔を強張らせた。

　それを見た女将もまた、弱ったように深いため息をついた。

「知ってたんだね。あの子……最近、いい人ができたってすごく喜んでいたのに、あんなことになって……」

「……いい人？」

　セルリナが首を傾げると、ライオットの隣にいた娘たちが口を開いた。

「うん。最近この町に来た画家らしいんだけど、結構羽振りがよくってね。仕事上、男性と出会う機会は多いけど、結局は遊びとしての疑ぎ似じ恋れん愛あいじゃない？　だけど、彼は町の酒場で声をかけてきてくれたとかで、そういう普通の出会い方が嬉しかったらしくて」

「こんな仕事をしていても気にせず、いずれ結けつ婚こんしよう……って言ってくれていたとかで。あの子、楽しみにしていたのに」

　娘たちは嗚お咽えつをこらえるように口元を押さえた。

「事件が起こった日だって、彼と遠出するんだって、随分おめかししてね。朝から張り切って出て行ったよ。それがまさか、こんなことになるなんて……」

　女将もまた悲しみをこらえるように目め頭がしらを押さえた。

　にこやかに出て言った娘が、翌日の朝には黒焦げとなった遺体となって発見されるなど、誰が想像しただろう。

　あの凄惨な事件現場を、この娘たちも見たのだろう。

　セルリナは痛む胸を抑えながら、女将にハンカチを差し出した。

「本当に痛ましくて悲しい出来事だったと思います。それで……その彼から、なにか連れん絡らくはあったんですか？」

　それに三人は悲しそうに首を振った。

「最後に会っていたはずだろうから、話を聞きたかったんだけどね。どこにいるのやら……。あの子がよく通っていた酒場にも足を運んでみたんだけど……」

「行ってみたって……その人のことは知ってるんですか？」

　女将が店の娘の交友関係まで把は握あくしているとは意外だった。

　だが、女将は少しだけ嬉しそうに微笑んで言った。

「まあね。ここに居る子たちは、あたしの娘みたいなもんだからね。みんなそういったことは話してくれるんだよ。それに何度か一緒に歩いているのを見たことがあったからね」

　本当に我わが子のように思っているのだろう。懐なつかしむように愛いとおしそうに優しく微笑む女将に、心が温かくなると同時に、わずかにうらやましく思った。

（いい人たちだな。一人一人の生き方を尊重しながら見守ってくれる人がいるって、なんて幸せなんだろう）

　セルリナの両親は決してそんな生き方を許してはくれなかっただろう。

　だけど、今はたとえそれが契約というものであったとしても、セルリナの意見を尊重してくれる人がいる──そう思うと少し嬉しかった。

（私が決めたことを支えてくれる人がいる。なら、私も頑張らないと……！）

　セルリナは決意を込めて、女将に最後の問いを投げかけた。

「その人って、いったいどんな人だったんですか？」

「うーん。ちょっと軽そうな男だったけどね。ちょっと長めの金髪で……顔はまぁ、彫ほりが深くて、ちょっと垂れ目の優やさ男おとこ風だね。お洒落しやれのつもりか、蝶ちようネクタイにベストをつけていたんだけど、これがまた派手でね」

　疲れたように女将は薄く笑った。

　顔はよくても、どうやら服の趣しゆ味みは女将の意には若干そぐわなかったらしい。

　芸術家らしいと言えば聞こえはいいかもしれないが、なかなか奇き抜ばつな風ふう体ていなようだ。

（どこかで見たような人物像だけど……とりあえず、これで聞きたいことは聞けた）

　セルリナがライオットを見やると、彼は一つ頷いた。

「……そいつがうまく見つかるといいな。今日の代金だ。これで弔とむらいの酒でも買ってやれ」

　再び目に涙を溢あふれさせる女将にライオットは革かわ袋ぶくろを握らせると、個室を出て行った。

　女性たちに一礼し、セルリナもまたライオットを追って娼館を後にした。







　娼館を出て、ライオットの後ろを歩きながら、セルリナはぽつりと呟いた。

「……いい人たちでしたね。私……ちょっと誤解してました」

　その言葉にライオットがふと立ち止まり、こちらを振り返る。

「誤解？　何をだ」

「いやあ、その……娼館って、もっとド派手ではしたない女性の居る場所だと思っちゃってたんです。でも、女将さんをはじめとして、仲間を想い合う素す敵てきな人ばかりでした。私ったら、固定観念で決めつけちゃって、視野が狭せまかったなあって」

「まあ、お前よりはいい女ばかりであることは確かだな。あいつらは、会話や応対だけでも客を悦よろこばせる方法を熟知している。それはつまり、常々から周囲にしっかり目を配っているということだからな」

　せせら笑うライオットに、セルリナはむっと頰を膨らませた。

「わ、私だって、頑張れば少しくらいはできますよ！」

「ほう。男嫌いのお子様が、か？　じゃあ、やってみろ」

「い、いいですよ！　神父様相手なら拒絶反応も出ないし、全然平気です！」

　こうも煽あおられては、引くわけにもいかない。

　セルリナは気合を入れて、ライオットの近くに歩み寄った。

「よしっ！　行きますよ」

「宣言してやり始めようとする段階で、雰囲気が台無しだとは思わないのか？」

「うっ……。だ、黙だまっててください」

　軽く睨にらみながらも一瞬躊ちゆう躇ちよした後、ライオットの傍に寄り、思い切ってしなだれかかった。

　確か、娼館の娘たちがライオットに侍りながら、こうしていた気がする。

「……おい、クソガキ。重いだろうが」

「ううっ。黙っててくださいってば！」

（……で？　この後どうするんだっけ？）

　勢いに任せてみたはいいが、その先は未知の世界だ。

（と、とにかく、色気を出さないと！　そう！　ここで、男性が喜びそうな色っぽい台詞せりふ！）

「う……うっふ～ん、あっは～ん」

　我ながらお粗そ末まつなお色気表現だと思うが、これがセルリナの精せい一いつ杯ぱいだった。

「……」

　ライオットからのうんざりとした視線と、落ちる沈ちん黙もくが辛い。

（こ、こうなったら奥の手……いざ、セクシーポーズを！）

　とばかりに、艶めいた踊おどり子こをイメージしながら両腕を上げて胸を強調しつつ、腰をくねらせ──ようとしたのだが。

「ぐっ」

　真横に居たライオットの顎あごに肘ひじ鉄てつが直撃するという悲劇が待っていた。

「……お前……」

「ひ、ひいっ！　すすすいません！」

　慌ててぺこりと頭を下げるが、今度はそのままの勢いでライオットの脇わき腹ばらに頭ず突つきすることとなった。

「ぐおっ……」

「あああっ！　決してわざとじゃなくて……」

　脇腹を押さえながらゆっくりと顔を上げるライオットのつり上がった瞳が恐ろしい。

「ひえええっ」

「お前……いい加減にしろ」

　苛いら立だちに口元をひくつかせたライオットが、右手でセルリナの頰をがっと挟はさむ。

「す、すひはへん！　慣れないほろをふるはら」

「……何を言ってるかわからんな」

「らって、しゃへりにふいはらー！」

　両頰を摑まれてひしゃげた顔になりながらも必死に訴えかけるセルリナの滑こつ稽けいな姿に毒気を抜かれたのか、やがてライオットは手を離はなし、ため息をついた。

「だから言っただろう。お前なんぞが色気を出せると思うことがおこがましい」

「ううっ……こんなはずじゃあ……」

「悔くやしけりゃ、相手の意図を汲めるくらいになってみせろ」

　そのまま踵を返して再び歩き始めてしまったライオットの背中を恨めし気に睨みながら、セルリナはあることに気付いてはたと目を見開いた。

（……って、私、今、我ながらかなり思い切ったことをしたなあ）

　かなり雑ではあったが、一応ライオットに色いろ仕じ掛かけをしようとしていたのだ。相手を男性扱いしていないとはいえ、元々大の男嫌いである自分にしては驚きの行動だ。

　この状況に順応しつつあるという点では、自分も少しは成長したのかもしれない──と、セルリナは思った。

「おい、いつまでぼーっとしている。置いていくぞ」

「へっ？　は、はいっ」

　ライオットからのかけ声に我に返って、セルリナはライオットの後を追いかけた。
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　歓楽街を抜けた二人は、その足でベアトリクスの診療所へと向かった。

　事情を知っているというだけでなく、人探しという目的においては、町中で仕事をしているベアトリクスの方が顔が広いのではないかという理由で、協力を仰あおぐことになった。

　というのも、「あたしとライオットちゃんの仲じゃない！　乗りかかった船だから、協力するわ！」と、ベアトリクスの方から調査に参加することを申し出てくれたからこそだが。

「うーん……若い画家ねえ」

　耽たん美びな容よう貌ぼうのベアトリクスが診しん察さつ用ようの椅い子すに腰かけ、長い足を組みながら考え込む姿は、絵になる。

　そんなことを考えながら凝ぎよう視ししているセルリナの前で、ベアトリクスは頰に手を当てて首を傾げた。

「残念ながら、あたしも会ったことはないわね。そんな特徴的なイケメンなら、一目見れば忘れるはずがないんだけど」

「そうですか……」

　肩を落としたセルリナだったが、ベアトリクスが「あ、そういえば──」と言葉を続けたことで、慌てて再び顔を上げる。

「前回の被害者──墓地で発見された女の子のことなんだけど、あの後、遺品から身元が判明してね。町の肉屋の娘さんだったわ」

「それは……御愁傷さまです……」

　身元が判明し、遺体が遺族の元に帰れたことは何よりだが、決して喜べることではない。

　お気の毒に──と言葉を続けようとしたセルリナを、ベアトリクスの次の言葉が遮さえぎる。

「その子、どうやら親の制止をふりきって、以前から夜遊びを繰り返していたみたいよ。で、事件の起きた夜も一人酒場に出かけて行ったみたいなんだけど──何でも、その直前に、友人に『絵のモデルを頼たのまれた』って自じ慢まんしていたみたいなのよね」

「えっ……!?　それって、まさか……」

　驚いて声を上げたセルリナに、ライオットもまた頷く。

「もしかすると、イザベラの相手の画家と何か関係があるかもしれないな」

　特徴も身元もばらばら、とされていた被害者が、ある一点で繫つながった。

「共きよう通つう項こうが見つかったのはいい兆きざしだろう。次はそいつを探れば何か出てくるかもしれんが……」

「それってつまり、この事件はやっぱり人間の仕業……という可能性が色いろ濃こくなったってことですか？」

「そういうことだろうな」

　ライオットは小さくため息をついた。

「こうなってくると、本来俺の仕事からは外れて、自警団に報告してもいい話なんだが」

「でも、悪魔の仕業だと思い込んでる人々が、そう簡単に納得しますかね？」

「そうだな。同時期に悪魔が増えてきているのも事実だ。まだまったくの無関係と断定し切れない以上、自警団に伝えたところで及および腰ごしになるのが関の山だ。……ちっ、面倒なことだ」

　自分の髪をくしゃりとかいて、懐から取り出した煙草に火をつける。

　そんなライオットを横目で見ながら、セルリナはうーんと考え込んだ。

「とにかく、画家を洗ってみましょうか。……とはいっても、どうやって足取りを摑めばいいのかわかりませんけど……」

「まあ、そんなに難しいことじゃないと思うわよ。観光地でもないベルンに、画家なんてそんなに沢山はいないだろうし」

　ベアトリクスが助け船を出してくれる。

「それに……イザベラって子がナンパされたっていう酒場だったかしら。あそこは、前回の被害者の家の近くなのよ。モデルをして欲しいなんて、女の子に声をかける時の丁度いい誘さそい文句だと思わない？」

「ってことは、被害者二人とも、その酒場で画家に声をかけられたのかもしれない──ってことですね！」

「その可能性は高いわね。ああ……イケメン画家なら、是ぜ非ひあたしもナンパしてくれないかしら。そんじゃそこらの小娘なんかより、ずっと絵画映ばえするモデルだと思うんだけど」

「モデルをナンパ……」

（若い女性をターゲットに、絵画のモデルを探している画家……。その人に、手っ取り早く出会うためには……あっ）

　セルリナはぽんっと手を叩いた。

「そうだ！　今回も私が囮になって、その美形画家をおびき寄せるっていうのはどうですか？　悪魔相手だってできたんですから、人間相手なんてきっと楽勝ですよ！」

　だが、ライオットがそれを鼻で笑って一蹴した。

「安直だな。その画家がどんな奴なのかも、何を企たくらんでいるのかもわかってないのに、もう勝った気分か」

「そこまでは思ってませんけど、でも、不思議な力を使ってくる悪魔より、人間の方がまだ太刀打ちできるような気がするじゃないですか」

「どうだかな。この間の囮の時とは状況が違う。俺が悪魔のことを理解していたからこそ囮をやらせたが、何をしたいのかわからない人間相手ではお前の命の保障はせんぞ」

「悪魔の方がわかるって……神父様らしいですけど。人間相手なら、私だってなんとなく何を考えてるかわかりますし、その場で私でも対応できるんじゃないかと思うんです」

　頰を膨らませて反論していると、ベアトリクスが口を挟んできた。

「要は、ライオットちゃんってば、セルリナちゃんのことが心配なのよね？」

「……契約者だからな」

　ライオットは苦々しい顔で答えた。

　すると、ベアトリクスはにこりと微笑んで手を打った。

「それなら、あたしが一緒に行ってあげるわ」

「えっ？」

　突然の申し出に驚いていると、ベアトリクスが楽し気な表情でウインクしてきた。

「あたしが女装して、セルリナちゃんと二人で画家をおびき寄せるの。そうすれば安心でしょ？」

「ベアトリクスさん……！」

　確かに、女性と見紛うほどの美び貌ぼうをもつベアトリクスだ。女装すれば、若干身長が高すぎる気はするが、モデルにうってつけの美女にはなるだろう。

　ベアトリクスの頼もしい提案に、思わず顔を明るく輝かがやかせたセルリナだった。──が、

「それに、セルリナちゃんだけじゃあ、ナンパされない可能性もあるでしょ？　美貌と長身を持つあたしが一緒にいた方が、確率はぐっと上がると思うのよね」

「あーー……なるほど、そういうことでしたか」

　遠回しに見た目が地味だと言われたことに気付いて、げんなりと肩を落とす。

　ライオットはしばらく黙りこくっていたが、小さくため息をついて口を開いた。

「……いいだろう。その方向でいくぞ。俺も近くで様子を見守るが、もし画家が変な動きをした時は──ベアトリクス、わかってるな？」

「もちろんよ。捕まえたらいいんでしょ？　ライオットちゃんほどじゃないかもしれないけど、力には自信があるから、任せておいて」

　ベアトリクスが力強く頷く。

「わかった。なら、明日の夜にそいつをおびき出す」

「了りよう解かい。そのためにも……まずは入念に準備をしなくっちゃね」

　ベアトリクスはセルリナの方を向いてウインクしてきた。

　その意味が解らずきょとんとするセルリナを置いて、ベアトリクスは鼻歌交じりに自室へと姿を消した。

「どうせろくでもないこと考えてるんだろう」

　ライオットが深いため息を落として診療所を出て行こうとするのを、セルリナは慌てて追いかけた。
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　翌日の夕暮れ時。

　教会での業務を終え、礼拝堂を早めに閉めたセルリナとライオットは、町でベアトリクスと合流し、彼かれの提案で繁はん華か街がいへと向かうことになった。

　向かった先は酒場──ではなく、何な故ぜかベルンでは一番新しく、若者たちが好んで出入りする洋服屋だった。

　店の最さい奥おうの試着室のカーテンが勢いよく開かれると、そこからベアトリクスが出て来た。

　ぼんやりと試着室前で待っていたセルリナは、その姿に目を見張った。

「どうかしら？　このワンピース」

　ベアトリクスが一回転すると、ワインレッドの丈たけの長いワンピースの裾すそがふわりと広がった。

　長い髪かみは高く結ゆい上あげられ、色とりどりのガラス玉だまがあしらわれた髪かみ飾かざりをつけている。程ほどよく化け粧しようを施ほどこされたその顔は、ベアトリクスの美び貌ぼうを一層際きわ立だたせる。胸にはちゃっかり二つのふくらみもあり、どこからどう見ても見み目め麗うるわしい女性にしか見えない。

　そんなベアトリクスの美女っぷりに、セルリナは感かん嘆たんのため息をついた。

「うわっ……ベアトリクスさん、凄すごく綺き麗れいですね！　私なんかより全然女子力が高い……！」

（身長が高すぎるのは、ちょっと違い和わ感かんがあるけど）

　その感想は余計だろうと判断し、言葉を飲のみ込こむ。

「当たり前じゃない。日々、美容には気を遣つかってるんだから。安物の服や装そう飾しよく品ひんがまるで高級品に見えるように、煌きらびやかに、かつ華はなやかに着こなすのが私流よ」

　確かに、ベアトリクスが身に着けていれば、どんなガラス玉でも本物の宝石のように思えて来る。溢あふれ出でる自信と貫かん録ろくのなせる業わざだろうか。

「セルリナちゃんも女なら、もうちょっと自分磨みがきをした方がいいわよ？　ね、ライオットちゃんもそう思うでしょ？」

　離はなれた場所で書物を読んでいたライオットは振ふり向むきもせず、うんざりとした様子で答えた。

「どうでもいい。そんなことより、浮うかれてないで、きっちり仕事しろよ」

「わかってるわよ！　まったくもう、つれないわねえ」

　露ろ骨こつに残念そうな顔をするも、ベアトリクスはくるりと振り返ると、今度はセルリナにずずいと詰つめ寄よって来た。

「で、セルリナちゃん。あんたも突つっ立たってないで、さっさと服を選びなさいよ」

「えっ？　いや、私は別に、この服があるから……」

　普ふ段だん修道服を着ていて必要性を感じないこともあって、あまり私服の持ち合わせがない。

　着回しの効く極きわめてシンプルな白のブラウスに、ひざ下丈のスカートといった組み合わせでいいだろうと思って高をくくっていた。

　だが、それにはベアトリクスが呆あきれたようにため息をついた。

「あんたねえ。もしかして、そんな恰かつ好こうで囮おとりをやるつもりだったの？　本気で男を釣つるつもりなら、それなりに気合を入れなさいよ」

「そ、そんなこと言われても……」

　これまでお見合いをさせられるたびにそれなりにめかしこんできたが、どれも両親が勝手に選んで買ってきたドレスや、美しい長ちよう姉しのお下がりばかりだった。

（自分で選べって言われても、何をどうしたらいいかわからないし）

　そもそも、似合いもしない派手な服を、男性のために着る──という行こう為いもまた苦手だった。

　悩なやみ込こんで静止したままのセルリナを見み兼かねて、ベアトリクスがやれやれと肩かたをすくめる。

「仕方ないわね。あたしが選んであげるわ。あたしが綺麗系の恰好だから、あんたは可か愛わいい系の……そうね、これなら、あんたが着ても違和感はないし、男受けもいいんじゃない？」

　店内に並ぶ衣服の棚たなに向かって手早く選び始めたベアトリクスから、若草色のワンピースと白い上着を手て渡わたされ、セルリナは「おおっ」と声を上げた。

「確かに、地味過ぎず派手過ぎずで、可愛いかも……」

「このあたしの見立てなんだから、当然でしょ。ほら、試着してみなさいよ」

　ベアトリクスに促うながされるままに試着室に入り、身に着けてみると、サイズもぴったりだ。

　カジュアルな中にも品のよさがある組み合わせで、鏡に映る自分が、華やかになったように見える。

（なるほど、こういうのが、男性受けがいいのね）

　男性であり、なおかつ女性的な感性ももつベアトリクスが勧すすめるのだから、間ま違ちがいはない気がする。

（神父様はどう思うんだろう）

　と、一いつ瞬しゆんそんなことを考えたが、

（……って、そんなの関係ないじゃない。私が何を着ようが、どうせ神父様はガキ扱あつかいしてくるんだから！）

　勢いよく試着室を開き、外で待つベアトリクスに向けて「これにします！」と声をかけた。

　だが、そこで待っていた人物に目を点にした。

「あ……あれ？　神父様？」

　見上げると、ライオットが頭の天てつ辺ぺんから足の先までをじっくりと見下ろしてくる。

「……ふん。衣い装しようの力は偉い大だいだな。ガキでもそれなりに見えるじゃないか」

「なっ、なっ……！」

　先ほどまで離れていたところで読書をしていたはずのライオットが目の前に居たことに驚おどろいて、口をパクパクさせて反応ができない。

　そんなセルリナにライオットはにやりと笑うと、待機していた店員を呼び止め、懐ふところから出した銀貨を握にぎらせた。

「おい。クソガキ。ぐずぐずするな。さっさと行くぞ」

「へっ？　あ、あの、この服って……」

「囮のための服なんだろう？　必要経費だ」

「えっ!?」

　足早に歩き出したライオットを見つめて目を白黒させていると、店の奥おくから先ほどの衣服に加えてふわふわのファーまで首に巻いたベアトリクスが追いかけてきた。

「えー。じゃあ、あたしのも買ってよ。ライオットちゃん」

「貴様は趣しゆ味みだろうが。自分で買え」

　言い捨てると、ライオットはそのまますたすたと店の外へと出て行ってしまった。

「まったく。プレゼントだって素す直なおに言わないのがライオットちゃんらしいけど、よかったわね。セルリナちゃん」

　ベアトリクスにぽんと肩を叩たたかれ、セルリナははっと我われに返った。

（プレ……ゼント？　神父様からの？）
















　改めて自分の身に着けたワンピースを見下ろし、セルリナはこみ上げる喜びに、思わず顔を綻ほころばせた。
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　囮用の服に着き替かえたセルリナとベアトリクスは、目的の酒場に入り、窓まど際ぎわの席を陣じん取どって座っていた。

　この席ならば、店の外からでも姿が見えるだろう──という考えからだ。

　少し離れたカウンター席では、黒いコート姿のライオットが、他人のふりをして酒を呷あおりながらもこちらに視線を送っているのがわかる。

「そのお目当ての『画家』は、本当に来るのかしらねえ」

　カクテルの入ったグラスを手で弄もてあそびながら、物もの憂うげな表情のベアトリクスが言った。

　その仕草は女性そのもので、スリットの入ったロングスカートから見みえ隠かくれする長い脚あしからは色気さえ感じる。

「わかりません。……けど、これだけ立て続けに事件が起こってるんですから、もしその画家が本当にこの事件に関わってるなら、次の標的を捜さがすために動き出してもおかしくはない頃ころ合あいなんじゃないでしょうか」

　わずかに緊張感を帯びた顔のセルリナもまた、「照明の暗い酒場でもそれなりに目立つように」と、ベアトリクスによって化粧を施され、いつもより艶あでやかな容よう貌ぼうとなっている。

「まあ、こういう恰好で飲むのもなかなか楽しいから、もし無む駄だ足あしになっちゃっても、あたしは別にいいんだけどね」

　ベアトリクスは、その言葉の通り、いつもの町医者の恰好をしている時よりも生き生きしているようにさえ見える。

「それにしても、女を落とす若い画家ねえ……。一体どんなイケメンが来るのか楽しみだわ。……といっても、あたしやライオットちゃんに比べれば、大したことはないんでしょうけど」

　自信過か剰じようにも聞こえる言葉だが、ベアトリクスが言うと妙みように納なつ得とくできてしまう。

（確かに、神父様もベアトリクスさんもタイプは違ちがうけど、人並み外れて綺麗だものね）

　今は大分見慣れて来たものの、場所の雰ふん囲い気きが変わるだけでもまた違った美しさが引き出され、思わず見とれてしまうこともある。

（そういえば、ベアトリクスさんと二人きりって、珍めずらしい状じよう況きようよね）

　変わり者であることには違いはないが、ライオットと比べて気さくな性格のベアトリクス相手だと、何だか話しやすい気分になる。

　そのため、いつやってくるかわからないナンパ待ちという暇ひまな状況に乗じて、ふと思い付いたことを聞いてみた。

「そういえば……ベアトリクスさんって、神父様のことをとても気にかけてらっしゃるんですね」

　ベアトリクスは一瞬驚いたようだったが、すぐに「そうねえ」と口を開いた。

「あたしは美しいものが好きなの。見た目はもちろんだけど、何かに真しん摯しに向かう姿勢とか、そういった内面の美しさも込みでね。今のところ、あたしのお眼鏡めがねにかなうのはライオットちゃんくらいかもしれないわね」

「それはつまり、その……ベアトリクスさんは、神父様のことが好き……なんですか？」

　以前から、ベアトリクスのライオットへの態度は、恋こい慕したう男性を追いかける熱ねつ狂きよう的てきな女性のようにも見えていた。

　それゆえの問いかけに、ベアトリクスは少し考え込んだ。

「うーん、どうかしらね。あたしってこんな感じでしょ？　だから、なかなか腹を割って付き合ってくれるような相手っていないのよね。ライオットちゃんの内面を知ったきっかけは偶ぐう然ぜんだったけど、お陰かげで今はいい関係を築けてると思ってるわ。ライオットちゃんは素直じゃないし、つれないけど、噓うそは言わないからね。そこに恋れん愛あい感情があるかどうかは……まあ、ご想像にお任せするわ」

　どこか楽し気な笑えみを浮かべたベアトリクスからは、大人の余よ裕ゆうを感じる。それもまた、飽あくことなく自分を磨いてきたことからくる自信が、彼を内面から艶つややかに輝かがやかせているのかもしれない。

（内面も大切……かあ）

　たとえばベアトリクスは、中性的な外見だからこそ、人一倍自らの美を追求してきたのだろうし、ライオットが祓魔師エクソシストとして他者の追つい随ずいを許さないほどの専門知識と実力を兼かね揃そろえているのも、自分に厳しく並なみ々なみならぬ努力をしてきたからだろう。

（思えば私は今まで、居い心地ごこちのいい場所を求めるばかりで、何か一つの物事を突き詰めて努力してきたことがなかった気がする）

　何らかの目標や、やりたいと思えることを見つけて、それを達成すべく努力したのだと自分自身が誇ほこれる経験があれば、自分もまた、彼らのように力強い存在になれるのだろうか。

（そうすれば私も、神父様に助けてもらってばかりじゃなくて、正々堂々と横に立てるようになれるのかな？）

　いつか、そうなりたい。──不意にそんな気持ちが芽生えた。

「私も、自分磨きをしないとなあ……」

　神しん妙みような面おも持もちで思わず呟つぶやいていたセルリナを、しばらくの間のんびりと眺ながめていたベアトリクスが、少し肩をすくめながら言った。

「そうよ。せっかくの人生なんだから、もっと貪どん欲よくになりなさいよ。……でも、あんたも出会ったばかりのちんちくりんだった頃に比べれば、大分ましになって来たけどね」

「えっ……？」

「あの頃は所在ない感じというか、おどおどしてるように見えてたけど、徐じよ々じよに度胸がついてきたんじゃない？　ちゃんと意見も言うようになってきたし」

「そうでしょうか……」

　言われて初めて、ここ数日の自分を思い返してみる。

　自覚はなかったが、確かに、物事に対する姿勢や考え方に変化はあったのかもしれない。

（ベルンに来て、初めて経験することばかりだったから……戸と惑まどいはあったけど、学ぶことも多かったのかもしれない）

「神父様と一いつ緒しよに居ると、悪あく魔まに出会ったり、囮をすることになったり……吃驚びつくりすることだらけでしたから。そうやって神父様に鍛きたえられてきたおかげで、度胸がついてきたっていうのは確かかもしれませんね」

「まあ、あのライオットちゃんとここまで渡り合えてるだけでも、なかなか肝きもが据すわってるわよね」

　ベアトリクスはくすりと不敵な笑みを浮かべると、セルリナを覗のぞき込こんだ。

「ところで、そういうあんたこそ、ライオットちゃんのことをどう思ってるわけ？」

「……へっ？　わ、私ですか？」

　不意打ちで返された質問に、セルリナは慌あわてて首を横に振った。

「私は……えーっと、ほら、『神に仕える身』ですから、恋愛なんてするわけもなく……」

「神に仕える身、ねえ。その割に、全然神に祈いのってる姿を見たことがないんだけど？　食事の前とかに神に感謝しなくていいわけ？」

「うっ」

　鋭するどいベアトリクスには、どうやら見み抜ぬかれていたようだ。

「そ、そりゃあまあ、私は信しん仰こう心しんのない不誠実な修道女かもしれませんけど……。そもそも、私は恋愛に興味がないからこそ、修道女になったんです。それなのに、まさか神父様をどうとか思うはずが……」

「本当にそうかしら？　あんたが変わってきたのって、ライオットちゃんの影えい響きようでしょ？　あんたにとってライオットちゃんは、大きい存在になってきてるんじゃないかしら。それこそ、上司と部下だとか、契けい約やく者しやと依い頼らい人にんだとか、そういう関係以上にね」

「え……？」

　セルリナはどきりとした。

　確かに、他の男性に対しては出ていたはずの拒きよ絶ぜつ反応が、ライオットに対しては出なくなっていった。

　それだけではない。娼しよう館かんで女性を侍はべらすライオットにもやもやしたり、服を買う時にライオットにどう思われるのかが気になったこともあった。

　もし、それらの理由が、知らずしらずのうちに抱いだき始めていた、甘あま酸ずっぱい気持ちなのだとしたら……

（って、そ、そんなわけないじゃない！　私ってば、ベアトリクスさんの口車に乗せられて、何を納得しかかってるのよ！）

　ぶんぶんと大きく首を横に振り、セルリナは思わず立ち上がりそうな勢いでベアトリクスに食くって掛かかった。

「お、おかしなこと言うのはやめてください。そもそも、あの神父様に恋こいをするとか、それこそ不毛ですよ！　私をクソガキ扱いしてばかりなんですから！」

　だがベアトリクスは、いよいよ面おも白しろくなって来たといわんばかりの視線を送ってくる。

「だから、そういうところが駄だ目めだって言ってるのよ。何も始まっていない段階から、努力もせずに諦あきらめちゃうわけ？」

「ど、努力って……」

「恋っていいわよ？　恋こい焦こがれる相手のことを思えば強くなれるし、少しでもいい女になりたいって思えるし、自分磨きの原動力になるのよ。それを認める前に無む下げにしちゃうなんて勿もつ体たいないじゃない。あたしだったら、自分の心境の変化をもっと前向きに受け入れるけどねえ」

「そ、そんなこと言われても……」

　もっともらしい理論を並べ立てられ、思わず口くち籠ごもったセルリナに、ベアトリクスがふふっと微笑ほほえんだ。

「まあ、せいぜい悩みなさいな。これもまた経験よ。もしあんたがライオットちゃんに対して本気になるっていうんだったら、応おう援えんしてあげてもいいわよ？　ま、今のままのあんたじゃあまだまだ相手にされないことは事実だろうから、かなりのスパルタ教育は覚かく悟ごしておいてもらうけど」

「も、もうっ！　ベアトリクスさんったら！　何度も言いますけど、そんなことありえませんから！」

「えーー。つまんないわねえ」

　冗じよう談だんめいたベアトリクスの言葉に、セルリナが頰ほおを膨ふくらませた、その時──

「やあ、お二人さん。こんな夜に綺麗な女性が二人だけで飲んでいるなんて、勿体ない！　僕ぼくもご一緒させてもらっていいかな？」

　突とつ然ぜん軽かろやかな声がかかってきた。

　ベアトリクスとの会話につい夢中になってしまっていたが、ハッと我に返り、顔を上げて声の主の方を見ると、そこには金きん髪ぱつを肩より少し長く伸のばした、垂れ目がちの若者が立っていた。

　奇き抜ばつな色合いのネクタイが真っ先に目に留まる。

　この特とく徴ちようは、まさに──

（もしかしなくても、この人が噂うわさの画家……よね？　本当に来た……！）

　思わずごくりと息を吞みそうになるのを堪こらえる。

　だがそれ以上に驚くべきことがあった。

（って、この人……教会でナンパしてきた人じゃない！）

　あの時は緊きん張ちようしていたため、その奇抜な特徴に留意していなかったが、思い起こしてみればまさに先日、礼拝後に声をかけて来た男だった。

　そんなセルリナをよそに、その男性はふっと笑みを浮かべながら、髪をさらりと流す仕草をした。

　どうやら、ベアトリクスの手によってめかしこんだセルリナが、あの時の修道女であることに気付いていないようだ。

「お二人のような美しい女性を見ていると、創作意欲が湧わいてくるよ！」

　そんな歯の浮くような台詞せりふを恥はずかし気もなく言ってくる。

「そ、創作意欲……ってことは、えっと、貴方あなたは芸術家か何かなんですか？」

「ああ、僕の名はスティーブ。最近この町で活動をしている画家なんだ」

「う、うわあ、画家なんて凄いですね。どんな絵を描かいてるのか、き、気になりますっ」

（声が震ふるえないように……棒読みにならないように……！）

　と気を付けながらも、話題を広げてみせると、スティーブという名の画家は嬉うれしそうに微笑んだ。

「ありがとう。実はちょうどモデルを探しているんだけど、この後時間があるようなら、もしよければ協力してくれないかな？　可愛らしいお嬢じようさんと美しいお姉さん……二人なら、とてもいい絵を描けると思うよ」

　そう言いながら馴なれ馴なれしく近づいてきたスティーブに、ベアトリクスが妖よう艶えんな笑みを浮かべながら言った。

「あら、あたしを誘さそうなんてお目が高いじゃない」

　……が、

「……あ、あれ？」

　美しい見た目とは裏腹の、ベアトリクスの低音声に違和感を覚えたのか、スティーブが目を丸くして固まった。

「え、えーっと、君は、そのう……」

「なあに？　このあたしの美しさに驚いちゃったの？」

　悩ましげに微笑みながら立ち上がったベアトリクスを、スティーブはぎょっとして見上げた。

　身長はベアトリクスの方が圧あつ倒とう的てきに高く、力比べをしたらどちらが勝つかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　ベアトリクスがただの『女性』ではないことに気付いたのか、スティーブは視線を泳がせ始めた。

「ああーー……その、僕は君の方がタイプかも知れないな」

　慌てたように、セルリナの方へと視線を向けてくる。

「何よ。あたしじゃ不満ってわけ？」

「い、いやあ、そういうわけじゃないんだけど……」

（ベアトリクスさんが女性じゃないことに気付いた途と端たんに、この態度の変わりよう……。やっぱり、非力な女性だけを狙ねらってる……？）

　二人のやり取りを見ながら黙だまり込こんでいたセルリナの肩に、突然スティーブが腕うでを回してきた。

「ひっ」

　セルリナの強こわ張ばった表情に構うことなく、スティーブはずいっと顔を近づけて来た。

「遠目に見た時から、実は君のことが気になっていたんだ。ねえ、いいだろう？　この後、君と僕と二人きりで……」

（い、いやあああああ）

　セルリナが顔をひきつらせた、次の瞬しゆん間かん。

「俺おれの連れに何か用か？」

　突然かかってきた声に、スティーブの動きが止まった。

　スティーブを睨にらみ付つけるようにして立っていたのは、それまで様子を窺うかがっていたライオットだった。

　端たん整せいな顔立ちのライオットの睨みは、必要以上に凄みがある。スティーブは圧倒されたかのようにたじろいだ。

「な、何だお前は？　お前には用はないぞ！」

「そうか。だが俺はお前に用がある。……イザベラという名の女を知っているな？」

　その名を聞いた瞬間、スティーブの顔色が明らかに変わった。

「……知っているようだな」

「なっ……し、知らないぞ。お、俺は……」

「一いち人にん称しようまで変わってるぞ。人をだますつもりなら、もっとうまくやれ」

　そう言い終わるが早いか、ライオットの拳こぶしがスティーブの鳩尾みぞおちに入っていた。

「ぐえっ」

　小さく呻うめいて倒たおれ込こんだスティーブの身体を、ライオットが受け止める。

「なんだ、酔よっぱらったのか？　酒場は、酒の弱い奴やつが来る場所じゃない。さあ、店に迷めい惑わくがかからないうちに帰るぞ」

　周囲の客に聞こえるようにわざと大きな声でそう言ってから、スティーブを引きずるようにして店の扉とびらへと向かう。

　セルリナとベアトリクスもまた、慌ててその後を追った。
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　酒場を出て、人ひと気けのない裏路地に入ると、ライオットは気絶したままのスティーブを縄なわで手て際ぎわよく縛しばり上あげると、近くの井い戸どから汲くんできた水を勢いよくかけた。

「ぶはっ！　げほっ、げほっ」

　ライオットの容よう赦しやのない行為によって目を覚ましたスティーブは、大きくむせかえって、自分が縛られていることに気付いて声を荒あららげた。

「ひいっ！　な、何なんだ、あんたらは！　って、もしかしてその顔……教会の神父か!?」

「何だっていい。それよりも、今から質問することに答えろ」

「な、何のことだよ！　とにかく、離せよ！」

「うるさい。貴様に指図されるいわれはない。……ああやって女を誘っては、殺していたんだな。お前も同じように殺されたくなかったら、洗いざらい吐はけ」

　開き直ったライオットの鋭えい利りな刃は物もののように鋭い眼光に睨まれ、スティーブは震えあがった。

（さすが神父様……。聖職者だとは到とう底てい思えない迫力だわ……）

　尋じん問もんすら手際がよく、様さまになってしまうライオットに、セルリナはいよいよ「この人は本当に神父なのか？」と突っ込みたくなってしまったが、今はそういう状況ではない。

　有う無むを言わさぬライオットの態度に命の危険を感じたのか、スティーブは手のひらを裏返したかのように及および腰ごしになった。

「ち、違うんだ！　誤解だ！　お、俺はただ雇やとわれて、指定の場所に女をおびき寄せていただけなんだ！　殺人なんかしてねえ！　信じてくれ！」

「雇われて？」

　新たに降って湧いて出た情報に、セルリナは驚きを隠かくせず、思わず声を上げた。

　スティーブの胸むなぐらをつかんでいたライオットもまた目を細める。

「誰だれに雇われた？」

「詳くわしい名前とかは知らねえよ！　俺が知ってるのは、依頼人はいつも目ま深ぶかにフードを被かぶっている男で……妙に羽は振ぶりがいいってことだけだ！　こんな簡単な仕事を引き受けるだけで、かなりの金額を渡してくるんだからな！」

　あまりに小物感の漂ただよう態度から噓はないと判断したのか、ライオットは舌打ちした。

「ちっ、使えない奴だ。おい、貴様。その取引の場所に案内しろ」

「なっ！　そんなことをしたら、俺の方が口くち封ふうじで消されちまう！」

「今ここで消してもいいんだぞ」

「そ、そんなあ」

　泣きそうな声を出して項うな垂だれたスティーブに、セルリナが慌てて声をかけた。

「もしその雇い主が手を出そうとしてきたら、私たち──というか、この人が守ってくれるから、心配しないで」

「……おい。俺はこいつを守るつもりはないぞ」

　ライオットが苛いら立だたし気に顔をしかめたが、セルリナは振り返って言い放った。

「でも、重要参考人をみすみす消させるつもりもないでしょう？」

　直接殺人に関わっていなかったとしても、この男がやったことは、その手助けだ。

「ちゃんと罪を償つぐなうまで、殺させるわけにはいきません」

　セルリナが頑がんとしてそう主張すると、ライオットは「面めん倒どう臭くさい奴だ」と愚ぐ痴ちをこぼしながらも、それ以上の反論はしてこなかった。

「そういうわけなので、私たちを信じて、案内してください」

　スティーブはセルリナの顔を見上げながら、暫しばしの間黙り込んでいたが、

「……わかった。あんたを信じるよ」

　そう言って頷うなずいた。
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　深夜の町はずれの森の中。

　目印と思おぼしき黒い布が巻かれた木の前に、スティーブが一人立たち尽つくしていた。

　その横には、人ひとりが入りそうな大きな麻あさ袋ぶくろが横たわっている。

「……来たか」

　ぼそりと呟いたスティーブの視線の先で、森の奥の闇やみの中から浮かび上がるように、真っ黒な姿の人物が二人、姿を現した。

　先を歩く人物は、黒いマントに覆おおわれた体格から、細身の男性であることがわかる。

　黒いフードの狭はざ間まから見え隠れする目が、月の光を受けて僅わずかに煌めく。しかし、その顔立ちを窺い知ることはできない。

　男の背後には、同じく黒いフードで顔を隠した屈くつ強きようそうな大男が続くが、こちらは、身軽な恰好をしていることから、荷物を運ぶために同行している傭よう兵へいだろう。

「遅おそかったな。待ちくたびれたぜ。……ほら、取引のブツはここにある」

　軽い口調ながらもどこか緊張を帯びた声こわ音ねでスティーブがそう言って麻袋を指さすと、先頭の男が静かに歩み寄ってきた。

「……中身を確かく認にんさせてもらおう」

　男の低い声が、風に揺ゆれる木々の騒ざわめきの中で静かに発される。

「おっと、その前に代金を渡してくれ。もう何人も女を連れて来てるんだ。今いま更さら疑うつもりじゃねえだろ？」

　制止したスティーブを、謎なぞの男はフードの奥から静かに睨んだが、

「……いいだろう。これが金だ」

　押しやるように金銭が入っていると思しき袋を手渡した。

　スティーブはそれを確認すると、へへっと笑って見せた。

「よし、確認したぜ。じゃあ、あとは好きにすればいい。俺はこの辺りで退散するぜ。……これ以上恨うらみをかうのは御ご免めんだからな」

　そそくさとその場を走り去ったスティーブを、男はしばらくの間黙って見守っていたが、やがてぼそりと呟いた。

「……怖おじ気けづいたか？　そろそろあいつも始末していい頃合いかもしれないな。次の仲ちゆう介かい人にんを捜すのは面倒だが」

　そう言いながらも、中身を検あらためるべくその場に残された麻袋に手をかけた。

　もぞ……と僅かに麻袋が動き、生きた人間が入れられていることがわかる。

「さて、今回の贄にえはどんな娘むすめか……」

　麻袋の縄を解ほどき、中を開いて、スティーブに籠ろう絡らくされた憐あわれな少女を確認しようとした。

　──が、

　袋の中から現れたのは、短い銀ぎん髪ぱつにアイスブルーの鋭い眼光を持つ、長身の──男だった。

「なっ！」

　麻袋の中に入っていた男──ライオットは、手にしていた短たん剣けんで袋を切きり裂さくと、そのまま黒マントの男の喉のど元もとに刃やいばを突き付けた。

「な、何だっ!?　どういうことだ!?　スティーブめ、裏切ったか！」

「黙れ。お前が悪魔に見せかけた殺人事件の犯人か？」

　ライオットが凄みの利きいた声音で、そう問いかける。

　だが──その声を聞いた黒マントの男の態度が急変した。

「そ、その見た目、その声……まさか、クライン神父!?　何故貴方がここに……」

「何だと？　何故俺を知っている？　……顔見知りか？」

　激しく動どう揺ようする男に名を言い当てられ、ライオットもまた訝いぶかし気に片かた眉まゆを上げた。

　そして、目の前の男のフードを摑つかむと、そのまま強ごう引いんに取り払った。

　目の前の男の顔が、月明かりに照らされる。

「お前は……！」

　苦く渋じゆうに満ちた表情をしたその初老の男の顔に見覚えがあり、ライオットもまた小さく息を吞んだ。

「……ハートレット家の執しつ事じ、アンドレイか？」

　名を言われ、黒マントの男──アンドレイは、「くっ」と声を漏もらしてライオットを凝ぎよう視しした。

「私の名を知っているということは、やはり貴方はクライン神父様……。ですが、随ずい分ぶんと普段とご様子が違う……」

「俺のことはどうでもいい。それよりも、どういうことだ？　何故お前がこんな取引をしている？　何のために女性を攫さらう？　……もしや、主あるじの差し金か？」

「……！　そ、それは……」

　アンドレイは言い澱み、僅かに目を伏ふせたが、

「……貴方を傷つけたくはありませんでした。ですが、こうなっては仕方ありませんね」

　静かに背後を振り返り、そこに居た傭兵に声をかけた。

「この男を殺しなさい」

「！」

　態度を豹ひよう変へんさせたアンドレイに驚く間もなく、屈強な男がライオットへと襲おそい掛かかって来た。
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「どういうこと!?　何でアンドレイさんがここに!?」

　少し離れた木の陰から、ベアトリクスと共に様子を見守っていたセルリナもまた、ライオットが口にした名によって黒マントの男の正体を知って、愕がく然ぜんとした。

（どうして？　まさか、あの優やさしかったアンドレイさんが、殺人事件の犯人だっていうの……!?）

　街で出会った時や、教会で親身になって相談に乗ってくれた時の、アンドレイの穏おだやかな物もの腰ごしと優しい瞳ひとみが思い出される。

　だからこそ、どうしても信じられない。

　そうこうしているうちに、屈強な男がライオットに襲い掛かり、ライオットがそれに対たい峙じしている間にも、アンドレイは逃にげ去ろうとしている。

「駄目！　追いかけなきゃ……！」

「セルリナちゃん、駄目よ。今出て行くと危ないわ」

「でも……！」

　信じられない。だからこそ、真相が知りたい。

　何故アンドレイがこの場に現れたのか、その理由を知りたい。

　そのためには、今アンドレイに逃げられるわけにはいかない。

　その一心で、セルリナはベアトリクスの制止を振り切って走り出した。

　だが、次の瞬間──後頭部に、強い衝しよう撃げきが走った。

「セルリナちゃん！」

　ベアトリクスの叫さけびが遠くで聞こえたような気がした。

　だが、セルリナの意識は深い闇の奥へと沈しずんでいった──。
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「ん……」

　どれくらい眠ねむっていただろうか。セルリナはゆっくりと目を覚ました。

　冷たい床ゆかの上で眠っていたようで、身体からだは冷え、節々が痛い。

　いまだ朦もう朧ろうとしているが、後頭部に残る痛みで、自分が気を失う寸前に受けた強い衝しよう撃げきのことを思い出した。

（確か、私は……アンドレイさんを追いかけようとして……誰だれかに、殴なぐられた？　で、その後、どうなったんだろう）

　次し第だいにはっきりしていく意識の中、ぼやけた眼めをこすろうとして、両りよう腕うでの自由が利きかないことに気付いた。

「え……？」

　身じろぎをしてみて、はじめて自分が両手と両足を背後で縛しばられた状態で転がされていたことを知った。

（な、何これ？）

　そのことでいっきに目が覚め、何とか身を起こして周囲を見み渡わたす。

　窓一つない殺風景な室内は、ところどころに何らかの実験器具のようなものが放置されているが、小さな燭しよく台だい一つしか照明がなく薄うす暗ぐらいため、詳しよう細さいはわからない。

（ここはどこ？　何が起きたの？）

「誰かいないの!?」

　だが、叫さけび声ごえが石いし壁かべに虚むなしく反はん響きようするのみで、セルリナは落らく胆たんしてため息をついた。

（誰もいないみたい。神父様やベアトリクスさんは大だい丈じよう夫ぶかな……それに……）

　結局、逃にげたアンドレイを捕まえることはできたのだろうか？

　──そんなことを考えていた、その時。

「お目覚めになられましたか」

　聞き覚えのある声がかかり、セルリナは驚おどろいて顔をそちらの方へ向けた。

　部屋の奥おくからゆっくりと歩いてきたのは、他でもないアンドレイだった。

「アンドレイさん……？」

　森の中で遭そう遇ぐうした時と同じ黒いマントを羽織ったアンドレイは、どこか申し訳なさそうな声で言った。

「修道女さん……ですね。まさかこのような形で再会することになろうとは思いませんでした」

　手にしたランタンの光に照らし出された彼かれの顔は、以前出会った時の穏おだやかな表情とは異なり、険しいものだった。

「アンドレイさん……もしかして、貴方あなたが悪あく魔まに見せかけて、女性を殺していた犯人なんですか？　どうしてこんなことを！」

　叫ぶような声で、そう問とい詰つめる。

「答えてください！　私は……相談に乗ってくださった時の、あの優やさしい瞳ひとみに噓うそがあったなんて思いたくない……！」

　理由を知りたい。真実を知りたい。そんなセルリナの必死の問いかけに、アンドレイの瞳の中に宿っていた冷たい光が僅わずかに揺ゆらいだ。

　だが、アンドレイは黙もくしたまま答えない。

（どうして……）

　悲しくなってセルリナは俯うつむいた。

　優しかったはずのこの老ろう執しつ事じが、殺人を犯おかすような人物だとは思えない。

　そんな彼がもし罪を犯すとすれば、それは──

（まさか……）

　ある考えに至ったセルリナは顔を上げ、アンドレイを見つめた。

「もしかして……ジュリアさんの指示……ですか？」

「……っ！」

　アンドレイの顔色が変わったことを、セルリナは見み逃のがさなかった。

「やっぱり！　貴方がこんなことをしていたのは、ジュリアさんの命令なんでしょう？」

　アンドレイはセルリナから目を逸そらし、俯いた。

　だが、セルリナは諦あきらめることなく語気を強めた。

「どうしてジュリアさんは、優しいアンドレイさんに、こんなひどいことをさせるんですか？　教えてください！　ジュリアさんは一体何のためにこんな──」

　セルリナの言葉を遮さえぎるように、アンドレイが口を開いた。

「おやめください。ジュリア様の苦く悩のうも知らず、あの方を非難しないでいただきたい」

　きっぱりと言い切るアンドレイの瞳に、先ほどの揺らぎはなくなっていた。

　その言葉に面食らい、一いつ瞬しゆんセルリナはぽかんとアンドレイを見つめた。

「美しくて才覚もあって、領民の信しん頼らいも厚い彼かの女じよが苦悩するって……」

　アンドレイは悲しそうに眉まゆを寄せて笑った。

「貴女あなたの目にはジュリア様のお姿がそのように映るのですね。気高く美しいジュリア・ハートレット。あの方が目指しておられた領主としてのあるべきお姿……」

　目指していたあり方が実現している。それはとても良よいことのように思えるのだが、アンドレイの瞳はそうは言っていない。

「どういうことですか？」

「あの方の名めい誉よのためにもお話しするわけには参りません」

　アンドレイは首を横に振ふった。

（主あるじの名誉を守るなんて、本当に執事の鑑かがみのような人）

　何とかして聞き出したいが、長年築かれた主従の絆きずな──人を殺す決意をさせるほどのものがそう簡単に揺らぐことはない。

（でも、きっと、ここにすべての事件の鍵かぎがあるはず……）

　焦あせってはいけない。あくまで敬意を払はらって聞き出すことが肝かん心じんだ。

　セルリナは一つ大きく息を吐はいた。

「あなた方の行いは人の道に悖もとること。ですが、事情があったのでしょう？　私はお二人がどうしてこのような行いに至ったのか、教えてほしいだけなんです。お二人の本意が人を殺すことにあったと思いたくないんです。ジュリアさんの名誉のためにも──」

　声を荒あららげることなく静かに問うと、アンドレイは顔を強こわ張ばらせた。そして、わずかに逡しゆん巡じゆんすると、ゆっくり頷うなずいた。

「わかりました。私とて、あの方を誤解したまま逝ゆかれたくはありません。ジュリア様のためにもお話しいたしましょう」

　瞑めい目もくすると、アンドレイはゆっくりと語り始めた。

「ジュリア様は……幼い頃ころから、自身のお姿にコンプレックスをお持ちでした。それゆえに人前に出ることを拒こばみ、日ひ陰かげで過ごしてこられたのです」

「そういえば病弱で外に出ていらっしゃらなかったと、町の人が言っていたような」

「ええ。表向きはそのように。幼少期はそのようなことはありませんでした。ですが、社交界に出ようという頃に、とあるご令れい嬢じように、ご容姿についての指し摘てきを受けられました。以来、そのことを気に病やみ、一時はお食事も喉のどを通らないほどに衰すい弱じやくされ、ジュリア様は外に出ることがかなわなくなったのです」

　確かに、一時とはいえ病弱という触ふれ込こみに噓はなかったのだろう。

　だが、ジュリアの心の闇やみは彼女の奥底に眠り続けて、人と触れ合うことを忌き避ひさせた。

「本当は人々をまとめることのできる才女だというのに、それすらも自ら否定され、姿かたちがすべて。それを持たぬ自分は何をしても仕方がない──と、ご自身の殻からの中に閉とじ籠こもってしまわれたのです。そのうちに先代様も亡なくなられ、お嬢じよう様さまの心の内を理解するものは減っていきました」

　過去を思い出すように、どこか遠くを見つめながら、アンドレイは語り続けた。

「けれど、ある日を境に……お嬢様の様子が変わられました。急に活発になられて……何かにかき立てられるかのように、奇き妙みような物を作り出されました」

「奇妙な物……？」

　アンドレイは静かに、ランタンの光で部屋の奥を照らし出した。

　そこには──悪魔の象しよう徴ちようである山や羊ぎの頭を象かたどった彫ちよう刻こくに、無数の髑髏どくろを飾かざり立たてた、見るもおぞましい祭さい壇だんがあった。

　セルリナは背筋が凍こおるのを感じた。

「こ、これは、まさか……悪魔を呼ぶ儀ぎ式しきのための祭壇……？」

「おそらくはそうでしょう。お嬢様は、『私の願いを叶かなえてくれる天使を呼ぶためのもの』とおっしゃっていましたが」

　暗い目をして、アンドレイは言葉を続けた。

「そしてそのすぐ後に……お嬢様は、ある薬を作るために協力してほしいと、私におっしゃられたのです」

「ある薬？」

「ええ。永遠の美しさを手に入れることができる薬です。それを生成するために若い女性の生き血が欲ほしいのだと」

　セルリナは息を吞のんだ。

「まさか……そのために、町の女性たちを殺して──」

　震ふるえる声で、喘あえぐように言葉を絞しぼり出だす。

（確かに、アンドレイさんと同じくらいの年の割に若すぎるって思ってたけど……）

　まさかそれが、若い女性の血を使った禁断の黒魔ま術じゆつによるものだったとは。

　アンドレイは暗い表情で頷いた。

「お嬢様に昔のように笑っていただきたい。その一心で私は若い娘むすめの命を刈かり取とり、それを隠いん蔽ぺいするために、ジュリア様に充あてがわれた傭兵を使って、悪魔の仕業に見せかけたのです。そして、作られた薬を召めされたジュリア様は、美しさを手に入れられました。以来、見み違ちがえるように明るくなられて……。そしてやがて人前に出て、自らの才能を生かすようになられたのです」

「そ、そんな……」

「今のジュリア様にとって、美しさは、なくてはならないものとなったのです。全ては、ベルンの町を治めるために……」

　そして、アンドレイは自らの手をおもむろに見つめた。

「あの方が望むのならば、私はどんなにこの手を汚よごそうとも、やり遂とげようと……そう誓ちかったのです」

　自らの手を握りしめたアンドレイは、相変わらず険しい表情をしていたが、その瞳にはどこか悲ひ壮そう感かんが漂ただよっていた。

「どうして彼女のためにそこまで……？」

　すると、アンドレイは泣きそうな顔で笑った。

「あの方を、心よりお慕したい申し上げているからです」

　愛ゆえに罪を犯すその心に、セルリナは一瞬泣きたくなった。

「人を愛することを力にする。それは素す晴ばらしいことです。でも──」

　首を横に振り、真っすぐにアンドレイを見つめると強い口調で言った。

「そんなの……そんなの、間ま違ちがってる。好きな人のためだからって、何をしてもいいわけじゃない。そんなことくらい、貴方だってわかってるんでしょう？」

　セルリナの真しん摯しな瞳に射い抜ぬかれ、アンドレイは一瞬怯ひるんだが、すぐに視線を逸らした。

「ええ。ですが、地位も名声もない、ちっぽけな私があの方のためにできることは、あの方と同じ罪を被かぶること。あの方を一人きりにはしないこと。……それだけなのです！」

　だが、セルリナは諦めなかった。

「そんなことを言ってるけど……貴方、とても悲しそうな目をしてる！　本心では、やりたくないって思ってるんじゃないですか？　本当は、ジュリアさんを止めたかったんじゃないですか？　そうでしょう!?」

「……くっ……」

　アンドレイは苦し気に息を吐くと、己おのれの唇くちびるを嚙かんだ。

　暫しばしの間目を伏ふせ、何かを考え込むように黙していたが、小さな声で「それでも……私は……！」と呟つぶやくと、意を決したように顔を上げた。

「貴女には多くを語り過ぎました。……ここでお別れです」

「アンドレイさん！」

　セルリナに向き直ったアンドレイの顔からは、表情が消えていた。

　心を殺してでも、任務を遂すい行こうすることを選んだのかもしれない。

　懐ふところから鋭するどく尖とがったナイフを取り出し、ゆっくりとセルリナに近づいてくる。

「貴女の血も、ジュリア様に献けん上じようさせて頂きます。神に仕える貴女の血は、さぞ背徳の味がして、黒魔術のよき材料となるでしょう……」

　そこに居るのは、穏やかなアンドレイではない──幾いく人にんもの女性を手にかけて来た、殺人者だ。

　逃げなければと思うものの、両手両足を縛られた状態では、立つことさえままならない。

　這はって逃げ出そうにも、迫せまりくる死への恐きよう怖ふに身体が動かない。

　屈かがみこんだアンドレイの手に握にぎられた短たん剣けんが、鈍にぶく光った。




「い、いや────…………っ！」




　思わず目を閉じた。

　ブツリと何かが切れる音がした。

　──だが、恐おそれていたはずのその感かん触しよくはない。

　それどころか、あったはずの手足の痛みがわずかに和やわらいでいる。

（……え？）

　不思議に思って、おそるおそる、うっすらと目を開けた。

　すると目の前には、短剣を手にしたまま弱々しく笑う、アンドレイの顔があった。

「アンドレイさん……？」

　セルリナが驚きに目を見開くのと、それは同時だった。

「そこまでだ！」

　突とつ然ぜん、低く唸うなるような声が室内に響ひびくと共に、横からの衝撃によってアンドレイの体が弾はじき飛とばされた。

「ぐあっ」

　そのまま壁に打ちつけられたアンドレイは苦しげに呻うめき、手にしていた短剣は音を立てて床に転がり落ちる。

　アンドレイは顔をしかめて身体を起こしながらも、そこに現れた男を見上げて自じ嘲ちよう気味に笑った。

「やはりいらっしゃいましたか……クライン神父様」

　ランタンの薄明かりの中に立つ黒い影かげ──ライオット・クラインがそこにいた。

「見つけてくださいと言わんばかりに、この地下室への入り口の前に馬車が停とめてあったからな。あまりにあからさまで、逆に警けい戒かいしたが。……まさかそうやって時間稼かせぎするのが目的だったのか？」

「さて……この老体にはわかりかねますが」

「まぁどちらでもいい。お前が知っていることを、洗いざらい吐いてもらう。力づくでもな」

　黒のコートをなびかせ、ライオットは腰こしに帯びた剣けんを引ひき抜ぬいた。

　そして、一いつ切さいの表情を消し去り、壁に身をもたせかけるアンドレイへゆっくりと歩み寄る。

「だ、だめ！」

　セルリナはそう叫んで、慌あわてて立ちあがった。

　ライオットの向こうにいるアンドレイが、悲しそうに笑いながら目を伏せるのが見える。

（神父様を止めなくちゃ……！）

　手足を縛いましめていた縄なわは断たち切きられ、自由の身となっている。

　もつれる足を必死に動かし、剣を振りかざすライオットの腕へと飛びついた。

「神父様！　ちょっと待ってください！」

「どけ！」

「どきません！」

「殺されそうになったお前が、何な故ぜこいつをかばう」

　ライオットの鋭い眼光がセルリナに突つき刺ささる。

　だが、セルリナは怯むことなく、ライオットにしがみついたまま言った。

「彼らはこの国の法で裁かれるべきです！　いくら悪人だからって、私たちがこの場で処断していいわけじゃありません！　それに……聞いてください！　アンドレイさんは、私を殺さなかったんです！」

「……だったらなんだ？　それでこれまでの罪が許されるとでも言うのか？　こいつは……黒魔術のために、幾人もの女を殺してきたんだろう？」

　咎とがめるようなライオットに、セルリナは目を見開いた。

「神父様、黒魔術のこと……気付いていたんですか!?」

「祓魔師エクソシストとして、ある程度の黒魔術に関する知識はある。こいつの主の不自然な若さと照らし合わせれば、自然と思いつくべきことだったが……ここまで気付かなかったのは迂う闊かつだった」

　ライオットは冷ややかな目でセルリナを見た。

「黒魔術に手を出しているならば、それは人の法だけでは手に負えない可能性も高い。そんな相手を、お前は何故庇かばおうとする？」

「それは……」

　セルリナが言葉を続けようとしたその時、ライオットの剣をすり抜けたアンドレイが突然立ち上がり、駆かけだした。

「くそっ……！」

　はっと我に返ったライオットが追おい掛かけようとする。だが──

「待って！　追わないで！　行かせてあげてください！」

　セルリナは反射的につかんだ腕に力を込め、ライオットを制止した。

　その間にアンドレイは暗闇に消え、ライオットは苛いら立だたし気に腕を振り払った。

　セルリナは反動で地面に尻しりもちをつき、その痛みに呻いた。

「……おい、お前。どういうつもりだ？　事件を解決しろと言ってみたかと思えば、邪じや魔まをしたり……いったいお前は何がしたいんだ？」

　怒いかりの炎ほのおを身にまとったライオットの怒ど声せいに、セルリナはびくりと体を震わせた。

「ち……違います……」

　そんなつもりじゃない──。

　そう言いたいはずなのに、あまりのライオットの剣けん幕まくを前に、言葉は形にならず、喉の奥が鳴った。

　切きり裂さかんばかりの視線で見下ろしてくるライオットが怖こわかった。

　でも、それ以上に悲しかった。

（神父様に並び立てるようになりたいって、そう思うようになれたのに、どうしてうまくいかないの……？）

　出会ったばかりの時は、ライオットの不条理さに驚くばかりで、反感しかなかった。

　けれど、共に過ごすうちに、一本の筋が通った信念をもって生きるライオットに、信頼を寄せるようになっていた。

　彼の持つ揺るがぬ心の強さに、知らずしらずのうちに憧あこがれていたのかもしれない。

　だからこそ、ライオットにだけは、触れられても嫌いやではなかったのではないか。

　そんなライオットに認められたくて、セルリナも自分なりに精いっぱい事件に向き合い、できる限りのことをしてきたつもりだった。

　なのに、こんな近くに居るというのに、ライオットに気持ちは伝わらず、努力だけが空回りしてしまう。

　ふと気が付けば、セルリナの目からぽろりと涙なみだがこぼれおちていた。

「……おい、泣くな。勘かん弁べんしてくれ」

　ライオットが天を仰あおぎ、唸るように声を上げた。

　泣くつもりなんてなかった。だけど、溢あふれ出だした涙は止まらない。

「な、泣きたくなんか、ない、のに……」

　しゃくりあげて声が途と切ぎれ、我ながら何とも恰かつ好こうがつかない。

「一体何が悲しいんだ？」

　顔をしかめたライオットの問いかけに、セルリナは首を振った。

「……悲しいんじゃ、ありませんっ。悔くやしいんです！　言いたいこともちゃんと伝えられない自分が、情けないんです……！」

（こんなところで泣くつもりなんてなかったのに……）

　泣いてしまえば、弱い自分をさらけ出してしまうことになる。

　せっかく、少しずつでも、ライオットに認められ始めているかもしれない──そう思えるようになっていたというのに、これではまた失望されてしまうかもしれない。

　なのに、一度堰せきを切ったように溢れてしまった涙は、自分で止めようにもなかなか止まってくれない。

　ここまで堪こらえていた不安や恐怖、緊きん張ちよう──そういった全ての感情が涙と一いつ緒しよに流れだしてきてしまった。

　そんな自分が恥はずかしくて、セルリナは自分の顔を両手で覆おおった。

　ライオットはくしゃりと髪かみをかき上げると、苦々しい表情でため息をついた。

「……なら、我が慢まんはせず、泣きたいだけ泣け。そして気持ちが落ち着いたら、顔を上げて前を向け。お前なりの理由があるなら、胸を張って言ってみろ。話はそれからだ」

　セルリナは驚いてライオットを見上げた。

「……見捨てないんですか？」

　ライオットは顔をしかめた。

「は？　どうしていきなりそういう話になる」

「て、てっきり、呆あきれられて見捨てていかれるかと思って……」

　すると、ライオットは僅かに苦く笑しようした。

「確かにお前の今の顔はひどい有あり様さまだからな。そういう意味では呆れているが……どうしてそれで見捨てることになる？」

「だ、だって……私、自分の身も守れないのに、無む謀ぼうなことはするし、注文は付けるし、邪魔ばかりしてるし……いい加減うっとうしくなられたんじゃないかと思って……」

　しゃくりあげながらも必死に言葉を紡つむいだが、言えば言うほど、尚なお更さらに自分が情けなくなってくる。

　そんなセルリナをライオットは静かに見守り、ゆっくりと口を開いた。

「……そうだな。お前がいるせいで、ちっとも事が思うように進まない。正直なところ、さっきアンドレイを逃がしたことも、意味のない短たん絡らく的てきな行動なら、蹴けり飛ばしてやりたいところだが……違うんだろう？」

「あ、相変わらず、ひどいことを言いますね……！」

　だけど、その上で、ライオットはこちらの意見を聞こうとしてくれている。歩み寄ろうとしてくれている。

　そのことが何だか嬉うれしくて、セルリナの気持ちは少しずつ落ち着いてきた。

　手で涙をぬぐいながら頷くと、ライオットに促うながされるままに口を開いた。

「アンドレイさんは……ジュリアさんの命令に忠実に従いながらも、その眼はとても悲しそうでした。きっとどこかで、誰かに止めて欲しい……って思ってたんじゃないかって思うんです。だからこそ、私を殺さず、逃がそうとしてくれたんじゃないかって思ったんです」

　振りかざした短剣で、セルリナの縄を切ったアンドレイ。その時に彼が見せた弱々しい笑えみが忘れられない。

「だからこそ、アンドレイさんは逃げない……きっと、正しい行いをするために戻もどってくる。そう確信できたんです」

「そのためにあえて逃がした……ということか？」

　セルリナは今一度頷いた。

「今回の事件で裁かれるべきは、実行犯であるアンドレイさんだけじゃない。主犯格のジュリアさんもです。でも……黒魔術にまで手を染めてしまったジュリアさんは、きっと自分の欲望が抑おさえられなくなって、暴走してしまってるんだと思います……」

　何年にも亘わたり、自ら治める領地の民たみの血を貪むさぼってきたジュリア。その精神状態が、本来の彼女と同じであるはずがない。

　そんな相手に、アンドレイが心を捧ささげるはずがないのだから。

「そのジュリアさんを説得して、正気に戻すことができるとしたら、それはアンドレイさんしかいない……そう思ったんです」

「どうしてそう思った？」

「ジュリアさんにとって、美しさは自信の源みなもとなのだとアンドレイさんが教えてくれました。領主としてやってきた自信も、それに支えられてのものだと。だから、美しさがなくなれば、すべてを失うぐらいに思ってるんでしょう。ですけど──」

「そんなもので領地が支えられるわけがない」

「その通りです」

　ライオットの言葉にセルリナは頷いた。

「本当の力や美しさはちゃんとジュリアさんの中にある。それを知ってるのは、誰よりも傍そばにいて、本当の彼女を見つめ続けてきたアンドレイさんだけだから……彼を信じたほうがいいと判断しました」

　真っすぐにライオットを見上げると、ライオットは瞑目し、手にしたままだった剣を鞘さやへと納めた。

「理由はわかった。確かに、俺おれたちがアンドレイを捕とらえて押しかけても、ジュリアの心は動かないだろう。お前の判断は正しい」

「神父様！」

　褒ほめられたことが嬉しくて、思わず顔をほころばせると、ライオットは真しん剣けんな表情でセルリナを見つめて言った。

「さっきは怒ど鳴なってすまなかった」

　セルリナは目を丸くした。

「神父様でも、謝あやまることってあるんですね」

　呆あつ気けに取られてそう口走ると、ライオットは憮ぶ然ぜんとした様子で眉根に皺しわを寄せた。

「お前、俺を何だと思ってるんだ」

「えーっと……傍ぼう若じやく無ぶ人じんな俺様不良神父？」

「ほう……お前は俺のことをそういう風に見てたんだな」

　にこやかに微笑ほほえんでくるライオットがとても怖い。

「だ、だって、仕方ないじゃないですか！　あんな剣幕で脅おどされたら、誰だってそう思いますよ！」

　慌てて反論すると、ライオットは肩かたをすくめた。

「……まあ、お前の言う通りだな。悪魔がらみの仕事をしているせいもあって、俺は基本的に人を信じないし、必要以上に近付くつもりもない。教会に派は遣けんされてくる修道女に対しても、依い頼らい人にんに対しても、距きよ離りを取って接してきた。……だが、お前は、どんなに雑にあしらわれても、めげずに妙みように俺の周りをちょろちょろしてくる。お陰で……調子が狂くるう」

「え……？」

（それって……どういうことだろう？）

　遠回しな物言いに、思わず仔し細さいを尋たずねたくなる気持ちを、ぐっと吞み込んだ。

　勇気を出して聞いてみたところで、この天邪鬼あまのじやくな神父は素す直なおには答えてくれないだろう。

　でも唯ゆい一いつわかることは、ライオットがセルリナを拒きよ絶ぜつしているわけではない、ということだ。

（これが勘かん違ちがいじゃないなら、嬉しいなあ……）

　思わず顔が綻ほころんでしまう。

　そんなセルリナの奇妙な表情を見てか、ライオットが顔を覗のぞき込こんできた。

「なんだ。そんな可お笑かしな顔をして……頭でも打ったのか？」

　はっと我に返り、セルリナは首を横に振った。

「ち、違いますよ！　あ……でも、神父様に突き飛ばされて転んだせいで、お尻は打ちましたけど」

「……そうだったな。それもすまなかった」

「いえいえ。でも、まだ痛いです！」

「おい、そこは大丈夫ですと言っておけ」

「ええーーっ！」

　不満げに頰ほおを膨ふくらませていると、ライオットが苦笑した。

「まあ、そんな無ぶ遠えん慮りよなところも、お前らしいがな」

「……それって、褒められてるんですか？」

「褒めてるつもりだが？」

　悪びれた様子もなく首を傾かしげているあたり、本気でそう思っているのだろう。

（なんだか納なつ得とくいかない気もするけど、まあ、褒めてくれているみたいだし、よしとしよう……）

　つくづく好意がわかりにくい神父だと思うが、その不器用さすらももはや親しみを感じてしまう。

　そんな自分の心境の変化に、セルリナ自身が一番驚いていた。

　ライオットが屈みこんでセルリナの頭をくしゃりと撫なでてきた。

「じゃあ、そろそろこの屋や敷しきの主に会いに行くか。アンドレイが何かしら動いた頃合いかもしれない」

　ライオットはそう言って、セルリナへと手を差さし伸のべてくれた。

　その手を取り、セルリナは立ち上がる。縛られていた手足の痛みはもはやない。

　元気に立ち上がったセルリナを見て、ライオットがわずかに微笑んだ。

「お前が無事でよかった」

「……！　はいっ！」

「もう、俺の傍を離はなれるな」

「は……へっ!?」

　おそらく無自覚で言っているのだろうが、聞きようによっては殺し文句ともとれるライオットの言葉に驚いて、つい素すっ頓とん狂きような声を出してしまった。

「お前は落ち着きがないからな。勝手にウロチョロされるより、近くにいたほうが守りやすい。何かが起きてから後こう悔かいするのはもうたくさんだ」

　ぼそりと呟いて、ライオットは歩き出す。

　そんなライオットの背を、セルリナは慌てて追いかけた。

　何な故ぜか頰が熱く、心臓が高鳴っているような気もするが、今はその理由を考えている暇ひまはなかった。
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　窓は嫌きらい。

　ガラス一枚の、外の世界との境界線。

　覗き込むと反射して、まるで鏡のように姿を映してくる。

　だから、自室の窓を黒く塗ぬりつぶした。

　羨せん望ぼうと恐怖が入り混じった外の景色も、醜みにくい自分の姿も、何も見えないように。

　真っ黒な闇。これが自分にはお似合いだ。──そう思ったのはいつの頃だったか。

　だが、ある時から自分は変わった。

　全て捨てたはずだったのに、何故か部屋に置かれていた手鏡。

　まるで引き寄せられるようにそれを手にした時、何者かが心の中に語り掛けて来たのだ。

　──願いを叶えて欲しくないか、と。

　その言葉に導かれるままに、祭壇を作った。

　そうすると、現れたのだ。美しい羽を持った『天使』が。

　きいと、控ひかえめにドアの開く音がした。

　誰が来たのかは見ずともわかる。だから、振り向きもせずに問いかけた。

「アンドレイ？　随ずい分ぶん遅おそかったのね。新しいお薬はでき上がったの？　待ちくたびれてしまったわ。最近、効果が薄れるのが早くて」

　いつもならば『薬』を注いだグラスを、ジュリアの元へと持ってくるはずなのだが、寡か黙もくな老執事の気配は入り口から動かない。

「お嬢様……もうおやめください」

　そんな言葉が聞こえてきて、ジュリアは首を傾げた。

「アンドレイ。聞こえないわ。『薬』はまだなの？」

「ジュリア様！」

　アンドレイの悲痛な叫びが、今度は真後ろから聞こえた。

「……お前だけは私の傍にいてくれると思ったのに……残念だわ」

　振り向くと、悲壮な顔をしたアンドレイが呆ぼう然ぜんと立っていた。

　ジュリアは何故だかその様子が少しおかしくて、くすりと笑った。

「アンドレイ、命令よ。跪ひざまずきなさい。言うことをきかなくなった貴方には、お仕置きが必要だわ」

「そんな、ジュリア様……！」

　部屋の片かた隅すみにひっそりと佇たたずんでいた虚うつろな目をした傭よう兵へいたちが、アンドレイの元へとやってきて、彼を押さえつけた。

　ジュリアはドレスの袖そで口ぐちから取り出した小こ瓶びんの蓋ふたを開け、手を差し伸べるようにして、その中身をアンドレイの口の中へと流ながし込こんだ。

　絶望に打ちひしがれたような瞳を向けたまま、がくりと膝ひざをついた老執事を、ジュリアは一いち瞥べつし、傭兵へと声をかけた。

「どこかへ打ち捨てておきなさい」

　そして、まるで呟くように言った。

「本当に残念よ……。これで私は、本当に一人になった──」
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　古めかしいながらも手入れが行き届いたハートレット邸ていは、ベルンの領主に相応ふさわしい豪ごう華かな邸てい宅たくだ。

　広い屋敷内を、迷うことなく突き進むライオットの背を追いかけ、セルリナは息を切らしながら問うた。

「どうしてこの先にジュリアさんが居るってわかるんですか？」

「ジュリアが居るかどうかはわからんが、悪魔の気配を色いろ濃こく感じる方角に進んでいるだけだ」

「悪魔の気配……？」

（以前森の中で雷らい魔まをおびき寄せた時に感じた、気が重くなるような寒気のこと？）

　経験から何となくそう考えるも、そもそも気になる点がある。

「……って、どうしてこの屋敷の中に悪魔の気配があるんですか？　もしかして、ジュリアさんの強い欲望に、悪魔が惹ひかれて寄って来ているとか……？」

「悪くない考え方だ。その可能性も十分にある。だが、そもそも黒魔術というのは、術によって格は様々だが、何かしらの悪魔の力を借りて行うものだ。何らかの悪魔と繫つながりを持っている可能性がある」

「悪魔と!?」

　黒魔術と言われてもどこかしっくりこなかったのだが、悪魔との契けい約やくによるものだと言われれば合点がいった。

（でも……いくら美しさのためとはいえ、悪魔と契約までしてしまうなんて）

　ジュリアの底知れぬ欲望と、大衆の前に立ちながらも決して表には出さなかった心の闇を感じて、セルリナは息を吞んだ。

　廊ろう下かを進んでいるうちに、時折傭兵らしき無表情の男が道を阻はばんできたが、ライオットが当て身を食らわせて昏こん倒とうさせた。

　広いとはいえ、辺境の一領主の邸宅だ。そう長くは歩かずして、緻ち密みつな細工が施ほどこされた立派な扉とびらの前に辿たどり着ついた。

「これを持っていろ」

　ライオットはそう言いながら、コートの内側のポケットから鞘に収まった短剣と、ガラス製の小瓶を数本取り出し、セルリナに渡した。

「これは、短剣と……聖水ですか？」

「そうだ。できる限りお前を守るつもりだが、相手の出方がわからない以上、用心するに越こしたことはない。人間に対しては短剣で、悪魔に対しては聖水で……どちらも護身用に過ぎないが、もしもの時は自分で身を守れ」

　手渡された品々をじっと見つめていたセルリナだったが、その中の短剣だけをそっとライオットの方へと返した。

「わかりました。でも……これはお返しします。私みたいな不慣れな人間が刃は物ものを振り回したら、逆に危ないと思うので。他者も自分も傷つけちゃうかもしれません」

「それは賢けん明めいな判断だが……」

「私はこれで十分です。手に馴な染じんでいるので」

　ポケットから小こ振ぶりの聖書を取り出して見せた。

　しっかりとした厚手の表紙で、四隅には耐たい久きゆう性せいを上げる為ための金属が打ち付けてある。

「聖書で殴るつもりか。信しん仰こう心しんのないお前らしいな」

「いえ、表紙は聖書ですが、中身は娯ご楽らく小説です」

「……ますますお前らしいな」

　悪びれることなく言ってのけるセルリナに、ライオットはふっと笑った。

　そして、再び表情をひきしめると、扉の方へ向き直った。

「行くぞ」

「……はいっ」

　ここまで来たのだ。あとはジュリアの真実を暴あばき、事件の真相を明らかにするのみだ。

（神父様と一緒なら、怖くない……！）

　セルリナが力強く相あい槌づちを打つと、ライオットは間かん髪はつを容いれずに勢いよく扉を開け放った。

　赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた部屋は、大きなシャンデリアが備え付けられた大広間のようだった。

　大きな窓は黒く塗りつぶされ、外の景色は何も見えない。

　そんな窓の片隅に、真しん紅くのドレスを身に纏まとって佇む美しい女性──ジュリアの姿があった。

　血のように赤いドレスに艶あでやかな長い黒髪が映はえ、スリットから覗く白はく磁じのような足の曲線美は、やはり彼女の実年ねん齢れいをまったく感じさせない。

　ジュリアはゆっくりとこちらを振り向くと、悠ゆう然ぜんと微笑んで言った。

「あら、クライン神父様。ごきげんよう。我わが屋敷へ、ようこそおいでくださいました」

「ふん。とんだ歓かん迎げいの仕方だったがな」

　吐き捨てたライオットに、ジュリアは僅かに瞳を伏せる。

「わたくしもまさかこのような形で、貴方をお招きすることになろうとは思いませんでしたわ」

「招かれても来るつもりはなかったが？」

「あら、冷たいこと。可か愛わいらしい修道女さんのためにはいらしてくださったというのに。そんなにわたくしには魅み力りよくがなくて？」

「ああ。そうだな。少なくとも、人の命を屠ほふって得た外面なんかに興味はない」

　淡たん々たんと告げられた言葉に、ジュリアの眉がぴくりと動いた。

「クライン神父様。貴方もわたくしの知る普ふ段だんの貴方とはずいぶんと違うご様子。外面が必要ではないと言うならば、どうして貴方は仮面を被っていらっしゃるの？」

「それが俺の仕事だからな」

　ライオットの答えを聞いて、ジュリアは笑った。

「ならば、わたくしはベルンの領主。貴方が民の求める神父の姿を演じるのと同様に、わたくしも領民の求めるように誰よりも気高く、美しくあろうとしているだけ。それの何が悪いのです？」

「違う！」

　セルリナは弾かれたように叫んでいた。

「町の人たちは、そんな外面だけの貴女なんて求めてない。貴女の聡そう明めいさと頼たのもしさを信じているからこそ、領主として貴女を慕っているのに……！」

　自分の本当の力を信じてほしい、そんな思いを言葉にした。

　だが、ジュリアはそれに反応するように、突き刺さるような冷ややかな視線をセルリナに向けてきた。

「……つい最近赴ふ任にんしたばかりの小娘が、知ったような口をきかないでいただけるかしら？　貴女にわたくしの何がわかるというんですの？」

　それにセルリナは負けじと言い返した。

「確かに私は余よ所そ者ものです。でもだからこそ第三者の目で、町の人たちが貴女のことをどう思っているのかを見てきました」

「それに……」と、言葉を続けた。

「誰より貴女を知るアンドレイさんが、貴女の本当の魅力を知っています。私はそんなアンドレイさんからすべてを聞いたんです！」

　しかし、そのアンドレイの姿は、ここにはない。

　もしかすると、やはりどこかに逃げてしまったのだろうか？　──とも思ったが、その名を聞いたジュリアの目がわずかに泳いだことに、セルリナは気が付いた。

「……アンドレイさんはどこ？　貴女の元に来たんじゃないんですか？」

　ジュリアはすぐにセルリナを睨にらみつけると、そっけなく言い放った。

「あのような役立たずなど……知りませんわ。どこかで野垂れ死んでいるのではなくて？」

「なんてことを！　あんなに貴女に尽つくしてくれている彼に対して……」

　あまりの言いように、セルリナは怒りで肩を震わせた。

　それを見み兼かねたのかライオットが、セルリナを制するようにして一歩前に出た。

「やめておけ。こいつは若さと美しさを欲ほつするあまり、悪魔の所業に身を落としたような人間だ」

「あら……酷ひどい物言いですわね」

　肩をすくめるジュリアを、ライオットは鋭い目で睨んで、語気を強くして問うた。

「答えろ。一体どこで、この黒魔術を知った？　……もしや、何らかの悪魔が関わっているんじゃないだろうな？」

「どうしてそう思うんですの？」

　逆に問い返してきたジュリアに、ライオットはふん、と鼻を鳴らした。

「ここに来るまでにいた傭兵どもに生気がなかった。さしずめ、何らかの術で心を奪って操あやつっているんだろう？　若返りの妙みよう薬やくといい、並なみ大たい抵ていの人間が単独で事を為なせるレベルの魔術じゃない。お前の欲望に付け入り、手引きした悪魔がいるんじゃないのか？」

　ライオットの言葉に、それまで余よ裕ゆうの笑みさえ浮うかべていたジュリアの表情が、僅かに張りつめた。

　苛立たし気に眉み間けんに皺を寄せると、美しい顔がくしゃりと歪ゆがむ。

「……聡さとい男は嫌いじゃありませんけれど、不ぶ躾しつけな質問を投げかけて来る無礼な男は嫌いですわ」

　憎にく々にくし気にそう言ってから、ジュリアがおもむろに手を打つと、四方に配置された扉から傭兵たちが姿を現した。

「さあ、お前たち。招かれざる客人に、特上のおもてなしをしてさしあげなさい。ここまで来たら一人、二人増えても同じこと……殺しても構いません」

　ジュリアの命令に呼応するかのように、虚ろな目をした男たちはゆらりと動き出した。

　それは、まるで生ける屍しかばねのようなぎこちない動きで、こちらに向かって突き進んでくる。

「下がっていろ」

　セルリナの前に立ち、ライオットが歩み出る。

「大勢相手に、大丈夫なんですか？」

「相手は意識のない操り人形だ。木で偶く相手に負けるはずがないだろう」

　その言葉通り、次から次へと襲おそい掛かかってくる男たちを、ライオットは軽かろやかで無む駄だのない動きでいなしていく。

　だが、操られている男たちは疲つかれることを知らず、倒たおしても倒しても何度でも起き上がり、再びこちらへと向かってくる。

「ちっ……。きりがない」

　ライオットは腰から下げていた剣を抜き放った。

「し、神父様！　相手は人間ですよ!?」

（まさか、全員容よう赦しやなく斬きり伏ふせちゃうんじゃあ）

　慌てて止めようとしたセルリナを、ライオットは一瞥した。

「そんなこと解わかってる。祓魔師を舐なめるな」

　ライオットは剣を自分の顔の前で掲かかげ、目を閉じた。

「聖なる神ルミナスよ、人の心に巣食いし魔を切り裂く光の刃やいばを我に──！」

　高らかに聖句を唱え終わると、剣がほのかな光を放ち始めた。

　それと同時に、目を開いたライオットが大きく剣を薙なぐと、その剣けん戟げきから放たれた光の刃が、男たちにふりかかった。

　すると、男たちはまるで操り人形の糸が切れたかのように、次々とその場に倒れ伏していった。

「す、凄すごい……！　そんなこともできるんですか！」

　セルリナが感かん嘆たんの声を上げる一方で、ライオットは表情一つ変えることなく、剣を納めた。

「悪魔に操られた人間との戦いも想定内だ。簡単な黒魔術による操そう身しん術じゆつへの対策法術くらいは会え得とくしている」

　静かにそう言うと、そのまま、立ち尽くしているジュリアへと向き直った。

「さて、あとはお前だけだな……ジュリア・ハートレット。お前の場合は悪魔に魅み入いられたのか、それとも元から性しよう悪わるなのかは知らんが、相応の償つぐないをしてもらうぞ」

「くっ……」

　ジュリアは悔し気に小さく呻くと、僅かに後あと退じさりした。

　彼女は丸まる腰ごしだ。傭兵たちを失えば、戦う力はないだろう。

　こちらの好機と見たのか、ライオットが詰め寄ろうとした──その時。

「お待ちください！」

　扉の方から、低い男性の声が響き渡った。

　ハッとしてセルリナが振り返ると、そこには傷だらけになりながらも必死の形相で駆けこんできた、アンドレイの姿があった。

「アンドレイさん!?」

　アンドレイは息を切らしながらも、ジュリアに向かい合うライオットの前に飛とび込こみ、そのまま毅き然ぜんとして立ちはだかった。

「神父様……！　お怒りはごもっともです。ですが……どうかお待ちください……！」

　そう懇こん願がんしたアンドレイは振り返り、今度はジュリアの目を見た。

「お嬢様……もうやめてください！」

　そんなアンドレイを、ジュリアは信じられないといわんばかりに目を見開いた。

「…‥どうしてお前がここに……？　お前はわたくし自ら、手を下したはず……」

　惚ほうけたように目の前に立つ執事を見つめ、ジュリアはうわ言のように呟いた。

　だが、それにアンドレイは静かに首を振った。

「長年お仕え申し上げてきた貴女様のことで、私が知らぬことなどございません。懐に隠かくして持っておられた小瓶の中身が毒であることも、そしてこの数十年……妄もう執しゆうの狭はざ間まで、幾度となくご自身の所業に苦しみ、自らその毒を召されようかと苦悩なさっていたことも……私が知らぬとお思いでしたか？」

　ジュリアは愕がく然ぜんと目を見開いた。

「まさか……中身をすり替かえたの？」

「……はい。お嬢様を失いたくなかったからです」

　ジュリアの咎める様な視線をあえて真っ向から受け止めながら、アンドレイは苦し気な表情で、それでも精せい一いつ杯ぱい言葉を続けた。

「お嬢様の苦悩を知ったうえで、たとえ他の誰が裏切ったとしても、私だけはお嬢様のお味方をしようと……ずっとそう思って、お手伝いしてまいりました。それがお嬢様のためになるのだと、お嬢様のお心を安らかにするのだと……そう、自らに言い聞かせながら」

　アンドレイは静かに俯き、首を横に振った。

「けれど……間違っておりました。本当にお嬢様のことを想おもうならば、誰よりも真っ先に、お止めせねばなりませんでした。そして、見た目がどうあろうが、お嬢様の気高さと聡明さは誰よりも尊いのだと……そうお教えせねばならなかったのです。なのに、このアンドレイは……貴女に嫌われる勇気がなくて、それができませんでした。その過あやまちに、私はようやく気が付いたのです」

「何を言ってるの？　わたくしはそんなこと望んでない。美しさがなければ、誰も私のことを相手にしてくれなくなる！　ただ孤こ独どくに何もない真っ暗な道をさまよう毎日。もうあんな思いは嫌なの！」

　ジュリアは聞きたくないとばかりに首を横に振り、じりじりと後退していく。

　だが、アンドレイは引き下がらない。

「いいえ！　そんなことはありません。私は知っています。美しさなどで飾らない頃の貴女を！　これからは貴女を一人になど、この私がさせません！」

　感情をあらわに訴うつたえるアンドレイに対し、ジュリアは耳を塞ふさいだ。

「信じませんわ！　辛つらく苦い日々を過ごす中、わたくしに本当に寄より添そってくれたのは『天使様』だけだった！　天使様だけがわたくしの願いを叶えてくれた……！」

　突然出てきた単語に、ライオットが顔をしかめた。

「天使？　何のことだ」

　するとジュリアは、過去を懐なつかしむように、どこか遠くを見つめながら言った。

「あの日……私の部屋に突然現れた不思議な手鏡……。それまで鏡など見たくもなかったはずなのに、まるで引き寄せられるように手に取っていましたわ。思わず覗き込んでみたら、そこに美しいお姿の天使様がいらっしゃって、わたくしの願いを叶えるための指示をくださったのです」

『天使』──この単語は、地下室でアンドレイも口にしていた。

　その時に覚えた違い和わ感かんが、今はっきりと確信に変わる。

　セルリナが横を見ると、隣となりに立つライオットが頷いた。

（間違いない……その『天使』というのが、今回の事件を引き起こした『悪魔』！）

　おそらくあの地下にあった祭壇は、その悪魔を呼び出す儀式を行う場所だったのだろう。

　悪魔は容姿に自信が持てなかったジュリアをそそのかし、罪を犯させたに違いない。

　うっとりとした表情を浮かべるジュリアの肩を、アンドレイが揺さぶった。

「ジュリア様……もう、目を覚ましてください！　『天使』があのようなおぞましい所業を望むわけがないことは、聡明な貴女であればお分かりになっているでしょう!?」

　ジュリアはびくりと震え、怯おびえたようにアンドレイを見上げた。だが、その目は濁にごり、明らかに動どう揺ようの色が隠しきれない。

「何を言うの？　天使様の言う通りのことをしたからこそ、やっとわたくしはこうやって美しさと人望を手に入れることができたのです！　だから……あの方は正しいのです！　……ああ、でも……私は領民を……いいえ、それでも美しさがなければ、私は……っ！」

　混乱した様子で頭を抱かかえ叫ぶジュリアに、アンドレイが必死に呼びかけた。

「ジュリア様。しっかりなさってください！　確かに美しさは得られたかもしれません。ですが、その美しさは……領民がすべて失われ、たった一人この領地に残されたとしてもまだ大切なものですか？　私は知っています。貴女がどれだけ領民を大切にされていたかを！」

「アンド……レイ？」

　ジュリアは目を見開いて、唇をわななかせた。

「私はそんな貴女に付け込んで、領民の血を屠るなどという罪を犯させた『天使』を憎にくみます。ですが、何よりも罰ばつされるべきは、そんな貴女の心を一人にした私自身です」

　アンドレイは唇をぎりりと嚙んで吐き捨てるように言った。

「本当に守ろうと思うのであれば、身分が低いことなどを言い訳にせず、対等の目線でお傍にあるべきだったのに……。ですが、私はもう逃げません」

　そう言って、アンドレイはまっすぐにジュリアを見つめて跪くと、その手ての甲こうにゆっくりと口づけを落とした。

「……！」

　アンドレイは静かに顔を上げ、目を見開いたままのジュリアの瞳をひたと見つめた。

「お嬢様、私は……幼い頃からずっと、お嬢様のことをお慕い申し上げておりました。若くして父君を亡くされ、女の身で領主を勤めねばならなかった時、誰よりも気き丈じように振ふる舞まい、人の上に立つべき人間として人一倍努力なさっていたお嬢様のことを、心から尊敬しておりました」

　それは、心からの愛の告白だった。

（アンドレイさん……！）

　長い年月を経て初めて、愛する人に真っ向から向き合ったアンドレイを見て、セルリナは目め頭がしらが熱くなった。

　アンドレイは、地下室でのセルリナの必死の説得を受け入れてくれたのだ。

　そして勇気を振り絞り、自ら変わろうとしているのだ。

（愛する人の止まった時を動かして、一緒に前に進もうとしているんだわ……）

　アンドレイは立ち上がり、ジュリアの両手を包つつみ込こむと、狂くるおし気げに言った。

「私は罪もすべて背負ったうえで、これからの時を貴女と共に歩あゆみたい。だから、どうか、どうか……かつてのお嬢様に戻ってください！　私が誰よりも愛した、ジュリア様に……！」

　ジュリアはしばらくの間、ただ立ち尽くしているばかりだった。

　だが──やがて、ぽつりと呟いた。

「美しさがなければ、誰にも振り向いてもらえないのだと……そう思っていました」

　ゆっくりと視線を落とし、自らの手を見つめ、その手で自らの頰に触れる。

「だからこそ、一度手に入れてしまったものを手放すことが恐ろしかった」

　その瞳に映るもの──それは、恐怖と、そして後悔だ。

　顔を上げ、怯えるようにアンドレイを見つめるジュリアを、アンドレイは優しく見つめ返した。

　そして、ジュリアは今にも泣き出しそうな顔になった。

「けれど、こんな近くに、ありのままの私を愛してくれていた人がいただなんて……どうして気が付かなかったのかしら……」

「ジュリアお嬢様……！」

　アンドレイがそっとジュリアを抱だきしめると、途と端たん、ジュリアの目から大おお粒つぶの涙が零こぼれ落おちた。

　涙で化け粧しようが滲にじむが、それに構うことなくジュリアは涙を流し続けた。

　そんなジュリアの涙をアンドレイがそっと拭ぬぐう。

（アンドレイさんの気持ちが、ジュリアさんに通じたんだ……！）

　まるで空気のように、近くに居ることが当然で気付くことができなかった大切な存在に、ジュリアもまた気付いたのだろう。

　ジュリアのしてきたことは、決して許されることではなく、必ず罪を償わねばならない。そのことは、ジュリアもアンドレイも理解しているはずだ。

　でも、今だけは──ようやく一つになれた二人の心を、セルリナも、そしてライオットもまた、ただ静かに見守っていた。

　──だが、その時。

　穏やかな静せい寂じやくを打ち消す声が響いた。

「あらいやだ。美しくない展開ね。……つまらないわ」

　聞き慣れた声と独特の口調に、セルリナはその声のした方を向いた。

　確かに閉じていたはずの扉に寄りかかるようにして、彼はいた。

「ベアトリクスさん!?」

　セルリナから名を呼ばれ、ベアトリクスはにこりと微笑んだ。

「はあい、セルリナちゃん。無事助かったみたいでよかったわ」

　何事もなかったかのように手を振ってくるその姿を見て、セルリナはほっと胸を撫で下ろした。

（ベアトリクスさん、あの後どうなったのか気になっていたけど、無事だったんだ……！）

　そういえば、最後にベアトリクスの姿を見たのは、セルリナが気絶する直前だった。

　ベアトリクスの制止も聞かずに、セルリナは彼に背を向けて走り出したのだ。

　そしてその直後、何者かによって後頭部を強打され、意識を失って──

（……え？　ちょっと待って……？）

　気絶する前の出来事を思い出す中で、ある違和感がセルリナを襲う。

（……あの状じよう況きようで、私を殴ることができたのは……）

　そう思い至った瞬しゆん間かん、ベアトリクスの笑え顔がおが急に恐ろしいものに感じて、セルリナは身み震ぶるいした。

　だが、今この場に突然現れたベアトリクスに対して違和感を覚えていたのは、セルリナだけではないようだった。

「ベアトリクス……どうしてお前がここに居る？」

　静かに、だが凄みのある声でそう言い放ったライオットに、ベアトリクスは悩なやまし気に肩をくねらせながら言った。

「あらやだ、怖い顔。貴方たちを助けるために追いかけて来た……なんて言ったら、信じてくれる？」

　いつも通りの軽い口調と、明るい笑顔。

　だが、そんなベアトリクスを睨むライオットの顔は、ますます険しくなっていった。

「……お前は一体、何者だ？」

　その答えは意外なところから飛び出した。

「天使……様……」

　ジュリアが戸と惑まどったようにベアトリクスに向けて呼びかけたのを、ベアトリクスはにこりと笑って受け止めた。

「ジュリアちゃん。ご機き嫌げんよう。せっかくお薬を作りに来てあげたのに、その様子だともういらなくなっちゃったかしら？」

　その言葉の意味が理解できず、セルリナは思わず声に出していた。

「ベアトリクスさん……それって、一体……どういうことですか？」

　彼は町でただ一人の医師だ。当然、ジュリアの薬を処方することだってあるだろう。

　だが、ジュリアは彼を『天使』と呼んだ。それはすなわち──。

（まさか……まさか、そんな……）

　信じられない。だが、心の中で導き出されてしまった一つの答えが、セルリナを突き動かした。

「まさか、ベアトリクスさんがジュリアさんをそそのかした……悪魔、なんですか……？」

　呆然としたセルリナの呟きに、ベアトリクスの口の端はしがにいと歪められた。

　妖よう艶えんな笑みを浮かべたベアトリクスの周囲に、底知れないおぞましい気配が集まってくるのを感じた。

「うふふ。賢かしこい子は嫌いじゃないわ。……ご名答。あたしはジュリアちゃんと契約してこの世界に現れた悪魔。ご褒ほう美びに見せてあげるわ。本当のあたしの姿を……」

　言いながら、ぱちりと指を鳴らすとベアトリクスの周りを白い煙けむりが覆った。

　思わず咳せき込こみながら見上げた、煙が晴れたそこには──。

　レースをこれでもかというほどあしらった奇き抜ばつな形状の黒い衣服に身を包み、長い赤あか紫むらさき色いろの髪を靡なびかせる人物が立っていた。

　いや、立っているのではない。紫色の靄もやを全身に纏まとい、堕だ天てん使しのような暗あん紫し色しよくの羽をはためかせて地面から僅かに浮かび上がっている。

　恐ろしいほど整った耽たん美びなその顔は、セルリナがよく見知ったベアトリクスと同じだ。

　だが、その瞳は赤く怪あやし気に光り、頭の両側からは山羊のような角つのが生えていて、彼が人ならざる者であることを明確に現していた。

「あたしの本当の名は、ベアトリーチェ。《色欲》を司つかさどる悪魔にして、偉い大だいなる魔ま王おう様に仕える七なな大だい魔ま公こうの一人よ」

　妖艶な笑みを浮かべながら発されたその声もまた、ベアトリクスと同じものだ。

「ベアトリーチェ……？　七大魔公……？」

　目の前で起きていることが信じられず、セルリナは呆然と、その名を呟いた。

（そんな……そんなまさか……！）

　魔王、そして七大魔公。その単語もまた、聖書の中の一節に記されている。

　七大魔公の力は強大にして、魔ま界かいの覇は者しやたる魔王に次ぐ実力者たちだという。

　ベアトリクスが悪魔だったということですら信じられないのに、まさかそんな大物が顕けん現げんしているなど思いもよらなかった。

「ふふ……セルリナちゃん、どうしたの？　あたしがあまりにも綺き麗れいだから驚いちゃった？」

「……っ！」

　ベアトリクス──いや、ベアトリーチェから放たれる強い威い圧あつ感かんに、背筋に汗あせが流れるのを感じる。

　にこりと微笑みかけられ、セルリナは思わず顔を引きつらせ、自然と後退りしていた。

　ライオットがすかさず動き、セルリナを背後にかばうと、至し極ごく冷静な声こわ音ねで問うた。

「七大魔公……だと？　何故そんな奴やつがジュリアに近づいた……？」

　するとベアトリーチェは軽く肩をすくめた。

「悪魔って結構暇なのよね。人間界をちょこっと偵てい察さつしたときに、なんだか随分悩んでる子がいたから、ついお手伝いしてあげたくなっちゃったのよ」

「……つまり、暇つぶしにジュリアの美しさへの欲望を餌えさにしたというわけか」

「言い方を変えると、そういうことね。悪の所業に手を染めれば染めるほど、欲望は留まるところを知らず、膨れ上がっていく。美お味いしく頂いたわ」

　ベアトリーチェはぺろりと舌なめずりをした。

　それを見て、ライオットが静かに言葉を続ける。

「だが、なぜ医者なんぞに擬ぎ態たいした」

「本当に、ライオットちゃんはどこまでも冷静よね。あたしの正体を聞いても驚かないのね？」

「無駄話をする気はない。質問に答えろ」

　冷たく言い放つライオットに、ベアトリーチェは残念そうに肩をすくめた。

「相変わらず冷たいのね。まあ、答えてあげるわ。医者のふりをする方が、色々死体の処理や検死結果を誤ご魔ま化かすのに都合がよかったからよ。あたしがジュリアちゃんのところに出入りしても怪あやしまれないでしょう？」

「そうだな。だが、お前にとって、ジュリアの欲望が餌だというなら、お前が直接手を下してジュリアに薬を渡せばよかっただろう。何故それをしなかった」

　ライオットがぎろりと睨みつけると、ベアトリーチェは楽しそうに笑った。

「うふ。さすがライオットちゃん。だから好きよ。要は調理の仕方の問題ね」

「調理の仕方だと？」

「ええ。たとえばお肉を食べるにしても、そのまま焼くだけよりも、お塩と胡こ椒しようを振って食べたほうが美味しいでしょ？　それと同じよ」

　ベアトリーチェは自らの肩を抱いて、うっとりと陶とう酔すいするような目をして語った。

「美しさを欲する『欲望』に、自分の領民に手をかける『苦悩』。そして、あたしが何よりも好きなのが──『絶望』。美しい者が絶望して散っていく、その魂たましいを食べるのが大好きなの。だから……」

　アンドレイと抱き合い、呆然と立ち尽くしているジュリアへ、ベアトリーチェはにっこりと微笑みかけた。

「ジュリアちゃん。貴女はもう用済みよ。最後に美味しい『絶望』を食べさせて頂ちよう戴だい」

「天使様……？」

　ジュリアは何を言われているのかわからない、と言いたげな顔をした。

「ふふ、まだ私のことを天使だと思っているの？　こんな色の羽を持つ天使がいるわけないでしょう？　本当に純じゆん粋すいで、とても愚おろかね」

　そう言うと手を伸ばし、自らの方へと誘さそうかのような仕草をした。

　その直後──

「ああああああああああ……！」

　ジュリアが悲鳴を上げながら、身み悶もだえ始めた。

「お嬢様……!?」

　驚きよう愕がくするアンドレイの目の前で、ジュリアの身体から赤い靄が溢れ出し、同時に、若く美しかった彼女の身体がみるみるうちに老いてしわがれていく。

「アンドレ……イ……どう、か……赦ゆる、し……」

　皮と骨だけのような姿になりながらも、絞り出す様に声を発したジュリアだったが、その言葉を言い終わる前に、彼女の身体は砂のように崩くずれ去さった。

「お嬢様……お嬢様あああああ！」

　残されたドレスを搔かき抱いだき、アンドレイはその場に崩れ落ちながら絶ぜつ叫きようした。

（そ、そんな……！）

　一瞬のうちに起こった出来事に、セルリナは恐怖のあまり口を開いたまま、硬こう直ちよくして動けなかった。

　生気を抜き取られたかのようなアンドレイの姿を、ベアトリーチェは恍こう惚こつとして見つめて身震いすると、悦えつに浸ひたるかのように満足げに微笑んだ。

「ああ、何て素す敵てきな、絶望の表情！　何て美味しそうな、魂の叫びなのかしら……。早さつ速そくいただくことにしましょう」

　ぺろりと舌なめずりして、アンドレイへと近寄ろうとしたベアトリーチェの行く手を、ライオットが阻む。

「させるか！」

　ぎりりとベアトリーチェを睨み付け、剣を抜き放ったライオットを、ベアトリーチェは面おも白しろいおもちゃを見つけた時のような好こう奇き心しんに溢れた目で見た。

「あら、真っ向から向かってくるなんて、いい度胸ね。貴方なら、このあたし──七大魔公の実力くらい、わかっているんでしょう？」

「……わかっている。だからこそ、俺の全力をもって祓はらってみせる」

「自信家ね。……でも、気付いているかしら。貴方、今……面白い顔をしているわよ？」

　ベアトリーチェは楽し気にくすくすと微笑む。

「信じていた友人に裏切られて、がっかりしたんじゃないの？」

「誰がお前などを……」

　悪態をつくが、そんなライオットの口元がぴくりと動き、視線がわずかに泳いだ。

（神父様……！）

　いつもは冷れい徹てつなまでに落ち着いているはずのライオットが動揺しているということは、セルリナの目から見ても明らかだった。

　ベアトリーチェを見み据すえるライオットの瞳の奥には、怒りと、悲しみ、そして焦りが浮かんでいる。

　その様子を満足げに眺ながめながら、ベアトリーチェは口の端を歪ませながら笑った。

「うふふ。いい顔ね。でも、ちょっと物足りないから、面白いことを教えてあげる」

「今いま更さら、貴様の言うことなどに耳を貸すと思うか？」

「つれないわね。貴方とあたしの出会いについての種明かしをしてあげようと思ったのに」

　ぐっと眉間の皺を深くするライオットに、ベアトリーチェは顔を輝かがやかせた。

「顔色が変わったわね。何だかんだ言って、やっぱり気にしてくれるのね。ふふ……嬉しいわ！　それでこそ、あの時──貴方が深手を負うように悪魔を仕向けた甲か斐いがあったというものだわ」

「貴様……はじめから計算尽くだったということか」

「そうよ。偶ぐう然ぜんを装よそおって貴方に近付いたの。すべては、孤こ高こうの貴方がやっと得た仲間を失う、絶望の瞬間を見る為に……ね」

　愉ゆ快かいでたまらないといった様子でにたりと口角を上げるベアトリーチェに、それまで成り行きを見守るしかなかったセルリナは、やり場のない想いを込めて自らの拳こぶしをぎゅっと握りしめた。

（ベアトリクスさん……信じていたのに……！）

　時にからかいながらも力強く励はげましてくれていたベアトリクスのことを、セルリナはすっかり信用してしまっていた。何だかんだで仲良くなれてきたと思い込んでいた。

　でもそれは、すべて偽いつわりだったのだ。

（でも……神父様はもっと辛いはず。あんな風に言ってたけど、本当は私よりずっと前から、ベアトリクスさんを信じていたはずだから……）

　他者を信用することはないと公言していたライオットだが、実は優しいところもあるのだということを、セルリナはもう知っている。

　ベアトリクスに対して悪態をつきながらも、心の底では彼を信用していたからこそ、素の自分を見せていたに違いない。

（……悔しい……！）

　ライオットの中に、本人も気付かぬうちに少しずつ芽生えていたであろう、他者を信じる心。それを踏ふみにじったベアトリーチェへの悔しさがこみあげた。

　セルリナからの視線をよそに、尚も得意げに微笑んでいるベアトリーチェを、ライオットが睨み付けた。

「……生憎あいにくだったな。お前は友人面をしていたつもりかもしれんが、俺は悪魔と本気でやりあうことにためらいなどない」

　剣を構えたライオットの目に再び光が戻ったのを見て、ベアトリーチェはふぅとため息をつき、肩をすくめて見せた。

「残念ながらそうみたいね。貴方の性格を傍で見て来て、何となく予想はついていたけれど。……なら、手段を変えるまでよ」

　ベアトリーチェの体がふわりと浮き上がり──そのまま、セルリナの背後へと着地した。

「えっ？」

　突然のことに驚く間もなく、セルリナは力任せに引き寄せられ、背後から羽は交がい絞じめにされた。

「あっ……！」

「たとえば……この子を殺しても、貴方は平気でいられるかしら？」

　ベアトリーチェの息を間近に感じながらも、必死に抗あらがおうとするが、その力は強く、身動きがとれない。

「は、離して！」

「うふふ。暴れない方が身のためよ？　あまり抵てい抗こうすると、死期が早まるわよ？」

　身体を強く押さえつけられ、小さく呻くセルリナを見て、ライオットが叫んだ。

「セルリナ！　……貴様……セルリナを離せ」

「いやよ。ほら、もっと悲痛な声を聞かせて頂戴。何だかんだ言って優しい貴方は、この娘を見捨てられないでしょう？　だからこそ、この娘が死んだら、さぞかし絶望に満ちた顔をしてくれるのでしょうね」

「くっ……」

　手も足も出せずに立ち尽くしたままのライオットを、セルリナは尚ももがきながらも見つめた。

（私……また神父様の足手まといに……）

　思わず目をそらしたくなる気持ちを抑えるように、唇をきゅっと嚙んだ。

「もう一度言う……。セルリナを解放しろ」

「ふふ。そんな苦しそうな顔をしている貴方を見て、この子を解放すると思う？」

　ベアトリーチェはというと、相変わらずにたりと口角を上げながらも、その目だけはどこか神しん妙みような色を宿していた。

「でも……驚いたわ。まさかあのライオットちゃんが、ここまでこの子に固こ執しつするなんて。実は優しい男だってことは知っていたけれど、想像以上だったわ」

「そいつは依頼人だ。死なせるわけにはいかない」

「噓ね。それだけが理由じゃないでしょう？　普段の貴方なら、依頼人に対してそこまでの私情を挟はさむはずがない。セルリナちゃんに対して、必要以上に情が湧わいてしまっているのよ。……いいえ、もしかしたら、ただの情ではなく、それ以上の感情なのかもしれないわね」

「何を馬ば鹿かなことを……」

　そう言いながらも安易に動くこともできず、ただその場に立ち尽くすしかないライオットは、苦々しく顔をしかめた。
















「あははは！　その顔、ぞくぞくしちゃう！　この子を殺したら、貴方はどんな顔をしてくれるのかしら！」

　心から楽しそうに哄こう笑しようするベアトリーチェの爪つめの切っ先が喉元につぷりと沈しずみ、僅かに皮が切れ、セルリナは「ああっ！」と声を上げた。

　それを見て、ライオットが思わず目を背そむけた。

（ああ……神父様が、動揺してる……。私のために……）

　普段決して見ることのない、ライオットが動揺している姿を見て、セルリナは胸を締しめ付つけられるようだった。

　ただでさえセルリナが捕らわれていることで手が出せないというのに、気持ちの揺さぶりをかけられていては圧あつ倒とう的てきに不利だ。

　このままでは、自分は勿もち論ろん、ライオットの身まで危ない。

（一体、どうすれば──）

　……と、そこまで考えてから、セルリナははたと我に返った。

（……って、ちょっと待って。神父様が私のために動揺!?　そんなことってある!?）

　冷静になってみて思い出されるのは、これまでのライオットとのやり取りと、そこから知り得た彼の性格だ。

　常に冷徹非道なまでに落ち着いていて、実力に裏付けられた計算高い自信家で、決して私情に流されたりしなかった。そんなライオットが、憎むべき敵を目の前にして、『クソガキ』の危険を前に動揺することなどあり得るだろうか？

（いやいやいや！　そんなこと、あり得ない……！　神父様はこんなことくらいで動揺なんてするわけがない！　そりゃあ、本気で心配してくれてるなら嬉しいけど……だとしても、自分にとって不利になる姿を見せるような人じゃない！）

　──ということは……？

　ある考えに辿り付いて、はっと顔を上げてライオットを見み遣やると、一瞬、目が合った。

　そのライオットの目は、どこか笑っているようにも見えた。

（……！）

　だがすぐに、ライオットの視線の先はベアトリーチェへと戻る。

　そんなライオットに、ベアトリーチェは身を乗り出すように畳たたみかけた。

「ほおら……大切な子の命が危ないわよ。この子が傷つけられるのを見るのは、苦しいでしょう？　でも、目を背けていたら、それこそセルリナちゃんが苦しい想いをするだけよ？　そうね。この子を助けたいなら、跪いて赦しを請こうてみればどう？　あたしの心を変えられるかもしれないわよ」

「ぐっ……誰がそんなことを……」

「あら、できないの？　大切な子のためにそんな簡単なこともできないなんて、ライオットちゃんも情けないのね。なら……無力な自分を呪のろいなさい！」

　そう言いながら、ベアトリクスの右手がセルリナの首元へと伸びる。

「ベアトリクス！　貴様……！」

　ぎりぎりと歯を食いしばり、苦く悶もんの表情を浮かべながら、ライオットは拳をきつく握っている。

　セルリナは自由になった右手を振り回しながら必死にもがくが、上級悪魔であるベアトリーチェの力に敵かなうはずもない。

　だが、ベアトリーチェの高らかな笑い声が響き渡るのを聞きながらも、心の中では強く叫んでいた。

（このままあっさりと、殺されるもんですか……！）

　そこに、ライオットの悲痛な声がかかる。

「セルリナ……」

　彼らしくもない弱々しい声音を耳にし、ベアトリーチェは感かん極きわまったように身悶えた。

「ああ、いいわ……！　諦めることを受け入れるしかない、切ない声。悲ひ哀あいに満ちた瞳。たまらないわ！」

　恍惚の表情でライオットを食い入るように見つめ、陶酔したように身体を震ふるわせる。

「でも、そろそろ終わりにしましょ。ひと思いに殺してしまうのはつまらないから、ゆっくりと首を絞めて息の根を止めてあげる。さあ、ライオットちゃん！　セルリナちゃんの喘ぎ苦しむ声を聞きながら、心の底から絶望に打ちひしがれる姿をあたしに見せて！」

　セルリナの首にかかったベアトリーチェの右手に、ゆっくりと力が込められていく。

　ベアトリーチェの視線は、ライオットへと一身に注がれている。ライオットの苦悶の表情を、一瞬たりとも見逃すまい──と。

　ベアトリーチェの気が逸れたこの隙すきこそ、セルリナが待っていた『刻とき』だった。

（今だ……！）

　わずかに動く体をよじり、ポケットに忍しのばせていた護身用の聖水が入った小瓶を引ひっ摑つかむと──




「あなたの思い通りになんか……させない！」




　渾こん身しんの力でベアトリーチェの顔面めがけて投げつけた。

　打ち付けた衝撃で小瓶の蓋が開き、中から出て来た液体がベアトリーチェにふりかかる。

「……!?　きゃああっ！」

　聖水がかかったベアトリーチェの顔の右半分の皮ひ膚ふが、まるで劇薬を浴びたかのようにただれた。

「あ、あたしの顔が……！」

　ベアトリーチェは半はん狂きよう乱らんになってセルリナを突き飛ばすと、自分の顔を押さえながら、すぐに傷を修復するべく文言を唱え始める。

　至高の美しさを自じ慢まんとするベアトリーチェにとって、どんな相手の前でも、美しさを保つことが何よりもの優先事じ項こうなのだろう。

　──だが、そうして生まれた隙を、ライオットが見逃すはずがなかった。

　解放されたセルリナを即そく座ざに抱き寄せて背後へと庇う。

「よくやった、クソガキ」

「何が『よくやった』ですか！　いくら隙を作るためだとはいえ、私が演技だと気付かなかったらどうするつもりだったんですか!?」

「だが、お前は気付いただろ？　これでも俺はお前を信頼してやったんだぞ」

「そ、それは、光栄ですけど……。って、そういう問題では……」

「話は後だ」

　もの言いたげなセルリナを軽くあしらってから、ライオットはベアトリーチェへと斬りかかっていった。

　それに気付いたベアトリーチェは、慌てて呪じゆ文もんを止やめて飛びのく。

　ただれたままの顔を右手で覆って隠しながら、悔し気にライオットを睨みつけてくる。

「あたしに顔を治す隙すきを与えないつもり……？　意地悪ね」

「勝手に言ってろ。貴様に何を言われようと、知ったことじゃない」

「ひどい人ね。悪魔の私を騙だますなんてやってくれるじゃない。さっきまでの動揺は、あたしの気を逸らすための演技だったってわけ？」

「当然だ。貴様に吞まれるほど俺は愚かじゃない。ついでにセルリナも、お前の好きなようにされるだけのクソガキじゃなかったってことだ。もっとも、こいつが俺の意を汲くんで動くかどうかは賭かけだったがな」

　セルリナを背中で守りながら獰どう猛もうな笑みを浮かべたライオットを、手で覆っていない方の目でじっと見つめながら、ベアトリーチェはつまらなさそうに言った。

「力強い表情になったわね……。まったく、見せつけてくれちゃって。貴方には、あたしよりずっと信頼できる相手ができてしまったというわけね。寂さびしいわ」

　おそらくは本当にそう思っているのだろう。

　ベアトリーチェは深く大きなため息をついた。

「悔しいけど、顔を隠したまま戦うのは不利だし、かといって醜い姿を晒さらすのは、あたしの信条に反するわ。残念だけど、今日のところは見逃してあ・げ・る」

「ふざけるな。このまま逃がすと思うか？」

「あらやだ。本当に気が強いのね。本気のあたしと戦って、勝てると思ってるの？」

　ライオットに嘲ちよう笑しようを向け、ベアトリーチェは再びふわりと浮かび上がった。

「まあいいわ。せいぜいそう思っておきなさい。次に会う時は、ちゃんと殺してあげる。その時までに、お互たがいにもっと絆を深めておくことね。その絆が壊こわされた時の絶望は、さぞかし美味しいでしょうから」

「逃がさん！」

　ライオットが短剣を投げつけるが、ベアトリーチェはそれを軽やかに避さけ、そのまま大きく飛び上がってセルリナの傍へと着地した。

　そして、呆あつ気けにとられたままのセルリナの耳元で、楽しそうな声で囁ささやいた。

「ねえセルリナちゃん。恋こいする乙女おとめって、綺麗よね。あたし、だんだん女らしくなってくるあんたが気に入っちゃった。あんたが絶望する顔を見てみたくなっちゃったわ。またいつか会いましょう」

　にこやかに美しい笑みを浮かべると、セルリナの頰に軽く口づけた。

「……っ！」

　何をされたのか一瞬理解できず、硬直したままだったセルリナが我に返るその前に、ベアトリクスは紫色の靄に包まれ、空気中に溶とけ込こむようにして搔かき消きえていった。

　後には、立ち尽くしたままのライオットとセルリナが残され、再び戻った静寂の中に、アンドレイの静かな嗚お咽えつだけが響いていた──。
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　小高い丘おかの上に、寂さびしく冷たい風が吹ふく。

　教会の傍そばにある墓地には、三つの人ひと影かげがあった。

　沈しずみゆく夕日とともに故人を送る。

　魂たましいが光となって天へ昇のぼり、ルミナス神の元へと届くように──。

　そんな願いを込こめて、ライオットの隣となりでジュリアの弔とむらいを終えたセルリナは、黙もく禱とうを続けるアンドレイを見守っていた。

　長年に亘わたり地域を治めた領主の葬そう儀ぎともなれば、本来であれば領内へ告知し、大々的に行うべきものだろう。

　しかし、ジュリアの遺体は塵ちりとなって消えてしまった。通常の葬儀を執とり行おこなうことは難しい。

　何より、悪あく魔まの存在を公おおやけにすれば、ベルンは大変なことになってしまうだろう。

　不要な混乱をもたらせば、やがては国中へ波は及きゆうしていき、ルミナス神のもと一つにまとまっていた人心は離はなれ、不安定な情勢を招くことになる。

　それ故ゆえに、ジュリアの死は病死とし、真実を伏ふせる必要性がある。──そのことをライオットから聞かされていた。

　最後の太陽の光が消えようとする時になって、ようやくアンドレイは顔を上げた。

「どうもありがとうございました。おめおめと生き残った私にできることは、お嬢様の名めい誉よを汚けがさぬことぐらいです。お二方には真実を秘ひ匿とくしていただき、感謝の言葉しかございません」

　アンドレイは深く一礼してから、手にしていた小箱をライオットへと差し出した。

「なんだこれは？」

　不ふ審しんそうに見やるライオットに、アンドレイは小箱をそっと開いて見せた。

　そこにあった紙の束を開くと、ライオットは薄うす暗ぐらくなってきた闇やみの中、ランタンの光をかざしながらそれにざっと目を通した。

「ハートレット家の財産目録、土地の権利書、屋や敷しきの権利書……か」

「こっちには何か、鍵かぎも入ってますけど……」

　セルリナは受け取った小箱から鍵を取り出し、首を傾かしげた。

「はい。ハートレット家の所有する貸金庫の鍵です」

「なるほど。……って、アンドレイさん!?　こ、こんな大事なもの、受け取れませんよ！」

　ライオットが手にした紙の束を奪うばい取とり、小箱ごとアンドレイにつき返そうとした。

　だが、アンドレイは首を横に振ふった。

「私たちは、決して許されない罪を犯おかしました。悪魔に心を奪うばわれ、魅み了りようされたとはいえ、我わが子のように慈いつくしむべき領民に手をかけてしまいました。お二人に止めていただいていなければ、更さらなる悪行を重ね、多くの被ひ害がい者しやを出していたことでしょう。ジュリア様の魂も永遠に救われることなく、そして……私もまた、お嬢様に本心を告げることができていなかったに相そう違いありません」

「アンドレイさん……」

「クライン神父様、セルリナさん。罪つみ滅ほろぼしにはならないかもしれませんが、どうか、この財産を受け取ってください。そして、私たちのような悪魔に誑たぶらかされてしまった者を救うためにお使いください」

　再び深く腰こしを折ったアンドレイに、セルリナはそっと歩み寄った。

「アンドレイさんは、これからどうするつもりなんですか？」

「私はこれより聖都ルグランツに赴おもむき、法王様にお会いしてジュリア様の死亡をご報告させていただくとともに、今回の事件に関するすべての責任を取ろうと思っております」

「それって……」

　セルリナが目を見開くと、アンドレイは穏おだやかに力なく微笑ほほえんで頷うなずいた。

「命じられるままに、罪なき領民を殺害してきたのです。当然、私は死を賜たまわるでしょう」

「そんなっ……」

　息を吞のむが、実際、それ以外の処分がくだらないことは、安易に想像できる。

　たとえここで労いたわりの言葉をかけたところで、虚むなしく響ひびくだけ。そう思えばこそ、セルリナは俯うつむいて黙だまり込こむしかなかった。

　すると、それまで黙っていたライオットが口を開いた。

「逃にげるのか？」

　だが、アンドレイは黙したまま、ライオットの視線を受け止めている。

　ライオットは煙草たばこに火をつけながら、言葉を続けた。

「死ぬのは楽だろうな。どうせ、死ねばジュリアの元に行けるとでも思っているんだろう」

　ふう、と吐はき出だされた煙けむりの渋しぶい臭においが、鼻をくすぐる。

　アンドレイの表情が、今にも泣き出しそうな顔になった。

「ちょ、ちょっと、神父様！　そんな風に言わなくてもいいじゃないですか……！」

　セルリナが口を尖とがらせて咎とがめるが、アンドレイは俯き、静かに言った。

「セルリナさん。いいのです。クライン神父様……貴方あなたは本当に、どこまでも聡さとい方ですね。……おっしゃる通りです。死をもって罪を償つぐなうなど綺き麗れい事ごとです。ジュリア様を失った今、私は生きていることが辛つらいのです。私は……死という名前の贖しよく罪ざいで事件を終わらせようとしている、ずるい人間なのです」

　自じ嘲ちようするようにかすかに笑って見せたアンドレイの瞳ひとみがあまりにも悲しげで、セルリナの心は痛んだ。

（アンドレイさんは、生きる意味を失ってしまったんだ……）

　そんなアンドレイにとっての本当の意味での罰ばつとは、死ぬことではなく、生き続けることなのだろう。

　果てしない後悔を背負いながら生きることは、罪を償う上で最も重い十じゆう字じ架かだ。

　とはいえ、この国の法をもってすれば、犯してしまった罪に対する責任の取り方として、死を選ぶほかないというのも事実だ。

　アンドレイもまたそのことを理解して、苦く悩のうしているのだろう。

（確かに、それが正しい罪の償い方なんだってことは、私だってわかってる。だけど……そうするしかないの？　他の道はないの？　納なつ得とくできない……納得したくない……）

　セルリナはもやもやとする心のやり場が見つからず、スカートの裾すそをきゅっとつかんで俯いた。

「正直なところ、俺おれにとってお前自身の生死はどうでもいい」

　俯いたままのセルリナの横で、ライオットが吐はき捨すてるように言った。

「アンドレイが出頭して罪を犯したことを告げれば、これまで起きた殺人事件は表面上、すべて解決するだろう。ハートレット家の遺産は没ぼつ収しゆうされ、遺族への見み舞まい金きんに充あてられる。だが、その財産が俺の手元にあるというのはいささか具合が悪い」

　それを聞いて、セルリナも顔を上げて頷いた。

「た、確かに……。ハートレット家に財産があるだろうことは誰だれでも予測できるでしょうし、それが見当たらないとなると、一体どうなったのか詳くわしく調べられてしまうかも……」

「そういうことだ。教会への寄進という形で受け取る手もあるが、お前が今金を託たくそうとしているのは、神父としての俺ではなく、祓魔師エクソシストとしての俺だろう？」

　水を向けられたアンドレイは、静かに一つ頷いた。

「どちらにしても、俺個人や俺の担当するベルン聖教会が莫ばく大だいな金を受け取ったとなれば、俺が上に目を付けられる。変な容疑をかけられるのも、目を付けられるのも御ご免めんだ。……だから、セルリナ」

　ライオットがこちらを向いて不ふ遜そんな顔で笑うのに、何か嫌いやな予感がした。

「お前がこいつの処しよ遇ぐうを決めろ」

「え……えええええ!?　ちょ、ちょっと待ってください！　どうして私が……!?」

　急にとんでもない爆ばく弾だんを投なげ渡され、セルリナは危あやうく手にした小箱を足の上に落とすところだった。

　だが、ライオットはしれっとした表情で告げた。

「お前が今回の事件に関しての依い頼らい人にんだからだ」

「で、でも、このお金は神父様にって……」

「俺はこの金をもらわなくても別に困らない。お前から依頼の成功報ほう酬しゆうを取り立てれば、金が手に入るわけだからな」

「うっ……」

　にやりと笑うライオットに、セルリナは顔をひきつらせた。

　そう言えば、色々な出来事があり過ぎて、恐きよう怖ふの取り立てがこれから始まるのだということをすっかり忘れていた。

　ベアトリーチェは倒たおせなかったが、あくまで『追おい払はらう』ことが今回の依頼であるため、前金の金貨十枚と、あわせてそれ以上の支払いが待っている。

　口元をひくつかせて硬こう直ちよくするセルリナをよそに、ライオットは言葉を続けた。

「だが、もし……この莫大な遺産を受け取って成功報酬とするなら、遺族に一部を教会からの見舞金という名目で渡したとしても有り余る」

「え？　それってつまり……その場合、私は神父様に今回の報酬を払はらわなくていいってことですか？」

「構わん」

「ほ、本当ですか!?」

　ライオットの断言に、セルリナは思わず拳こぶしを握にぎった──が、すぐに不ふ謹きん慎しんであることに気付いて、慌あわててその手を降ろした。

　そんなセルリナに、ライオットが言葉を続ける。

「ついでにアンドレイの処遇も、お前が決めろ。聖都に突つき出だすも突き出さないも自由だ」

「え……」

　それに、セルリナの心が揺ゆらいだ。

　だがすぐに、湧わき上あがる感情を打ち消すように首を横に振ってから、ライオットに向き直った。

「ちょ、ちょっと待ってください。今回の事件は、多くの人々が巻まき込こまれているんですよ!?　アンドレイさんの処遇を、私一人の感情で決めるわけには……」

　すると、ライオットは憮ぶ然ぜんとした視線を向けてきた。

「……なら、何な故ぜ、さっきお前は俯いた」

「えっ」

（さっきの見られてた!?）

　セルリナは驚おどろいて顔を上げた。だが、その先に待つライオットの静かな視線に顔を強こわ張ばらせた。

「そ、それは……私は……アンドレイさんが本当は悪い人じゃないってことを、知っているからです。だけど、罪を犯したのは事実ですし……法に則のつとって裁かれるしかないということはわかっています。……でも……簡単には割り切れなくて……」

　徐じよ々じよに声が小さくなり、俯き加減になってしまった。

（こんな私を見て、神父様は失望するかもしれない……）

　そう思うと、ライオットの顔を見ることができない。

　だが、それは唐とう突とつだった。

　ぴしりと額に痛みが走り、指で額を弾かれたことに気づいた。

「……っ！　な、何するんですか！」

　額を押さえて顔を上げると、真っすぐにこちらを見つめるライオットの顔があった。

「お前の考えは間ま違ちがってない。少なくとも俺はそう思っている。国の定めなど知ったことか。罪とはなんだ？　許しとはなんだ？　万ばん人にんに沿う答えなどない。その上で俺はお前に聞いている」

　ライオットの真しん摯しな視線が、セルリナを射い抜ぬく。

「お前はどうしたいんだ？」

　セルリナは息を飲んだ。

「私は──」

　セルリナは静かにライオットを見つめ、そして──告げた。
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「──さん、お客さん！」

　若い男性からの呼びかけに、セルリナはハッと目を覚ました。

「はっ、はひっ」

　慌てて周囲を見み渡わたすと、ここは乗り合い馬車の中だ。

　心地ここち好よい揺れに揺られて眠ねむりこけていたようだが、気が付けば馬車は停止している。

「お客さん、確かベルンで降りるんだったろ？　着いたよ」

　呆あきれた様子でそう声をかけてくれたのは、御ぎよ者しやである若い男性だ。

「あっ、は、はいっ。ありがとうございますっ」

　口から垂れていた涎よだれを拭ふく暇ひまもないまま、慌てて荷物を搔かき抱いだくと、セルリナはぺこりと一礼して馬車を降りた。

　そして、まだぼんやりとしている目で、去りゆく馬車をしばし見つめる。

「……あ。今、私、若い男性相手に、ちゃんと目を見てお礼を言えてた……」

　寝ねぼけていたとはいえ、極度の男性恐きよう怖ふ症しようだった自分にとっては、大きな進歩かもしれない。

　そんなことを思いながら、セルリナはくるりと振ふり返かえって、目の前の小高い丘を見た。

　その先に建つ教会──ベルン聖教会の尖せん塔とうが目に入る。

「私、戻もどって来きたんだ……」

　再教育期間が終しゆう了りようしたセルリナが、聖都にあるグランスター修道院へ帰き還かんするよう命じられ、ベルン教会を去ってから、ひと月が経たっていた。

　すでに礼拝も終わった時間なのか、周囲には人ひと気けがなく、静せい寂じやくが流れている。

　セルリナは勝手知ったる教会の裏口に回ると、遠えん慮りよすることなく中へと入った。

「お邪じや魔ましまーっす」

　元気よくそう言ってみたが、反応はない。

「……留守なのかな」

　そうだとしたら、鍵を開けっ放しで不用心なことだ。

　あとあと揚げ足を取るための良よい材料を得た──とほくそ笑えむが、その直後、お腹なかがぎゅるぎゅると情けない音を上げ、すぐに気分が落ち込んだ。

「うう……そういえば、今日はまだお昼ご飯を食べてないんだった……」

　ひもじさを感じて、一直線に食堂へと向かう。

　するとそこには──ほかほかと湯気をたてている、焼き立てと思おぼしきパンがいくつか並べられていた。

　香こうばしい匂においが鼻をくすぐり、食欲をそそられる。

「うわああ……美お味いしそう……！　もしかしなくても、神父様のお手製パンよね!?」

　きょろきょろと周囲を見渡すが、相変わらず人の気配はない。

（……一つくらい貰もらっても、ばれないよね……！）

　ライオットが帰ってくるまでに素す早ばやく食べてしまえば問題ないだろう。

　そう判断して、セルリナはパンへと手を伸のばし、勢いよくかぶりついた。

　──が、

「あっ、熱っつーーい!!」

　焼きたてゆえの想像以上の熱さに思わず叫さけび、パンを取り落としてしまった。

「あああああ！　何て勿もつ体たいないことをおおお！」

　頭を抱かかえながら悲鳴を上げた、その時。

「……おい、何をやっている」

　背後からかかってきた声に、セルリナはびくりと肩かたを震ふるわせた。

「ひいっ！　し、神父様！　これはそのう……す、すいませんでした！　そして、お久しぶりです！　ただいま戻もどりました！」

「泥どろ棒ぼうのように盗ぬすみ食ぐいとは随ずい分ぶんな挨あい拶さつだが……お前、どうしてここに居る？」

「ど、泥棒じゃないですよ！　ちゃんと連れん絡らくは送っておいたはずです！」

　呆れた目を向けて来るライオットに事情を説明しようとしたその時、見覚えのある人物が、ライオットの背後からひょっこりと顔を出した。

「これはこれはセルリナさん。そう言えば、グランスター修道院よりご連絡がありましたね。お帰りなさいませ」

　のんびりとした口調でそう言いながら微笑んだのは、アンドレイだ。

「おい、アンドレイ。まさか、知っていて黙っていたんじゃないだろうな」

「いえいえ、まさか。純じゆん粋すいにお伝えするのを忘れていたのですよ。決して、神父様の驚く顔が見たかった……とか、そんな不純な理由で黙っていたわけではありません」

「アンドレイさん、でかしたわね！」

「セルリナさんに喜んで頂けたなら何よりです」

「……おい、お前たち。何を結けつ託たくしてるんだ」

　セルリナとアンドレイが嬉うれしそうに笑いながら手を取り合うのを、ライオットが苛いら立だちを隠かくすことなく睨にらみつけた。

　だがアンドレイはまったく怯ひるむことなくにこりと穏やかに微笑んだ。

「お許しください。セルリナさんは私にとって、聖女ともいえるお方ですから」

「せ、聖女？　それは言い過ぎなような……」

　身に余る物言いにセルリナが慌てると、アンドレイは静かに首を横に振る。

「いいえ。私はセルリナさんに生きる意味を与あたえて頂きましたから」

　──一月前のあの日。

　セルリナがアンドレイに下した処遇、それは、




「生きてください。そして──二度と同じ悲しみが起きないように、力を尽つくしてください」




　──というものだった。

　被害者たちの眠る墓前で罪を悔くい、遺族の想おもいを目の当たりにしながら、生しよう涯がいをかけて贖あがなうこと。これまで見知った情報をライオットに伝え、今後の悪魔退治の役に立てること。──それこそが、アンドレイが成すべきことだと判断したのだ。

　それは、ジュリアに殉じゆんずることを心から望むアンドレイにとって、死罪になるよりも辛い選せん択たくだっただろう。

　だが、アンドレイはその判断に従い、ライオットから成功報酬を除いて突つき返かえされたハートレット家の遺産の一部を「元領主からの見み舞まい」として遺族に渡し、自らは墓はか守もりとして教会に身を置くことを決断した。

　領主が不在となった今、ジュリアが行ってきた様々な事業を把は握あくしているのはアンドレイだけとなり、そのあとの引ひき継つぎなども含ふくめて忙いそがしい日々を送っていたようではあるが──。

　今こうして穏やかな心を取とり戻もどしつつあるアンドレイを見ていると、その選択は間違っていなかったと思える。

（アンドレイさんは、ちゃんと前を向いて歩き出せているんだ……）

　きっと、彼はもう大だい丈じよう夫ぶ。──そう思える。

（私のおかげ……と思ってくれてるのは恐きよう縮しゆくしちゃうというか、くすぐったいような気分になるけど……）

　何だか照れくさい気持ちになったセルリナに、ライオットのうんざりとした声がかかる。

「何が聖女だ。こんなはねっ返り、雑草の間違いだろう」

「ちょっと、神父様！　女性に向かって雑草ってどういうことですか！」

　憤ふん慨がいするセルリナを適当にあしらうと、ライオットは腕うでを組んで壁かべに背を預け、はあとため息をついた。

「……で、どうして帰ってきた。今度は何をやらかしたんだ？」

　唸うなるように低い声こわ音ねで問いかけられ、セルリナは頰ほおを膨ふくらませた。

「失礼ですね。別に何もやらかしてなんかいません。自主的に帰ってきたんです」

「は？」

「だって、ここの方が修道院より居い心地ごこちがいいって気付いちゃったんです」

「なんだその、意味の解わからない理由は……」

　頭が痛いと言わんばかりのライオットに、セルリナが口を尖らせた。

「またまた、素す直なおじゃないんですから。神父様だって、私が帰ってきて嬉しいくせに」

「調子に乗るな」

　縦たての線が深く刻きざみ込こまれた眉み間けんに更に皺しわを寄せて、ライオットがぎろりとこちらを睨みつけてくる。

　だが、セルリナはライオットを怯ひるむことなく見上げて微笑んだ。

「私は嬉しいですよ？」

「なんだと？」

　絶句するライオットに、セルリナはくすりと笑って言った。

「神父様は色んなものの見方や、これまで私が知らなかった世界を教えてくれました。そして、何だかんだ言いながらも私を認めてくれました。だからこそ私は自分に自信を持てるようになってきたし、もっと成長したいと思うようになりました」

　それは、初めてここに来た時にはなかった感情だ。

「神父様と一いつ緒しよに居ると、色んな経験ができるんです。だから、未来の私を作っていくためにも、もっと神父様と一緒に居たい。そう思うようになりました。男おとこ嫌ぎらいの私が男性相手にこんな風に思えるなんて、本当に珍めずらしいことなんですよ？　自分でも吃驚びつくりです」

　そして、セルリナは曇くもりのない瞳で真まっ直すぐにライオットを見つめた。

「だから、ここが私の居場所です。帰ってくることができて、私は嬉しいです」

「ガキだとばかり思っていたが……まさか、一丁前にそんなことを考えていたとはな」

「失礼ですね。私だって日々成長してるんです。知ってますか？　子供の成長は早いんですよ」

「……確かに、そうかもしれんな」

　珍しく豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をしているライオットに、セルリナがすかさずにんまりと笑った。

「なんですか？　まさか、私が神父様に惚ほれちゃって、追いかけるために帰って来たとでも思ったんですか？」

　ぷぷーっと口元を押さえて笑ってみせると、ライオットがぎろりと睨みつけてきた。

「思いあがるな。クソガキ。だが、まあいい。戻ってきたなら好都合だ。以前のツケ、払ってもらおうか」

「……はい？」

　打って変わって余よ裕ゆうに満ちたにこやかな笑えみを向けて来たライオットに、セルリナの笑え顔がおが固まる。

「えーっと、たしか私のツケって、アンドレイさんから頂いたお金で帳消しになりましたよね？」
















「あの事件の契けい約やく分ぶんはな。だが、お前がベルンに来た初日に、部屋の悪魔を退治してやった分がまだ残ってるだろう」

　さあっとセルリナの顔が青ざめていく。

「……わ、忘れてた……！　ち、ちなみに、具体的にいくらぐらいなんですか？」

「そうだな。低級悪魔一匹ぴき当たり銀貨二十枚。五匹だったから合計銀貨百枚だ」

　さらりと言ってのけるライオットに、セルリナは口をパクパクとさせた。

「ちょ、え、ええええええ？　そんなっ、ひどい！　この悪魔！」

「なんとでも言え。この間の前金の金貨十枚に比べれば安いものだろう」

　くくくっと極ごく悪あくな笑みを浮うかべるライオットに愕がく然ぜんとしていると、アンドレイがこそこそと耳打ちしてきた。

「セルリナさん……私があの事件の後で、別べつ途とにお渡しした金貨十枚ほどはどうなさいました？」

「激レア小説全三十巻分に消えました」

　真顔で即そく答とうしたセルリナに、アンドレイの目が点になり、為なす術すべなしとばかりに首を横に振る。

「あああっ、アンドレイさん。見捨てないでえええ！」

　必死にアンドレイに縋すがりつくが、アンドレイは目を逸そらしたまま静かに後退していく。

　唯ゆい一いつの味方をも失い、ただ立たち尽つくすしかない──はずだった、が。

「うう……こうなったら……」

　セルリナは顔を上げてライオットを真っ直ぐに見た。

「それならいっそのこと、その借金に上乗せする形で、新しい契約をお願いします」

　開き直ったかのような突とつ然ぜんの提案に、ライオットが片眉を上げる。

「……契約、だと？　一体どんな依頼をするつもりだ？」

　訝いぶかし気なライオットの視線を真っ向から受け止めながら、セルリナはきっぱりと言い放った。

「依頼内容は、『悪魔ベアトリーチェの退治』です」

　すると、ライオットは僅わずかに目を見開いた。

「追い払うだけでいい、と言っていたんじゃなかったのか？」

「はい。ベルンに来たばかりの頃ころは、そう思ってました。自分の周囲の安全さえ確保できればそれでいい……って。でも、ベルンで過ごした出来事を通して、それじゃいけないって思ったんです。二度と同じような事件を起こさないためには、その根源を断たつべきだって」

　瞳に強い意志を宿しながら語ると、アンドレイが「セルリナさん……」と感かん慨がい深ぶかげに見つめて来る。

　暖かな眼まな差ざしに励はげまされながら、セルリナは言葉を重ねた。

「もちろん、私も同行して、できる限りの協力をするつもりです。確かそうすれば、減額してもらえるんでしたよね？」

「ああ。新しい契約を結ぶのはお前の自由だが……撃げき退たいするだけの依頼と違ちがって、確実に仕留めるとなると契約金は跳はね上あがるぞ。相手が七なな大だい魔ま公こうという大物なら尚なお更さらだ」

「そうですよ、セルリナさん。ただでさえ借金があるというのに……」

　金銭的な話が出て来たことでさすがに不安になったのか、アンドレイも心配そうに声をかけてきた。

　けれど、そんな彼らに、セルリナは自信ありげに微笑んでみせた。

「まあ、きっとそのうち返せますよ。どうせこれからも長い間、神父様の元でお世話になるわけだし」

「ならば、私も……。微び力りよくながら、先日神父様に受け取っていただけなかった遺産をお渡しいたしましょう」

「アンドレイさん！　あのお金は困っている人のためにつかうハートレット基金を設立するって話だったんじゃ……」

「悪魔を退治することに使われるのであれば本ほん望もうです。どうか、お納めください」

　ライオットはしばらくの間腕を組んで思案しているようだったが、やがて観念したようにため息をついた。

「クソガキが。どうせ帰れと言ったところで帰らないんだろう？　……その依頼、受けてやる」

「本当ですか？　じゃあ、また当分の間、切っても切れない依頼人と契約者の関係ですね。これからも宜よろしくお願いします！　私も精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります！」

　元気よく気合を入れたセルリナとは対照的に、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていたライオットだったが、やがて、ふっと意地の悪い笑みを向けた。

「ああ。せいぜい頑張るんだな。これからも存分にこき使ってやろう。使いっ走りからハードな囮おとりまで、お望み通り、もっととんでもない世界を見せてやる。楽しみにしているといい」

　顔を引きつらせたセルリナに、ライオットがくつくつと妖あやし気に笑いかけた。

「そ、そういう意味で言ったわけでは……！」

　そんなセルリナに、ライオットは、今度はまるで天使のようなにこやかな微笑みを浮かべながら、容よう赦しやなく言葉を投げかけた。

「何を遠慮している。踏ふみつけられても引ひっこ抜ぬかれてもへこたれない、そんな雑草みたいな奴やつはそうそういない。これでも俺はお前の度胸は買っているつもりだからな。俺が人を褒ほめるなんて珍しいんだぞ？」

　その笑顔が逆に恐おそろしい。

　すっかり形勢逆転した状じよう況きように、アンドレイが憐あわれみの目を向けているのがわかる。

「うう……！　たとえ褒められているんだとしても、そんなのいやああああ！」

　ベルンの丘にセルリナの大だい絶ぜつ叫きようがこだまし、教会の新たな一日が始まるのだった。








あとがき









　この度たびは本作品をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　前作も読んでくださった方はご存知かと思いますが、チサトアキラはチサとアキラの二人組です。

　今回のあとがきは、対談形式で進めさせていただこうと思います！




チサ「ではそういうことで、ボケ担当のチサです。妄もう想そう大好きです！」

アキラ「一応ツッコミ担当らしい、現実主義なアキラです」

チサ「二人合わせてチサトアキラです！（決めポーズ）」

アキラ「……さて、本でも読むか」

チサ「ちょ、ちょっと待ったー！　悪ノリしました、はい。……ゴホン。早さつ速そく本題に入りますが、まずはこの作品について語りましょうか。思い入れとか、難しかったこととか」

アキラ「思い入れ……といえば、生なま臭ぐさハードボイルド系不良神父が書きたいなーというぐらいしか考えてなかったのが、新担当Ｋ様との話し合いで一気にまとまっていったなぁというのが印象的でした」

チサ「うんうん。こんなぶっ飛んだ不良ヒーローを受け入れてもらえるかな!?　という不安を抱きながらも、かなり楽しく作品作りが出来たなと思ってます」

アキラ「正直、王子臭はしないです。（あ、でも上うわっ面つらはキラキラですね）感覚的には硝しよう煙えんの香かおりと共に銃じゆうをぶっ放しているイメージだったのですが、さすがに乙おと女めレーベルですので大人しくなりました（笑）　その割に内容は戦せん闘とうシーンが多いので、色々すみません」

チサ「今回は悪あく魔まがいっぱい出てきますからね……。クールに戦うライオットの活かつ躍やくを、どうしても書きたくなり……」

アキラ「戦闘シーンを増やすのはこのあたりで止めておきましょうという担当様のお言葉で、どうやら書きすぎたらしいことに気づくという（笑）」

チサ「うん（笑）　ライオットをどこまでぶっ飛んだ性格にするか、どこまで大人しくするかはかなり試し行こう錯さく誤ごしました。一方のセルリナは、男おとこ嫌ぎらいをこじらせてはいますが、皆みな様さまに共感していただける女の子を目指しました。セルリナ目線で、ライオットの一挙一動に啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんとしていただければなあと！」

アキラ「セルリナは、言動はともかく、ごく普ふ通つうの子の感性でいろんな不条理に困って悩なやんでほしいと思って書きました。とはいえ、彼かの女じよも負けん気が強く、破は天てん荒こうなライオットに振ふり回まわされながらも、うまくかみ合った掛かけ合あいをしてくれているかなと思います」

チサ「凸でこ凹ぼこコンビだけど、何だかんだで上う手まく渡わたり合あえている気がする、そんな二人だと思います！　もし次回作を書ける機会があるなら、この二人の関係がどう進展していくのかが、作者ながらに楽しみです」

アキラ「精神的に成長した彼女に、ライオットが翻ほん弄ろうされる日が来るかもしれません。そんな日が来たらいいなということで、この場を締しめさせていただきます」

チサ「以上、チサとアキラによる作者対談でした！」




　最後になりましたが、この場をお借りして謝辞を述べさせていただきたく存じます。

　まずはイラストレーターのすがはら竜りゆう先生。本当に素す敵てきなイラストを描えがいてくださり、ありがとうございました！　キャライラストを拝見した瞬しゆん間かん、魂たましいが飛び出て行きそうになりました。格好良いライオットに惚ほれ惚ぼれしつつ、セルリナの可か愛わいさに萌もえさせていただきました。小悪魔もラブリーです！

　続きまして、担当編集のＫ様。まだまだ未熟な私わたし達たちに丁てい寧ねいにご指導下さり、ありがとうございました。色々と悩むことも多い中、力強く引っ張っていただき、安心して執しつ筆ぴつを進めることが出来ました。

　その他、出版に携たずさわってくださったすべての方に感謝を申し上げます。

　そして、ここまで読んで下さった読者の皆様。本当にありがとうございました！

　またお目にかかれる日を心待ちにしております。








著

チサトアキラ

Chisa to Akira




チサ：暇を見つけては、甘い香りのフレーバーティーを飲みながら、ほろ苦いショコラを食べて癒されてます！




アキラ：最近、生姜ハチミツをアッサムのミルクティーに入れるのがお気に入りです。やっぱり生姜はいいですね～。




ツイッターはじめました！

@chisatoakira



















イラスト／すがはら竜

デザイン／須貝美華












電子版　ビーズログ文庫







恋こいと悪あく魔まはお断ことわり！
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